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　少女の名前は遥はる奈な原ばら初はつ雪き。

　十六歳と三ヶ月という年月を健すこやか過ぎるくらいに育った女子高生である彼女は、日々に多少の悩なやみはあるものの、これまでの間、それなりに充実した高校生活を送って参まいりました。

「んんぅ……っ」

　それが、はたしてどういう理由からなのでありましょう。

　なにやら近ちか頃ごろ、様よう子すがおかしいのでございます。

「くぅぅ、ぁぁっ……」

　時刻は放課後、午後五時三十分。場所は南校舎のとある一室で。

『巡めぐる季節、幾いく度どとなく、初めて地平に舞まい落おちる純白雪のように、勇気と、清せい麗れいな心を持った人間に育って欲しい』との想いを込められ、そう名付けられた初雪様は現在、古ぼけた生徒用の椅い子すにまたがり、背せもたれを抱だくようにして、

　固こ定ていされておりました。

「ぅうっ……ひぅ」

　学校指定の濃こい茄な子す色いろの制服は、まるでカラダを絞しぼり上あげるが如ごとく黒く細いゴムチューブで戒いましめられ、普ふ段だんは目立たないハズである発育行いき届とどいたカラダのラインは、今やくっきりと凹おう凸とつを露あらわに。その中でも一ひと際きわ厳げん重じゆうに椅子の背もたれにくくりつけられていたのは、細身の黒くろ手て套ぶくろに覆おおわれた初雪様の両腕でございます。

　──そして、

　まったく身動き出来ぬ状態に置かれた少女の、長い黒髪を飾かざるリボンまでもが細かく震ふるえているという、まるで、何者かの歪ゆがんだ嗜し虐ぎやく趣しゆ味みを満たすために設しつらえられたような光景の中で、

「お、お願いします……」

　制服姿の彼女が濃い溜ため息いきのような呼こ気きと共に声を漏もらした、その理由。

「私を──」




　初雪様はたった今も、まるで女子高生らしくなく束そく縛ばくされた姿すがたを、一人の男子生徒に真正面から目もく撃げきされているのです。




「──私をどうか、助けてください……」

　目撃者。

　男子生徒の名を、森もり口ぐち織おり人と。

『人と人との縁えにしが織おりなすこの世せ知ち辛がらい世の中を、周囲も幸せにしながら生いき抜ぬけるといいよね……みたいな？』という、前向きなのかそうでないのかよくわからない想いを込められて名付けられた少年は、

「な、だ……っ!?」

　教室に入って突とつ然ぜん目の前に飛び込んできた光景に硬こう直ちよくしたまま、ただただ初はつ雪き様を凝ぎよう視しするばかり。

　無理もないことでございます。

　織人様もまた、健全すぎるくらいに育ちました十六歳・男子高校生。同年代の異い性せいに必要以上の興きよう味みを持ち、しかし、そこにある情熱をどうすることも出来ずに日々を過ごすしか術すべを持たない、至いたって優良健康な生命体なのでありま──

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　──これはこれはまことに殊しゆ勝しようにございます。織人様は、刹せつ那なで行動に移うつられたご様よう子す。

「待っててください、今すぐ」

　少年は、身動きができなくなっている女子生徒・初雪様の正面に膝ひざをつき、まずは黒い手て套ぶくろに包まれた両りよう腕うでを解かい放ほうするために、ぎちぎちに食い込んだゴムチューブの内側に指を入れようと致いたします。

「あ……」

　驚おどろきに呻うめく初雪様へと、

「こんなコト、いったい誰だれが……」

　少年がこぼした、その瞬しゆん間かん。

「え……──っ？」

　突とつ如じよ目の前が真ッ白になってしまった織人様の脳のう髄ずい内部をイナズマの如ごとく貫つらぬいたものは──







『どうして……、どうしてこのようなコトをなさるのですか……!?』

　薄うす暗ぐらい教室内であった。

　生徒用の椅い子すをまたぎ、背せもたれを抱だくようにして座すわっていたのは、長い髪かみをリボンで飾かざり、両腕を細身の黒手套で包んだ制服姿の女子高生・遥はる奈な原ばら初雪である。

『お、お願いです……こんなこと、もう止めてくださいっ！』

　しかし、彼女の懸けん命めいな訴うつたえに答える声は、無い。

　それもそのはず。

　なぜなら今彼女の全身を戒いましめているのは、透とう明めいなミミズの如き触しよく手しゆの群むれであった。

『あっ、ぅ……ぃや、来ないで、ください……っ』

　比ひ喩ゆでもたとえ話でもなく、それは『無色の太い線虫』としか言うほか無い物体であり、よって、ものを言う口など、あろうハズがなく。

　そこに響ひびく音といったら、雨の中を歩いたかのようにぐっしょりと濡ぬれそぼった初はつ雪きの着用している制服と、のたうつ触しよく手しゆが擦こすれ合あう時に奏かなでられる〈くちくち〉という水音しかない。透とう明めいミミズは、今や少女全身の湿しめり気けを絞しぼるが如ごとく、彼女の指先まで覆おおう細身の手て套ぶくろごと全身を拘こう束そくしている。

『あ、はぁ……っ！』

　そして今、制服少女の裸足はだしのつま先を摘つまむように絡からんで来たのは、新たな触手の先せん端たん。

　線虫共は、ずるずると巻まき付つくようにして、白くふっくらとした長い脚あしにラセンを描えがいて這はい上あがり続ける。

　もちろん、ガンジがらめにされた彼女には、それをどうすることも、できない。



『どうして、なんでこんな、……こんな、ぁ、ぁあっ！』

　全身を覆うくすぐったさと、ぬめぬめとした冷たい感かん触しよくに初雪の喉のどは震ふるえてしまう。

『うぅ……お願いです、もう……、もう許ゆるしてくださいっ』

　しかし初雪の懇こん願がんは、どこにも届とどくコトは無く、

　さらには彼女を溺おぼれさせる程ほどの大量の触手が、徐じよ々じよに、そのカラダを──







「……ぬぁあはッッ!?」

　そして織おり人と様はようやく、固こ定ていされ続けている少女、黒いゴムチューブで椅い子すに縛しばられている初はつ雪き様から、自分の腕うでを引ひき剝はがすのです。

　途と端たんに、今の今まで脳のう髄ずいを浸しん食しよくしていた一つの〝映像ビジヨン〟が消しよう滅めつし、

「な、なにが、起こって……」

　いつのまにか、

　織人様は彼女の黒いゴムチューブによる拘こう束そくを解といていたようで、目の前には自由を取とり戻もどした制服姿すがたの少女。

　初雪様は、指定制服の下にあってさえ自己主張をやめない胸むねを手で押おさえ、静かに息を整えていて。

「ありがとうございます」

　見上げるようにして、自分を助けてくれた織人様に礼を述のべるのです。

「い、いえ、それより……あ、あの、誰だれが、あなたを、こんな所に……」

「おそらくは──」

　初雪様は織人様を見つめたまま、まるで、ずっと心深くに温あたためていた想いを伝えるかの如ごとく、




「〝河かつ童ぱ〟と呼よばれる妖よう怪かいです」




　そう、目の前の少年に告つげました。

「……は、はい……？」

「妖怪〝河童〟が、私を──」

　そして、初雪様は感かん極きわまったように、細身の手て套ぶくろに包まれた指を織人様の腕に〈ひしっ〉と絡からませ、

「わ、私はこのまま〝しりこだま〟を抜ぬかれてしまうかもしれません……！」

　そう、にじり寄るのでございます。

「私、……おしりは、だめなんです。昔からくすぐったがりで、おしりだけは絶ぜつ対たいに。けれど、きっとあの河童さんはそんなことわかってくれないんです。私を動けないようにうつぶせに固こ定ていして……。そう、きっと四よつん這ばいの格かつ好こうで動けないようにしっかり縛り付け、それから、私の、お、お、おしり、を……！」

　もちろん、そんな初雪様に「……ッ!?」と、織人様は抵てい抗こうしようといたします。なぜなら、彼の脳のう髄ずいには新たな〝映像ビジヨン〟＝〝制服を中ちゆう途と半はん端ぱに引ひき裂さかれ四つん這いにさせられ、河童に高くお尻しりを突つき出だしている初雪〟という場面シーンが流れ込んでいまして。

「私は『お願いですからそれだけは、しりこだまだけは抜かないでください！　他のコトだったらなんでもします！』ってそのままの格かつ好こうで一いつ生しよう懸けん命めい頼たのむのに、『おまえの言うコトなど聞けるものか』って、河かつ童ぱさんは許ゆるしてくれなくて──それから、河童さんは身動きのとれない私のしりこだまを、手に入れるために……」

　実じつ況きよう付きで展てん開かいされる、やたらと肌はだ色いろの多い〝映像ビジヨン〟に、このままでは恐おそらく少年はダメになってしまうのではないでしょうか。

「ゆっくり、ゆっくりと、こうやって……」

　なにしろ織おり人と様もまた十六歳、高校二年生の男の子でございます。

「す、すいません！　あの、ええと、これは、いったいぃぃいいッ!?」

　そして、織人様に流れ込む初はつ雪き様の妄もう言げんと妄もう想そうがクライマックスに差さし掛かかった、

　瞬しゆん間かんです。




　ぴしんっ




　という、鋭するどい裂れつ壊かい音おんが二人の足元から。

「んっ？」

「今、なにか──」

　我に返った織人様と、足元に視し線せんを落とした初雪様のセリフは、最後までは続きません。

　なぜなら突とつ然ぜん、二人の立っていた地面が、リノリウムが張はられたコンクリートの床ゆかが、突つき上あげられるが如ごとく真っ二つに砕くだけ、

「うわぁあああああッ……!?」

「きゃああああああっ!!」

　天てん井じようのモルタルを抉えぐって上じよう階かいへ突つき抜ぬけてしまうのではないかという巨きよ大だいな噴ふん水すいが出現したのですから。少年と少女はクジラの潮しお吹ふきに〈ぷかぷか〉するファンタジーの住人よろしく水流に巻まき上あげられ翻ほん弄ろう、弾はじき飛とばされるように床へと激げき突とつしたのです。




「まったく、良い子で待っていられないの？」




　織人様と初雪様の頭上から降ふり注そそいだのは、心しん底そこあきれ果はてました風の物言い。

「こ、今度は、いったい……!?」

　床の上で目を回している制服姿の少女・初雪様の隣となり、げほげほと咳せきをする織人様は、声の主へと顔を向けます。

「──ちょっ」

　そこに居いたのは一人の、学校指定スクール水着を着用した女子生徒でございました。

「なん、で……」

　頭にはゴムキャップとズリ上げられた水中メガネ。タオルケットをマントのように肩かたにかけ、両手にはビート板＆よく見れば、なぜか股またにもビート板が一枚挟はさんであるのです。

「──って」

　織おり人と少年は、彼女に見覚えがあることに、気が付きます。




「あなたは、一いち之の瀬せさん……!?　なんで、そんな格かつ好こうを……」




　床ゆかの上で気を失っている初はつ雪き様に視し線せんを止めていたスクール水着の女子生徒は、そこで初めて、織人様に気が付いたかのように、

「あれ？　一般人がどうやってこの教室に入ったの？」

　キラキラと大きな瞳ひとみを細めつつ。

「一之瀬カスミ……。それってこのカラダの持ち主のコトだよね？」

　彼女は身を包む水着のサイズが気になるのか腰こしの辺あたり、水着の縁ふちから人差し指を差し込み〈ぱちゅっ、ぱちゅ〉と、濡ぬれた紺こん色いろの生き地じを弄もてあそぶかのようにカラダに馴な染じませながら、じっくりと己おのが四し肢しを眺ながめます。

「あは、知り合いなんだ、この娘こと」

　しかしその笑えみは、本物のカスミ様は絶ぜつ対たいにしないような、凄せい惨さんなもので。

「キミ、運が悪いかもね」

「ッ!?」

　同時に、織人様は前方へと飛び込むように身をかがめます。直後に〈ずがんっ!!〉と背はい後ご、教室の壁かべに突つき刺ささったのはビート板。

「運動神しん経けいは、良いんだ？」

　河かつ童ぱに憑つかれた水着少女、一之瀬カスミ様の両手に、無数のビート板が出現します。その一枚一枚にどうやら、コンクリートを深々と穿うがつ力があるようなのです。

「な、ちょっと、これって……──」

　──織人様は、この教室に入って来てから、

　まだ五分も過ごしていないハズでした。

　まず目の前に現れた、ゴムチューブでぐるぐる巻まきにされた女子生徒。

　とっさに彼女を助けようとすれば、襲おそいかかってきたのは突とつ然ぜん奇き妙みように奇き天て烈れつ過ぎる脳のう内ない〝映像ビジヨン〟。最さ中なか、突とつ如じよ破は裂れつするのは床下に埋うめられていた水道管でございます。そこより噴ふん出しゆつする水流に、自分はおろか女子生徒までもが押し流されてしまい、気が付いたら、砲ほう弾だんのような威い力りよくを持つビート板を、ためらいなく投げつけてくるスクール水着の女の子が目の前にいるという、




（なんで僕は、こんなコトに──）




　あまりと言えばあまりのデキゴトの連続に、織おり人と様は気が遠くなってしまうのです。




（いったい、どうして……）




　水みず浸びたしになり、あらゆるものが水流によって壊こわれてまき散らされてしまった教室。

　床ゆかの上には、眠ねむっているかの如ごとき制服の少女が、今も横たわってございます。

（そうだ……）

　何をどうしたものか、

　唐とう突とつに、

　織人様は無む防ぼう備びにも、濡ぬれた床にしゃがみ込むようにして、初はつ雪き様の顔を覗のぞき込こむのです。

（……彼女と逢あったのは、これが初めてじゃない）

　それこそ、まさしく走そう馬ま灯とうのように浮うかび上あがる記き憶おく。




（初めての出逢いは、確たしか、あの桜の下──）




　今から思えば、

　あの時を境さかいに、森もり口ぐち織人は〝陰おん陽みよう道どう〟の世界へと、足を踏ふみ入いれてしまっていたようで……
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　──時は、八時間ほど遡さかのぼります。




　少年はその時、

「まいったなぁ」

　遭そう難なん、しておりました。

　まだちょっとだけ肌はだ寒さむくある、四月下げ旬じゆんの、とある朝のコトでございます。

「間に合うかな、学校に……」

　織おり人と様が目指している目的地の名は、『県立・吝やぶ華さか高校』。

　登校中の彼が手にしております地図上では、既すでに自分は学校の敷しき地ち内ないにある体育館の上を進んでいるハズなのですが、

「僕は世せ代だい遅おくれのカーナビか」

　ツッコミにもイマイチ切れが足りないようでございます。

　つまり有あり体ていに現在の織人様が置かれている状況じようきようを申しますと、『迷まい子ご』というコトになるでしょう。加えて現在、高校二年生の彼が歩いている道とは、

「山道だよね、これ」

　訂てい正せい、歩いているのではなく、登っているのは完全な山の小道。

「おまけになんなんだこの霧きりは……！」

　森もり口ぐち織人、生せい来らいの方向音おん痴ちに〝霧〟という視し界かいの悪さがプラスされただけで、こんなコトになってしまうなんて。

「本当に恐おそろしい」

　まるで他ひ人と事ごと。

「でもこのままじゃ、本当にマズイ……」

　頭上には、季節の盛さかりを過ぎた葉桜が水気に濡ぬれております。

　そう、不安を重ねるならば周囲を漂ただようこの白い霧。これがどうにも先ほどより顔と言わず肌はだと言わず〈もやもや〉とマトワリつくようで、なにやら余よ計けいに薄うすら寒さむくすらあって。

　しかたなく、織人様は緩ゆるい坂を登りつつ、ポケットから携けい帯たい電話を取り出すのです。

　何ど処こにかけるおつもりか。

「学校に……職員室に電話して道を聞こう。それしかない……!!」

　アドレス帳からポチポチと学校の番号を検けん索さくする少年。

　──山道でございます。

　歩みを止めぬ彼は今、この場所に居いるのは自分一人だと思い込んでおりました。

　だからこその、

「えーと、確たしかこの辺に登録して……──」




　ありえないような正面衝突。




「きゃっ！」

「うわぁッ!?」

　織おり人と様は、坂道を下って来た一人の女子生徒とぶつかり合ってしまったのです。

「す、すいません、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　少年は倒たおれた少女を慌あわてて助け起こそうと手を差し伸べ、

　息を詰つまらせるのです。

「…………ッ？　……、……──っっ!?」

　彼の目の前にいた女子生徒は、少年が今まで出会ってきた人々とは明らかに違ちがう存そん在ざいでした。

　黒く長い髪かみを持つ彼女は、一いつ瞬しゆんで織人様が今まで『心の果て』だと思いこんでいた部分を軽々と飛び越え、彼が未いまだ一歩も歩んだコトのない広大な大陸を指し示し、これまでの太陽の明るさが全て偽にせ物ものであったかのような光と輝かがやきを持って、この世にある全てのモノとデキゴトに少年ただ一人では知り得なかった意味を与あたえてしまわれました。

　一言で申しますならば、これこそが『一ひと目め惚ぼれ』というものなのでございましょうか。

　感情が爆発エクスプロードし、森もり口ぐち織人という人間の内部は蒸じよう発はつ、一面の焦しよう土どと化していました。

　ですから、女子生徒に手を差し出してはみたモノの、織人様はその後の動作を見失ってしまい、「あ、あ、あ、あの──」と、ただただ口ごもってしまうのです。

　すると、

「いえ、こちらこそ、よそ見をしていて……」

　それはまるで少年の焼けただれた心を、熱あつすぎる火ほ照てりを、天から舞まい降おりてそっと慰い撫ぶする雪せつ花かにも似にた声でございました。

　その律りつ音おんに織人様はさらにカラダを硬こう直ちよくさせてしまうのです。

　そして起きあがろうとした少女が、黒くろ手て套ぶくろに包まれた手の平を、差し出された少年の手に重ねた、

　直後。

　織人様の脳のう髄ずいは、電でん撃げき的てきな痺しびれに襲おそわれ──







『あぁ……っ！』

　長い髪かみにリボン、両りよう腕うでにはぴったりとした細身の黒くろ手て套ぶくろをした女子生徒であった。

『あ……あっ……ち──』

　上半身は吝やぶ華さか高校指定の、濃こい茄な子す色いろの制服。

『遅ち刻こくして……ごめんなさいっ』

　下半身は体育の授業で使用するブルマという姿すがたで、立ちすくむ少女がいたのはどうやら、学校の廊ろう下かのようだった。

『もう……二度と、しません……。だから──』

　少女のカラダは今、細かく、震ふるえ続つづけている。

　理由は三つあった。

　一つめの理由。廊下に立たされた彼女は、たっぷりと液えき体たいに満たされたバケツを左右の手に一つずつ持っていた。その重みに。

『もう、許ゆるしてください……』

　二つめの理由。震える腕の振しん動どうはバケツにも伝わり、中にあった液体がこぼれ、彼女の下半身にかかっていた。それは少女のむき出しの脚あしを伝って糸を引くように床ゆかに垂たれている。その冷たさに。

『金こん輪りん際ざい、遅刻はしません……。だから、お願いです……』

　三つめの理由。なおかつ、彼女の周囲には複数のヒトの気け配はいがあった。少女は一いち部ぶ始し終じゆうを見られていた。その恥はずかしさに。

『こんな格かつ好こうで、廊下に……なんて……もう、もう……我が慢まん……できな……ぁっ!!』







　まるで、

「……ッ!?」

　突とつ然ぜんコンセントを抜ぬかれたテレビ画面の如ごとく、

「あ……え？」

　織おり人と様の脳のう髄ずい内部の〝映像ビジヨン〟は消しよう滅めつしていました。

　その代わりに目の前にあったのは、思わず離はなしてしまった手のひらの先で、尻しり餅もちをついて腕うでを伸ばしたまま、コクビをかしげて怪け訝げんそうに織人様を見上げている女子生徒という風景。

「今、のは……」

　少年は左手の携けい帯たいをそのままに、とっさに先ほど握にぎられたハズである自分の右手を見つめ、それを握ったり開いたり。

　そこへ、

「……と、と……──」

　当とう惑わく中ちゆうの織おり人と様の耳に聞こえてくる、途と切ぎれ途切れな少女の声。

　視し線せんを向ければ、こちらを見つめていた女子生徒が、あたかもユメから覚さめたように、大きな瞳ひとみを見開いて。

「撮とったの、ですか？　私を……、その携けい帯たいカメラで──」

　同時に、女子生徒は細身の黒くろ手て套ぶくろで包んだ両手で〈がばっ〉と、スカートを押おさえ付つけ、真っ赤になってふるふると震ふるえ始はじめてしまい。

「な……!?」

　織人様も我に返り、そして、気が付くのです。

　彼女の視線が、自分の握にぎっている携帯電話に向いているコトに。

「い、いや、これは……！」

　女子生徒の誤ご解かいも無理はないのかもしれません。しかしながら、昨さつ今こんではそのような事件も増ぞう加かしている傾けい向こうにあるようなのでございます。

「ちがっ、あの、違ちがうんです！」

　織人様はカメラのデータフォルダを開こうと指を懸けん命めいに動かします。携帯カメラでは、確たしか近所のノラネコを撮ったのが最後だったハズでした。そのデータさえ彼女に見せれば万ばん事じ解かい決けついたします。そう、彼は無実を訴うつたえたかっただけなのであります。

「あ、あの、吝やぶ華さか高校のかたですよね……？」

　けれど、織人様が緊きん迫ぱくする場を和なごませるために開いた口が、逆ぎやく効こう果か。

「そんな、もう学校まで調べられてるなんて……！」

　女子生徒は、さらにカラダを震わせ〈ざざっ〉と後ずさってしまい。

「えぇっ!?」

　盗とう撮さつ疑ぎ惑わくをかけられているこの最さ中なかに学校を尋たずねるのは、ただの変へん態たいでございますね。織人様はただ、会話の間を繫つなぎたかっただけですのに。

「ああっもう、これでおしまいに……!!」

　むべなるかな。女子生徒はやおら立ち上がり、瞳ひとみを涙なみだでキラリと光らせつつ、〈くるり〉とキビスを返し、なんだかものすんごい勢いきおいで走り出したのでございます。

「ちょ、待っ……！」

　なれど織人様は混こん乱らんと自分の過あやまちによるショックが大き過ぎて、思うように身体が次の行動に移うつせません。しかも、

〈コツッ〉と、

　つま先に、軽い感かん触しよく。

　足元に視線を落としてみれば、

「これって、今の彼女の……」

　少年は、先ほどまで女子生徒が居いた場所にあった『白い携帯電話』を拾い上げます。

「ど、どうしよう──」

　今からでも、あの少女を追いかけることができるでしょうか。

　織おり人と様が躊躇ためらった、その時。

「あ……」

　少年の頰ほおを、強い風が撫なでていくのです。

　周囲が明るくなり、太陽が視し界かいに入りました。

「霧きりが、晴れて……」

　山の斜しや面めんに、景色が広がります。

　そして目の前には、

「あれ……？」

　大きな校舎が、つまりは山の麓ふもとに、様々な施し設せつを含ふくむ学校の敷しき地ちが忽こつ然ぜんと。




　──確たしかに、

　織人様は近きん隣りんでは随ずい一いちの面積を誇ほこる『吝やぶ華さか高校』のすぐ側そばまで、辿たどり着ついていたのでございました。
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　苦労の末。

　ようやく、学校の校門前に辿り着いた織人様が、

「ここが『吝華高校』……なんだよ、ね？」

　思わず口にしてしまった第一声が、それでありました。

　そして、おずおずと校門に埋うめ込こまれている黒い大理石に目をやり、そこにばっちりくっきり彫ほり込こまれた『県立　吝華高等学校』という文字を、二度見してから、

「……あってるし」

　どうにか、納なつ得とく。

　しかしながら、ここが自分が今日から通う学校だったといたしますと、

「入学式は、二週間前に終わったって言ってたけど……」

　織人様は目の前の事実をどのように腑ふに落としたらよいのか、ちょっとよく解わからなくなってしまうのです。

　正面に見えているのはレンガ造りの歴史を感じさせる建けん築ちく物ぶつで、どうやら記念館的な建たて物もの。その向こうには、ごくごく普ふ通つうの校舎が背はい景けいとして見えております。

　そして、今しがたくぐった校門からそんな大正ロマン風の建物まで、広くてまっすぐ、およそ五十メートルほどの並なみ木き道みちが続いていて、

　その左右に、




　ずらりと屋台が並ならんでいるのです。




　青空メイドカフェに、お客さんを呼よび込こむメイドと執しつ事じがおりました。隣となりには、激はげしすぎる火力の上でバカデカイ中華鍋なべを振ふるうガタイの良い汗あせびっしょりの男子生徒と、給仕しているチャイナ服の女子生徒がにこやかに出来上がった料理をテーブルに並べております。向かい側の屋台には焼きたてパンを窯かまの中から取り出している生徒がいれば、おにぎりを並べた茶屋風の出店があり、繁はん盛じよう店てんの如ごときラーメン屋や、フレッシュジュースバーがありました。

　念のために言っておきますと織おり人と様が前に通っていた高校には、朝、校門を入ってスグの所にこんなモノはなかったのです。断だんじて。

　だとすれば、

「もしかして、今日は文化祭、なのかな……？」

『入学式直後だけど時期的にいいの？』という問いを封ふう殺さつすれば、それは納なつ得とくいく説明のような気がします。けれど、一体なんなのでしょう、

　この、かすかな違い和わ感かん。

　オープンカフェのような屋台でスコーンを袋ふくろ詰づめにしている男子生徒の手て並なみは付け焼き刃のモノではありませんでしたし、背せ中なかに『飲むヨーグルト……？』と書かれたドリンクサーバーを背せ負おい、ローラーブレードで生徒達の波を縫ぬいながら秘ひ密みつのドリンクを提てい供きようしている女子生徒の軽かろやかさは一いつ朝ちよう一いつ夕せきのものではなく、それこそ文化祭のレベルを逸いつ脱だつしているように見えます。メイドカフェのメイドですら、瞳ひとみの奥おくにある種の熱意が秘ひめられていて。なにより漂ただよってくる食べ物の匂いが本物の市場のよう。

　そう、艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えて学校に辿たどり着ついた織人様へと、得え体たいの知れない熱気がじわじわと染しみ込こみ始はじめる、そんなヒトトキのコトでございました。

〈ぴぴーっ！〉という高い警けい笛てきの音が、少年の耳に飛び込んで参まいりましたのは。

「っ!?」

　驚おどろいて振ふり向むけば、他の生徒とは一いつ風ぷう変わった制服──キャビンアテンダントのようなカチっとしたスーツに、スカートの下は白と水色のしましまスパッツ──を着用した女子生徒が片かた手てに軍ぐん配ばいを振り上げつつ、一人の男子生徒の元へと走って行くところでした。彼女の袖そでには『風ふう紀き委員』という腕わん章しようが巻まきついております。

「そこの忍にん者じや風ふう！　止まりなさい！」

　織おり人と様は風ふう紀き委員の言葉の先へと、視し線せんを向けるのです。

　そこにいたのは、ボロボロの制服に、同じく破れ目だらけのマフラー。素す足あしに下げ駄たをカラコロ言わせている男子生徒でありました。彼本人だけが感じるコトのできる砂さ塵じん混まじりの風の中を歩いているかのような男子生徒は、ともかく下駄の音を止めます。やがて衆しゆう人じん環かん視しの中、風紀委員は軍ぐん配ばいを目の前の彼に差し向けて、

「その髪かみ型がた、素ま敵るっ!!」

　手に持ったボードに○を記入します。同時に、男子生徒は静かに親指を立てました。

「い、いったい……」

　てっきり風紀委員は奇き抜ばつな彼を注意するモノとばかり思っていたのに、件くだんの男子生徒はそのまま人ひと混ごみに消えていき、風紀委員の女子生徒も何事もなかったかのように校門付近へと戻もどっていくのでございます。

　織人様は、未いまだ啞あ然ぜんとしております。だって、あの忍者風生徒の長い髪の毛は、まるで台風の中を歩いてきたかのように全て不自然に天へと直立していましたし、目つきは常つねに百歩譲ゆずっても慈じ愛あいに満ちているとは言えない角度にあり、眉まゆ毛げすら無く、織人様は思わずその場で後ずさってしまったほどなのです。

　それを、あの校門に立つ、奇き妙みような風紀委員は……。

「え、……はっ!?」

　そして、織人様はようやくそのコトに気が付くのであります。

「ちょっと、これって……!!」

　ああ、なんてコト。

　今までまったく気が付かなかった織人様が、どうかしていたのかもしれません。たとえ、校内に建たち並ならぶ屋台に気をとられ、他に全然意い識しきが向いていなかったとしても。

（今日から僕が通う『吝やぶ華さか高校』の生徒達って、全体的におかしい気がする……!!）

　確たしかに織人様のように、いたってノーマルな装よそおいの生徒も多いのは事実です。それでも、ある生徒は朝から白はく衣いを羽は織おっていたり、ひょこひょこと鬼おにの角みたいな突とつ起きのある毛糸の帽子を被かぶっていたり、左手を三さん角かく巾きんで吊つって包ほう帯たいだらけだったりと、比ひ較かく的てき特とく徴ちよう的てきではあったりします。いやいや、その程てい度どの特有性ならばまだかまいません。そこまでは良いのです。織人様にも許きよ容ようできる範はん囲いです。

　けれどあれは、

　ランドセルを背せ負おった可か愛わいらしい少女の手を引いているのは、どう見ても制服の上からふりふりのエプロンを掛かけた若い奥おくさんではないですか？　木こ蔭かげにじぃっと立ちすくんでいる、【シュレティンガー自分】【毒ガス注意：安あ部べ工こう房ぼう】と書かき殴なぐられたダンボール箱をすっぽり被った箱人間はいったいなんでありましょう。もはや原げん形けいを留とどめぬほど改造を施ほどこされた制服に素す敵てきなステッキ、つばの広い魔ま女じよのような帽子を被かぶった二人組の少女は？　ぞろぞろと仔こ猫ねこを引き連れたパジャマ姿すがたの女の子は？　風かざ車ぐるまの刺ささった虚こ無む僧そうのカゴみたいなのをすっぽり被った四人組は？　あそこを行くメガネの男子生徒は、何な故ぜあのように大きなベビーカーを押おしながら登校しているのでございましょう。

　織おり人と様は、啞あ然ぜんとしたまま立ちつくします。

　登校してくる様々な生徒達。

　そして建たち並ならぶ屋や台たいで朝ご飯を提てい供きようしたり、テーブルに着いて料理をぱくついているのも、この『吝やぶ華さか高校』に通う同年代の少年少女達のハズなのです。

　言葉を失い続ける織人様。

　そこへ、〈きーんこーん・かーんこーん……〉と降ふり注そそぐのは、朝一番の予よ鈴れいでございます。

「へ……？」

　出現したのは、民族大だい移い動どうの如ごとき現げん象しようでありました。

　彼を取り囲んでいた様々な生徒達の動きが予鈴の音に一いつ瞬しゆん静止したかと思うと、次の瞬しゆん間かんには、慌あわただしく一いつ斉せいに校内へとなだれ込み始めて。

「わ、わわわ!!」

　織人様は、人波に飲み込まれるようにして、校舎の中へと消えていったのでございます。
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　今日から織人様が所しよ属ぞくする二年Ｇ組担任である奥おく山やま千ち歳とせ教きよう諭ゆは、

「それでは、転校生を紹しよう介かいします。森もり口ぐち織人くんでごふぉあ！」

　口から吐と血けつ！

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　先生の隣となり、黒板前に立っていた織人様は、突とつ発ぱつ的てきに起こった事件に激はげしく狼ろう狽ばいいたします。

　一方、そこそこ良いスタイルを甘ロリなドレスで包んだ奥山先生は、ハンカチで口元を拭ぬぐい、

「長なが台詞ぜりふはちょっと、……体力を削けずられるの……」

　とっさに転校生の肩かたに支ささえられつつ、長めの前まえ髪がみで隠かくれぎみになってしまっている両の瞳ひとみを向け、答えるのでございます。そして、

「でも、今のセリフはそんなに長かったようには……」

　という織人の指し摘てきに、

「気に……しないで、いつもの……事だかっげふぉっ！」

　またもや吐血！

「うわぁあっ!?　先生の口から救急車とかをスグ様呼よんだほうがいいような量の血が床ゆか一面に!!」

「先生しっかりぃぃ!!」

「やめて先生！　無理すると死んじゃうよー!!」

　そこへ飛んでくるのは担任を気き遣づかうクラスメイトの温かな声せい援えん。声援？　とにかく、奥おく山やま先生は既すでに真っ赤に染そまっているハンカチで口元を押おさえたまま、

「森もり口ぐちくん、みんなに、挨あい拶さつを……」

　転校生を促うながします。

「は、はい!!　森口織おり人とです！　今日からよろしくおねがいします。ええと、趣しゆ味みは──」

「胃カメラ……（俯うつむいたままの奥山先生）」

「ええッ!?」

「全身麻ま酔すいに意い識しきを奪うばわれる瞬しゆん間かんが大好き……」

「先生やめてください！　僕、胃カメラなんてまだ一度もやったコトないですよ!?　っていうかそれは先生が好きなモノなんじゃないですか!?」

「特技は透視クレボヤンス（俯いたままの奥山先生）」

「クレボヤンスッ!?」

「鉛なまり以外で薄うすさ二センチまでだったら透すけて見えます」

「透けて見えません！　というかなんで先生まで『はっ』と赤くなって出しゆつ席せき簿ぼで慌あわててカラダを隠かくしてるんですか!?　しかもあなたの教え子達が全員それを真ま似ねしていますよ!?」

「みなさん、がんばって織人くんと仲良くしてくださいね」

「「「よろしく、織人くん！（男子も女子も顔を赤らめつつ）」」」

「受け入れられた！　いや、だめだ！　それは本当の僕じゃない……けど、いいクラスそうで、よかった！　よくないけど、本当によかった！」

「織人くんはあの窓側の席ね」

　こうして、織人様は晴れて転校生デビューを済すませ。若じやつ干かんとぼとぼとした足取りながら、自分の席に着いたのです。

「はい、それでは出席をとりまーす」

　見れば黒板の前で元気よくクラスメイトの名前を読み上げ始めたのは、奇き妙みようなネクタイをした男子生徒。どうやらこのまま奥山先生に任まかせておくと、おそらく全員の名を読み上げるのと引き替えに絶ぜつ命めいしてしまいそうなので、彼は役目を買って出たらしいのです。

「相あい沢ざわくーん（はーい）、榎えの本もとくーん（はいよー）……」という男子生徒の声をＢＧＭに、

　織人様がなにげなく右みぎ隣どなりの席に視し線せんを巡めぐらせば、

「……あれ？」

　そこは、無人。空席でありました。

　けれど、

（カバンは、ある……）

　机には通学鞄かばんが下げてあるのです。なので、学校には来ていると思われるのですが──

「遥はる奈な原ばら初はつ雪きさん」

　点てん呼こが途と切ぎれました。首を前に向ければ、出しゆつ席せき簿ぼを持った男子の視し線せんは、今しがた織おり人と様が気にしていた空席で止まっています。

「遥奈原さんは、生徒会の仕事……かな。まあいいや、出席、と」

　いいのかなと思いつつ、織人様はもう一度、隣となりの席のカバンを見やり、

「ん？」

　そのはじっこに、なにやらマスコットがぶら下がっているのに気が付きます。

　それはどうやら〝灰はい色いろの布ふ団とんに小さな二匹のキツネがくるまっている〟キャラクターストラップで──

　……灰色の布団？

　いやいや、よく見れば、キツネを包んでいたモノは布団ではなく〝こんにゃく〟でした。

　キツネにこんにゃく？　いや、キツネには〝あぶらあげ〟じゃなかったっけ。

　どうでもいいコトなのに、織人様にはなんだか凄すごく気になるのです。

　どうにもなにかが引っかかって──

「っ!!」

　織人様は慌あわてて制服のポケットから、今朝拾った携けい帯たい電話を取り出すのでございます。

　そこには確たしかに、一匹の狐きつねが、〝こんにゃく〟から手て脚あしが生えたようなマスコットが、ぶら下がっておりまして。

「あーっ」

　その突とつ然ぜんの声に、織人様は〈びくっ〉とマスコット付きの携帯電話を握にぎりしめます。

「森もり口ぐち君もこんにゃく神社に行った事あるの？」

　問いかけの主は、織人様の前の席に座すわっているショートカットの女子生徒でございました。

　彼女は椅い子すの上でぐるっとカラダをひねり、それでも飽あきたらずに〈がばっ〉と脚あしを開いて背せもたれをまたいでコチラを見ているのです。

「こ、こんにゃく、神社……？」

　確たしか彼女は、『一いち之の瀬せカスミさーん』と呼よばれた時に返事をしていたから、一之瀬カスミ様なのでございましょう。と、いいますか、

「（あ、あれ……？）」

　織人様は気が付きます。彼女は今朝、あの忍にん者じやの髪かみ型がたを褒ほめていた風ふう紀き委員ではないでしょうか。なぜなら、スカートの下にある白と水色のしましまスパッツも一いつ緒しよのようが気がするのです。

「ほら、それ」

　そんなカスミ様が指差していたのは、織おり人と様の手よりこぼれ出ていた〝こんにゃくギツネ〟のストラップ。



「それって、学校の裏うら山やまにある砂すな御み門かど大たい社しやで売ってるやつでしょ？」

「は、え……？」

「あそこの神社って、なんでかわかんないけど、お正月とかにこんにゃく配ったりしてて、それでみんな〝こんにゃく神社〟って呼よんでるんだよ？」

「あ、そ、そうなん、ですか……？」

「でね、森もり口ぐちくんの隣となりの席の、遥はる奈な原ばらさんなんだけど」

「はい……」

　カスミ様はにこにこと言葉を続けます。

「そのこんにゃく神社に住んでるんだよ？　凄すごいよねー」

「はぁ──」

　どうやらこのストラップを売っているのは、なかなか有名な神社らしく。

（ということは、この携けい帯たいの持ち主が『遥奈原さん』とは、断だん言げんできなくなるけど……）

　織人様は、改あらためて奇き妙みようなマスコットをしげしげと眺ながめて。

（じゃあ、今朝の女の子はいったい、誰だれなんだろ……）

　転校生の悩なやみは尽つきないのであります。




　　　　　●




　時刻は、午後の四時半を回っていました。

「織おり人とくん、転校初日はどうだった？」

　いわゆる放課後。教師・奥おく山やま千ち歳とせと、転校生・森もり口ぐち織人は夕ゆう暮ぐれの校舎をウロウロしております。

「二年生になってからで色々大変だと思うけど……」

「はぁぁ……」

　奥山先生の言葉に、織人様は朝のショートホームルーム終了後を思い出すのでありました。

　あの後、転校生である彼は「コレが昨日、クラスのみんなで決めた織人くんのプロフィールだから、後で目を通しておいゴホゴホ！」と、一枚のプリントを渡わたされたのです。「か、勝手に僕のプロフィールを!?」と狼ろう狽ばいしながらも、織人様は【趣しゆ味み：クリームパンのパンだけ食べて、クリームはラップに包んで冷蔵庫に保ほ存ぞん。時たま取り出してひとしきり鑑かん賞しようした後、おもむろに食べるコト。略りやくして『クリーム鑑賞＆クリーム食べ』】などと書かれた内容を丁てい寧ねいに暗記したものでございます。

「……私も協力するから、早くみんなと馴な染じごほぇ！（吐と血けつ）」

「は、はい！　先生の冴さえたギャグのおかげで大だい丈じよう夫ぶだったので、もう校舎案内はこの辺で……！（奥山先生を支える織人様）」

『吝やぶ華さか高校』は、少々ややこしくできておりました。

　校舎は新旧が入り乱れていて、主な校舎は東西南北に四つ。北校舎が職員室や校長室などがある『管かん理り棟とう』。東校舎が『一年生』、南校舎が『二年生』、西校舎に『三年生』に割わり振ふられているのです。校舎は全て渡わたり廊ろう下かや連絡通路で繫つながっており、それぞれの校舎に音楽室や理科室などの特別教室がある贅ぜい沢たくな作りでした。敷地内には他にも様々な施し設せつが点てん在ざいしています。

　──そして、織人様に支えられた奥山先生が何度目かの廊下の角を曲がり、幾いく度ど目めかの階段を昇のぼり終おえ「ここは化学の授業に、使う教室で──」と、特別教室の説明を始めようとした時でした。

「先生っ！　奥山先生!!」

　廊下の向こう、西階段側に現れたのは、

「ここにいたんですか、探さがしましたよー！」

　しましまスパッツのクラスメイト、一いち之の瀬せカスミ様。彼女は華か麗れいなストライド、あっという間に織人様と奥山先生、二人の前にやって来くるのです。

「森口くんに学校内の案内をしようと思って。一ノ瀬さんも一いつ緒しよにどう？」

　ここで奥山先生は、なにかと頼たよりになる教え子を誘さそってみるのですが、

「それどころじゃないんですよっ！」

　息を切らしてカスミ様は続けるのです。

「ベランダで、長は谷せ部べさんにフランケンシュタイナーされて気を失った二に岡おかくんが頭から血をドクドク流しながら『おばあちゃん待ってて今いくから』って、ずっと、うわごとを！　でも、まだ二岡くんのおばあちゃんて亡なくなってないハズなんです……っ!!」

「た、たいへん……！」

　奥山先生に伝えられた教え子の窮きゆう地ゆうち。そこへ、

「乗ってください先生!!」

　いつの間にでしょう。先生の傍かたわらに出現していたのは二年Ｇ組の男子生徒の三人でございます。ガタイの良い男子が先頭、彼らは腕うでと肩かたを組み合わせ三さん位み一いつ体たい、運動会は騎き馬ば戦せんでお馴な染じみな騎馬となり、掬すくい上あげるように奥山先生を乗り込ませると、一いち之の瀬せカスミ様の先せん導どうの元、あっという間にここより走り去ってしまったのです。

　後に残ったのは、ドップラー効こう果かの効きいた担任女教師の「ああぁぁぁ……っ」というか細い悲鳴と、

「……え？」

　転校生・森もり口ぐち織おり人と様、ただ一人。

「どうやって、戻もどれば、いいんだっけ……」

　見覚えがあるようでない、見知らぬ校内に、彼は取り残されてしまっていたのです。

　自動的に迷まい子ごになってしまった織人様には知りようもないコトでしたが、ここは『南校舎の三階』。つまり巡めぐり巡って、自分の教室がある二年生の校舎、その一番はじっこ。

「……ん？」

　そしてそれは、『道に迷ったらウロウロしてはいけない』という曾そう祖そ父ふの教えを思い出した転校生である織人様が、廊ろう下かの隅すみっこで体育座ずわりを敢かん行こうしつつ、先せん祖ぞの遺ゆい言ごんを遵じゆん守しゆしようかどうかタメラっていた時でございました。

「はて……」

　織人様は体育座りの姿し勢せいから身を起こし、そこから校舎の端はしへと歩ほを進めます。

　突つき当あたり。少年が手を掛かけた扉とびらには『音楽準じゆん備び室しつ』とありました。

（なんだろう……この感かん覚かく）

　織人様は指先に力を込め、その扉を開け放とうとして、

「このドアを開けると、なんだか漫まん画がみたいな人生が待ってる気がするから、ちょっと、やめておこうかな……」

　と、首を右に傾かたむけ、

「よし、じゃあこっちのドアを──」

　彼が開いた教室は、隣となりにあった『化学室』。




　……そして、物語は冒ぼう頭とうへと繫つながるのでございます。




　時は夕ゆう暮ぐれ。

　薬品臭くさい教室の中央に束そく縛ばくされていた少女、遥はる奈な原ばら初はつ雪き様は、

　扉とびらを開いて現れた少年、森もり口ぐち織おり人と様へ紡つむぐのです。




「──私をどうか、助けてください……」




　と。




　それを〝偶ぐう然ぜん〟と呼よぶには、織人様は自らの道を選せん択たくし過ぎていました。

　それを〝必然〟と呼ぶには、織人様は余あまりにも運命に導みちびかれていました。

　しかして、

　放課後の教室で起こった出来事は、

　道に迷まよった少年と、両りよう腕うでを黒く細身の手て套ぶくろで覆おおった少女との〝邂かい逅こう〟。

　たったそれだけのコト。




　全ては少年の、転校初日だからこその、戸と惑まどいに端たんを発した分ぶん岐き点てん。




　ただ、はっきりとしているコトは一つだけ。

　はい、

　確たしかにその時から、森口織人様は我らが世界、〝陰おん陽みよう道どう〟を、歩み始めたのでございます。







　　　　[image: ]




「……はっ！」

　織おり人と様は一いつ瞬しゆんの過去回想から我に返り、

「そう、だった……」

　確たしかにそこは、自分が本日転校してきた学校、『吝やぶ華さか高校』、放課後の『化学室』で。

　周囲を見回せば、教室内には至るところにビーカー、フラスコ、試験管などの実験器具が散らばり、テーブル脇わきに据すえ付つけられていたハズの水道、ガスバーナー、および壁かべ際ぎわのガラス棚だななどは軒のき並なみ倒とう壊かい。

　そしてスクール水着姿すがたのクラスメイト、一い之の瀬せカスミ様の足元からは、破は裂れつした水道管より今もなお〈しゅわしゅわ〉と流れが止まらず、床ゆか上うえは水を張はったようになっていて──

　そこにへたり込んでいるのは、転校生・森もり口ぐち織人様と、制服姿の少女・遥はる奈な原ばら初はつ雪き様。

「お、起きてください！　えぇっと、その……っ」

　ああ、なんということでしょう、織人様は自分自身に呆あきれ返かえるばかり。

　これだけのデキゴトが起こっていながら、

　織人様はまだ、目の前で気を失っている女子生徒の名前さえ、知り得てないのでございます。

「あ、あの……」

　しかしながら、

　そんな織人様でも──、いえ、だからこそ、とうに気付いていることが、一つだけございます。

　それは彼女こそが今朝、霧きりの中でぶつかってしまったあの女子生徒だということ。

　ふいに、少年の喉のどは持ち主の意志に反して〈ごくり〉と、なにかを飲み込んでしまいます。

　濡ぬれた床に横たわる少女、初雪様の寝ね顔がおの安らかなことといったら、どうでしょう。

　まるでヒトの究極きゆうきよくを求めて作られた人形ドールのように整った、頰ほおから顎あごにかけての繊せん細さいなライン。その瞳ひとみは閉じられていてもなお、持ち主の凜りんとした風ふ情ぜいを失うことなく。ふっくりと、小さく形の良い唇くちびるは桜の花か弁べんにも似にて……。そしてそれは、自分がただの人形ではない証あかしというつもりなのでございましょうか、白くなめらかな肌はだは、今や床を流れる冷たい水流に対し、うっすらと赤身をおびているのです。

「──……──」

　織人様は、再ふたたび言葉を失ってしまうのであります。

　……おやおや織人様、その右の手のひらを、どうするおつもりなのですか。初雪様の頰へ？　もちろん起こすために？　本当でございましょうね。もっと別の場所に伸ばそうとは──




「もう、いいかなー？」




　と、その時、座すわり込こんだままな織おり人と様の鼻を〈ふわっ〉とくすぐる、

「は……っ」

　薄うすめられた塩えん素その匂におい。

　顔を上げた少年が見たモノは、水の張はった床ゆかにお腹なかをつけるようにうつぶせ、両手でほおづえをつきながら、退たい屈くつそうに両りよう脚あしを交こう互ごにぱしゃぱしゃさせていた妖よう怪かい・一いち之の瀬せカスミ様でございます。

「……え？」

　そして、少年が〈はっ〉と周囲に視し線せんを走らせれば、すでに織人様と初はつ雪き様を取り囲むようにして存そん在ざいする、

「ご、碁ご石いし……？」

　そうなのです。まるで浅いプールで行なう碁石拾いのように、無数に白と黒の丸い物体が散らばっていて。

「え、あ、これは──」

「さん、にぃ、いち」

　尋たずねる織人様を遮さえぎるように唱となえられたのは、カスミ様による緊きん張ちよう感かんゼロのカウントダウン。

　直後でございます。

　織人様の肉体が味わった下方よりの衝しよう撃げきは、市民プールのウォータースライダーの一番高い所から勢いきおいよく滑すべり降おりて盛せい大だいに着水失敗した時を『一どぱぁぁん』とした場合、おそらくは『九十六どぱぁぁん』程ほどの圧あつ撃げきでございましょうか。

「…………んがはぁぁあっ!?」

　ともかく、少年の周囲を包囲していた碁石のことごとくが、カスミ様の合図と同時に全て〈どどんぱぁっ！〉と破は裂れつしたものですから、発生した水みず柱ばしらの直撃を食らった少年の身体は軽々と空中に吹き飛ばされた次し第だいでございます。おそらくは、化学室の床下にあった水道管を破裂させたのも、この碁石によるもので──

「ごほッ！　げほ、ごほごほッ!!」

　再ふたたび〈ずごす〉と床に叩たたきつけられた織人様は、混こん乱らんしきりの頭を抱かかえたまま、まるで突つき落おとされたプールから這はい上あがるように、四し肢しを起こし、

「く……っ！」

　慌あわてて初雪様に〈じゃぶじゃぶ〉と這い寄ります。もちろん、織人様と共に初雪様も激はげしすぎる水流に翻ほん弄ろうされ、今や教室の隅すみまで流されていました。彼女の全身を見た限かぎりでは、未いまだ目立った外がい傷しようはありません。

　けれど、このままでいいハズが──

「そろそろ、トドメだけど？」

「へ……」

　見れば、妖よう怪かい・河かつ童ぱに取とり憑つかれたスク水少女・カスミ様が、腰こしを伸ばす運動のようにして背せ中なかに回し、担かつぐように手にしていたモノは、全長二メートルほどもあるプール用円柱型フロート。カスミ様ボディーラインに合わせて柔やわらかく曲線を描えがいている大きなピンク色のそれは、どうやらビート板と同じ材質で作られているようで。

「な、ちょ──」

　いいえ、だからこそ、薄うすくて小さなビート板がコンクリートの床ゆかや壁かべを穿うがつならば、短めの電柱のようなあのピンク色の鈍どん器きには、

　いったい、どのような破は壊かい力りよくが。

「鉄てつ骨こつだったら、撫なでただけでも『く』の字かなぁ」

「お、落ち着いてください一いち之の瀬せさんっ！」

　もちろん当物語では、たとえ粉こな々ごなに撲ぼく殺さつされたとしても不ふ思し議ぎな魔ま法ほうで黄泉帰れるびるびるされる可か能のう性せいはゼロパーセントでございます。それゆえ、織おり人と様はカスミ様へと両手を突つき出だし、激はげしく待ったをかけるのでありますが、しかしながら、

「うぅん、問答は無用ってコトで」

　聞く耳を持たないスク水少女。そして、カスミ様は戯たわむれの棒ぼう術じゆつ演えん舞ぶが如ごとく円柱フロートを〈びゅんびゅん〉させながら、へたり込んでいる織人様へと一歩、また一歩。

「ひぃぃぃいいっ!?」

　当の少年にしたらフロートが周囲に巻まき起おこす風ふう圧あつだけで、お腹なかいっぱいなのでございます。

　だというのに、

「じゃ、そゆことで」

　一体どういうことなのか、織人様の直上、ピンクの円柱を高く振ふり上あげられるカスミ様。

「う、うわぁ……っっ!!」

　残念無念──。どころのハナシではございません。このようなところでワケも解わからず命を儚はかなくしたいわけがないのです。『──お願いです。私を助けて……』。フラッシュバックするのは、目の前の床に横たわる少女の声で。

「…………くッ!!」

　何も出来ない自分が不ふ甲が斐いなさすぎて、悔くやしくて。

　織人様はただ焦こげつくように、床の上の少女を守るため、全身を投げ打ち。

　少年の背せへ容よう赦しやなく打ち下ろされるは、妖怪が持つ必殺の得え物もの──




「砂すな御み門かど流りゆう《蒟こん蒻にやく術じゆつ》、其その三十二号……」




　その時響ひびいた声は、低くて大おお仰ぎよう、地鳴りの如ごとき躍やく動どうを含ふくんだ男性のもの。

　少年の制服ポケットより、いつの間にか、光ひかり輝かがやき、飛び出していたものがありました。

「え……？」

　突とつ然ぜんのコトに動きを止めてしまった〝河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ〟様の目の前、初はつ雪き様と織おり人と様をピンク色の円柱から守る楯たてのように出現していたのは、

　一匹、小動物のシルエット。

　小型犬ほどの大きさを持った眼がん前ぜんのケモノは、空中で身を翻ひるがえし、




「『だるま返し』の術……」




　言葉を紡つむいだ途と端たん、

「ひゃふぅっ!?」

　奇き妙みような悲鳴をあげ、手にしていた円柱フロートを〈ぽすん〉と床ゆかに取り落とす一之瀬カスミ様でございます。

「は……？」

　そして織人様は、目の前の現状に目を見開きます。

　見たままをいうならば、

　スクール水着を着たクラスメイトの女の子が、灰はい色いろのぶよぶよした物体に、両りよう腕うでを背はい後ご、そして両りよう脚あしはあぐらを搔かいたかのような具合で縛しばり上あげられているという光景。

「な……なに？」

「ちょっと、なんなのこの、くにゃくにゃしたゼリーみたいなのっ！　全然、千切れなくって……!!」

　ぷるぷるした物体によって身動きを封ふうじられたカスミ様は、

「うぅうぇーん、きもちわるいよぉ!!」

　じたばたじたばたと床の上でもがくのです。

「あ、え、え？　ちょっと、一之瀬さん……？」

　そして、クラスメイトの様よう子すに対する織人様の戸と惑まどいを覆おおったのは、




「……ここまで我が主を守ってくれたコト、礼を言う」




　化学室のテーブルに降おり立たった一匹のキツネによる、重じゆう厚こうな管楽器の質感すら持つ言葉でございます。

「き、キツネが、喋しやべ……った!?」

　ややや、しかしそもそも本当にキツネなのでございましょうか。

　織おり人と様と相対した小動物、開いた片手の親指と中指と薬指をくっつけ（皆みな様も実じつ際さいにやってみてください）、まっすぐなままの人差し指と小指を耳に見立てて「コンコン！　キツネだよ？」と遊ぶ時にできあがるコブシ大の頭部に鎮ちん座ざする右の瞳ひとみは、縦たて一本に走った裂れつ傷しようによって塞ふさがれており、キラキラと輝かがやいているのは左の瞳のみ。前まえ脚あし後うしろ脚あし＆しっぽもやたらと傷きずだらけであり、中でも一番の驚おどろきポイントは、その胴どう体たい部分。

「こ……こんにゃく？」

　それは、どう見ても四角い、飾かざり切ぎりの施ほどこされたこんにゃく──そう、甘い味み噌そを塗ぬって食べる田でん楽がくなどに代表される、あれでございます──にしか見えなくて。つまり、目の前のキツネの全体像を簡かん潔たんに申せば『今朝、織人様が坂道にて拾われた白い携けい帯たいに付いていたストラップのマスコットが、大きくなって動き出したような』と言えば、よいのでしょうか。

「本来ならお前のようなニンゲンには、ここでサラバと告つげたいところだが」

　人語を操あやつる奇き妙みよう極きわまりないこんにゃく小動物は、テーブルの上より、床ゆかで気き絶ぜつしている初はつ雪き様へ、銀ぎん水すい晶しようのように鋭するどい隻せき眼がんを向け。

「ここまで来たからには、もうしばらく、付き合って貰もらおう」

　再ふたたび、なんだか怯おびえっぱなしの少年を睨にらみ上あげるのでございます。

「な、いっ、で、でも……っ」

「我は〝式しき神がみ〟のレキ。詳くわしい話は後だ。今はそれより制服の内側、ポケットを探さぐれ」

　有う無むを言わせぬキツネのセリフは、まるで凍こおった霧きりのように少年を包むものですから、

「せい……ふく？」

　強こわばっていた織人様の脳のうに、言葉の意味はゆっくりと染しみ入いって、

「ハヤク!!」

「あ、は、はい！」

〝式神のレキ〟と名乗ったキツネの叱しつ咤たに、彼は慌あわてて自分の制服の内ポケットを探るのです。

　が、

「違ちがう！　こちらの、お嬢様の制服の内側だッ！」

「あ、すいませ──……え？　エエぇえッ!?」

　少年が結果的にボケをかましてしまったのは、初雪様の隣となりへと降おり立たったレキの言葉が足りなかったせい。なのに、それに気付かないで謝あやまろうとする織人様もまだまだ──、いえいえ、今は、それよりも、

「いや、でもッ!?」

　織人様のうろたえぶりが見物でございます。この瞬しゆん間かん、少年の脳味噌は『初雪様の制服の内側へ手を入れる』というシミュレーションを〇・四秒で八十四回行う高こう性せい能のうぶりを発はつ揮きいたしまして、もうそれだけでいっぱいいっぱいなんですのに、

「いいから、ヤレ！（キシャー!!）」

　変なキツネに牙きばを剝むかれ、

「ぅぅううっ！　なんだか、ごめんなさい……ッ!!」

　森もり口ぐち織おり人と様、実行開始でございます。

　ああ、しかし、いったいどうすれば。初はつ雪き様の制服はすっかり濡ぬれていて重みがあるため、本来ならばそこにあるハズな『ブレザーとブラウスの隙すき間ま』が存そん在ざいいたしません。けれどやるしかないのです。僕の前に道はない／僕の後に道はできる ｂｙ高たか村むら光こう太た郎ろうより『道どう程てい』でございます。

「んっ、んぅ……っ」

　ぁあっ！　織人様が〈つつっ〉と右手を少女の制服の横合いより侵しん入にゆうさせた瞬しゆん間かん、初雪様がくすぐったそうに呻うめかれました！

「お、起きちゃいます！（レキへと振ふり向むき様ざまに）」

「どちらにしろ急げ、〝河かつ童ぱ〟が再ふたたび動き出すぞ！」

「……は、はいぃっ!!」

　隻せき眼がんのキツネは恐こわいし、これ以上抵てい抗こうしたら嚙かみつかれそうだし（そもそも織人様は犬系が苦手でございます）、見ればスク水のカスミ様も全然じっとなんかしていないので、少年は覚かく悟ごを決めます。今や彼の手の甲こうには、初雪様の体温で温まっている、濡れたブラウスの柔やわらかな感かん触しよく。その薄うすく透すけた白い布一枚下には、確かく実じつに女子生徒の生身があるのであります。そんな想いと弾はずむような触かん感しよくを、懸けん命めいに意い識しきの外へと追い出しつつ、

「っ？」

　辿たどり着ついた、初雪様の制服内ポケット。

「あったか？」

「なんか、こんなモノが」

〈するり〉と織人様が取り出したのは長方形、手のひらサイズの鏡板にも似にた物体で。

　と、その時でございます。

「ぅぅうう……」

　おそらくはお腹なかの辺あたりを〈もぞもぞ〉されていたからなのでしょう。

「ここは──」

　意識をゆっくりと取とり戻もどし、瞼まぶたを開いたのは、今までずっと濡れた床ゆかの上で眠ねむっていた渦か中ちゆうの人物、遥はる奈な原ばら初雪様。

　そして、

「……あ、あなたは」

〈ぴしゃ……〉と、濡れた床より身を起こした少女が一番最初に目にしたモノは、朝から一日中校舎内を逃にげ回まわっていたために、まだ教室では一度も顔を合わせていないクラスメイトの男子だったのでございます。

「そう言えば、あなたが──」

　初はつ雪き様は思い出します。

　そう、それはつい先ほどの出来事なのです。

　──『化学室』に囚とらわれていたこの身を、助けを請こうた自分へと、すぐさま救すくいの手を差し伸べてくれた少年が、まだ目の前にいる。

「私を、助けてくれて……」

　目を覚さまし、今まさに自分に向かって微ほほ笑えもうとしている彼女は、まるで花のつぼみの中に生まれたばかりの妖よう精せいのようでございます。

　少年の心しん拍ぱく数すうは急上昇きゆうじようしよういたしますが、

「い、いえ、今は、それよりも──」

　と、織おり人と様が現げん状じようを説明しようとするセリフを、

「おのれぇッ!!」

　吹ふき払はらうように怒ど声せいをあげた人物が、ありました。

　それが誰だれかと申しませば、カラダを縛しばりつけていた〝こんにゃく〟がどうしても自力で引きちぎれないので、しかたなくごろごろと濡ぬれた床ゆかをのたうって転ころがり、瓦が礫れきに刺ささったビート板の角で削けずるようにして、ぶよぶよした物体をようやく断たち切きった〝河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ様〟でございまして。

「よくもわたしを、あんな変なモノで……!!」

　よっぽどこんにゃくで縛られたことが悔くやしかったのでしょう。カスミ様が両手に取り出したのは、扇おうぎのように広げた無数のビート板。

「今すぐ死ねえッ!!」

　その数、正確に八枚。河童の両手、指間より放たれたビート板は空中に水みず煙けむりを描えがくほど鋭するどく、丸まる鋸のこの如ごとき唸うなりすらあげ、弓ゆみ形なりの軌き道どうを持って全方位より織人様と初雪様に迫せまるのです。

「なっ……!!」

「少年！　手にある札を高く掲かかげよ!!」

　それは、

　式しき神がみから言われるままに、織人様が初雪様の制服より取り出していた〝鏡札〟を振ふり上あげたのと同時でございます。




「「…………ッ!?」」




　少年と少女のカラダの内部を、前から後ろへと撫なで上あげるような感かん覚かくが貫つらぬきます。

「これは──」

　初はつ雪き様は、周囲に展てん開かいされた光景に瞳ひとみを見開きました。

　二人の身の内を通り広がったのは、〝鏡札〟より解かい放ほうされた、白い光によって作られた荒あら縄なわでした。複雑に組まれた縄は一いつ瞬しゆんで〈ずばんッ〉と展開、張はり巡めぐらされ、結び合わされた縄は六角形をもって一つの面を形成し、出来上がった六角ハニカム面が隣となり合あい続つづけるコトで、輝かがやく大きな竹たけ籠かごを被かぶせたようなドーム型の結けつ界かいを作り上げていたのです。

「くっ!?」

　結界の外側、一いち之の瀬せカスミ様の表情が歪ゆがみます。

　彼女の放った渾こん身しんのビート板は、今や窓まどガラスに勢いきおいよく体当たりしてきた寝ね不ぶ足そくの小鳥のように、結界によって弾はじかれ、〈はらはら〉と床ゆか面めんへ。

　一方、結界内部では。




「勒ろく天てん、さん……！」




　初雪様は、〝鏡札〟より浮うかび上あがった、〝巫み女こ服ふく〟に身を包んだ女性に瞳を見開いていました。

『初雪御嬢様』

　羽は織おる薄うす衣ぎぬの千ち早はやに雪色の白びやく衣え、下には緋ひ袴ばかまという装しよう束ぞくに身を包んだ女性の声、立たち振ふる舞まいは、霧きり深い森の深くにある湖、その水みな面もに波は紋もん一つ起こさずに降おり立たった天てん人にんのイメージを見た者に抱いだかせました。

　──天人。

　そう、和わ装そうであるはずの巫女装束、そして腰こしまで伸びた髪かみを左右へ流し太い三つ編みおさげにまとめるという清せい冽れつにして純和風な出いで立たちであってもなお、彼女に対し、〝ここではないどこからかやって来ている〟という印いん象しようを持たざるを得ない理由があるのです。

（は、初めて、見た……）

　織人様は、目の前に起こり続けるどのような不ふ可か思し議ぎよりも、まずそのコトに心を奪うばわれてしまいました。勒天と呼よばれた巫女の豊かな髪。その色しき彩さいは純度九九・九九％フオーナインにも匹ひつ敵てきする黄金色の輝きを帯びていて。

「あ、あの、勒天さん。これ、は……──」

　そして、ただでさえ突とつ然ぜんのコトに口をぱくぱくさせていた初雪様はやがて、徐じよ々じよに身の内に湧わき起おこる予感に、言葉を無くしてゆくのです。

『……本来ならばこの〝守まもり札ふだ〟、発動しないコトに意味があり、我等〝砂すな御み門かど〟に仕える式しき神がみは御おん身みの平へい穏おんを司つかさどるコトこそを、自らの務つとめとして参まいりました』

　ほそりほそりと届とどくも、明めい瞭りようなる巫女装束女性の言葉へと、

「は、はい！　いつも、ありがとうございますっ！」

　初はつ雪き様はカラダを腰こしから折って頭を下げます。

『しかし、今や御嬢様の身は危き機きに瀕ひんしております』

　その言葉に、まさしく〝鏡像〟、うっすらと透すける蜃しん気き楼ろうの如ごとき巫み女こへと、初雪様はすがるような視し線せんを向けますが、

『そして真まことに残念ながら、この札ふだが効こう果かを発はつ揮きしているとするならば、私達が御嬢様を助けに行くコトが難むずかしいコトも同時に現しております』

　続けて紡つむがれたセリフに、少女は固かた唾ずを吞のむのです。

『初雪御嬢様』

　そのような初雪様の心の移うつろいを予よ測そくし、フォローするが如く、勒ろく天てんは彼女の名を呼よび。

『御おん身みは既すでに、陰おん陽みようの術じゆつ者しやでございます』

　伏ふせられたままの瞳ひとみに静かな湖面の輝かがやきを宿したまま、彼女は初雪様へと語りかけます。

『わたくしは知っております。初雪御嬢様がどれほどの修しゆう錬れんを積んでこられたか。今こそその技わざを使う秋とき』

「で、でも……」

　少女はためらい、そしてふいに気が付くのです。

　自分の中に生まれた弱気な心、それを受け止める感情があるコトに。

　やがて、そのままうつむいてしまいそうになる少女の視線は、隣となりで目を丸くし続けている少年──自分を救すくってくれた、織人様へと──流れ着き。

「……？」

　こちらに気付いて振ふり向むいた彼から、慌あわてて〈ぱっ〉と初雪様は目を逸そらし、それから少女は〈ぎゅっ〉と、両の手を握にぎりしめるのでございます。

「わ、わかりました。私、やってみます」

『それでこそ〝砂すな御み門かど〟の陰おん陽みよう師じでございます。初雪御嬢様』

「なにより、河かつ童ばに乗り移られてしまった一いち之の瀬せさんは私のクラスメイト……」

　光の壁かべ、結けつ界かいの向こうに霞かすんで見えていたのはスクール水着のシルエット。

「……待っていてください、一之瀬さん」

　巫女装しよう束ぞくに身を包んだ黄金色の髪かみをもつ鏡像は、初雪様を優やさしく、なおかつけしかけるような笑えみを浮うかべ、

『普ふ段だん通りの力を出しさえすれば、必ず切きり抜ぬけることができましょう。幸運を祈っております』

「はい……」という少女の返答を受け取り、フェイドアウト。姿すがたを消してしまうのです。




「タメ技を使わせてもらうけど、いいよね？」




　そしてそれは、

「「え……？」」

　結けつ界かいの外から聞こえた少女の声。

　初はつ雪き様と織おり人と様（と、少年の肩かたに乗っていたキツネ一匹）が顔を向ければ、未いまだ健けん在ざいなハニカム構こう造ぞうの障しよう壁へき越ごしにこちらを見ていたのはスク水姿すがたの河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ様。および、彼女の背はい景けいにある化学室を埋うめ尽つくすが如ごとき真っ白な《波は濤とう》でございます。

「「ッ!?」」

　津つ波なみがその膨ぼう大だいな水量を高く高く持ち上げ位い置ちエネルギーを最大にしたところで再さい生せいをストップされていたかと見まごうその水みず壁かべは、「ブレイク！」という掛かけ声ごえと共に、カスミ様の差し向けた指先の方向へと突つき崩くずれ、

「うわぁぁあああッ!?」

　初雪様と織人様を内ない包ほうする結界を押おし潰つぶすようにぶち当たり、真っ白な波濤はその強固な障壁をまるで深海に引きずり込まれたガラス球の如く〈びしびし……っ！　ごばしゃぁぁんっ！〉とバラバラに撃げき破はしてしまうのあります。

「（ごぼごぼごぼごぼごぼぉぉぉッ!!）」

　激げき流りゆうは結界の中にいた二人を一いつ瞬しゆんで飲み込みます。水流に巻まき込こまれキリモミ状じよう態たいの織人様には、もはや絶ぜつ叫きようすらありません。これら一連の状況じようきようをわかりやすく例たとえるならば、相手と距きよ離りを取り《飛び道具無む効こう防ぼう御ぎよ》を使用しつつ筐きよう体たいのインストカードを見ていた最さ中なかに、そのまま遠距離より本来ならあり得ないくらい〝レバー入れタメ〟をしなければ発動しない《究きゆう極きよく奥おう義ぎ》を叩たたき込こまれ、防御もろとも吹っ飛ばされたようなものでございます。果はたして自分に、体力ゲージがあと何ドット残っているか……。

　さらにはこの時、カスミ様の攻こう撃げきは、いわば戦せん闘とうステージである『化学室』そのものにも、ダメージを与あたえていました。閉じ切られていた教室の窓まどガラスが内部からの水すい圧あつを受けて、外側に向かって一いつ斉せいに崩ほう壊かいしたのです。

　ですから、当然のように、

「（うおわぁぁああああ………ッ!?）」

　南校舎三階にある化学室のありとあらゆるモノが、窓から怒ど濤とうのように噴ふき出だす滝たきとなって地面へと、

　校舎裏うらへと、

　巨きよ大だいな滝、瀑ばく布ふとなって流れ落ちるのであります。

「なぜ、……僕は、死んでいないんですか……」

　それは南校舎裏で、大の字のままずぶ濡ぬれな織人様の慟どう哭こく。

「我に感かん謝しやするがいい」

　織おり人と様と初はつ雪き様のカラダに下にあったのは、衝しよう撃げき吸きゆう収しゆうマットのように展てん開かいされた巨きよ大だいな〝こんにゃく〟でございました。

　暮ぼ色しよくに染そまる空の下。

「え、ええと……」

　絶ぜつ壁ぺきのような校舎の反対側に背せの低い防風林ぼうふうりんとフェンスが見える、不安定なこんにゃくの上で、織人様は隣となりにいる初雪様へと視し線せんを向けます。

　すると彼女は、既すでにはるか頭上を見上げていて、

「き、来ます……！」

　一人と一匹が追うように仰あおぎ見みれば、その直上。

「やほー」

　朗ほがらかな少女の声が、響ひびき渡わたり。

　再ふたたび、割われ散ちった窓まどから音を立てて真横に吹き出した水流は、上空に津つ波なみを作り上げていました。新たな波ど濤とうは引力に引かれるように放ほう物ぶつ線せんを描えがき、大おお槍やりが如ごとき水みず柱ばしらの先せん端たんにあるのは、ピンク色の円柱フロートに乗るライドする河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ様の姿すがた。

「に、逃にげ──」

　そして、少年が叫さけび終おわる前には、織人様と初雪様がいた巨大なこんにゃくとその下にあった地面は水流のアギトによってエグられているという有様でございます。

　一いつ瞬しゆんにして、

　校舎裏うらは泥でい濘ねいと化し、視し界かいの届とどく範はん囲いはことごとくが河童のフィールド。

　妖よう怪かい・一之瀬カスミ様は首に巻まきつけたバスタオルをマントのように〈ばさり！〉とはためかせ、使われなくなっていた焼しよう却きやく炉ろ、煙えん突とつの上に〈すくり〉と立つのであります。

　その姿し勢せい、表情からは、しかし、油ゆ断だんは微み塵じんも見られず。

　カスミ様の視線の先には、

　ズブヌレになって目を回している織人様を足元に横たわらせた初雪様が、

　用具倉庫の屋根上に。

「〝河童〟と呼よばれる〝妖怪〟よ！」




　──既に沈しずみきった太陽の勢せい力りよくは、あらかた西の空へと撤てつ退たいしております。




　今や妖怪と初雪様の頭上には、奇き妙みように平面的な金色の満月が昇のぼっていて。

「うん？　どうしたの？　そんな急に改まって」

　ぽたりぽたりとスクール水着から雫しずくを垂たらすカスミ様。彼女はきゅっと両手で身体を抱だきしめ、人差し指を立てた右手を頰ほおに当て、コクビを傾かしげ。

「今すぐ、〝人の子〟、一之瀬カスミさんのカラダより、出て行って、ください」

「『それはイヤ』って、言ったりしたら？」

　初はつ雪き様は、ゆっくりと右の拳こぶを握にぎりしめ、

「調ちよう伏ぶくさせて、いただきます」

　布ふ告こくする、陰おん陽みよう師じの瞳ひとみ。

「やってみて」

　歪ゆがむ、妖よう怪かいの唇くちびる。




　初雪様の姿すがたが、倉庫の屋根より消えて、




　水音。

　彼女は、ぬかるんだ地面に着地しておりました。




「掛かけ巻まくも、稜あやに畏かしこき木花咲耶姫命コノハナサクヤヒメノミコトの御み前まえに拝をろがみ奉まつりて、恐かしこみ恐かしこみも、白まをさく」




　制服姿の少女の唇から紡つむがれたのは、それはそれは奇き妙みような言葉でございました。

　倉庫の屋根に残された織おり人と様は、ようやく頭をぶるぶると振ふって我に返り、辺あたりを見回し、ぬかるみに立つ初雪様と、焼しよう却きやく炉ろの上に立つカスミ様が相対しているのを発見いたします。

　そして制服姿の少女が眼がん前ぜんに、

　黒くろ手て套ぶくろに覆おおわれた指先に一枚のお札ふだ──いえ、お札を模もした金きん属ぞくのプレートを構かまえたのを目もく撃げきするのです。

　初雪様の唇は、なおも震ふるえ、




「我が道どうに、穢けがれ一いつ切さいを祓はらい清める御み稜い威つを霊たま幸ぢはい給たまへ！」




　閃ひらめきも鋭するどく、初雪様の手より放たれたお札プレートは、泥でい濘ねいと化している地面に吸い込まれ、

　刹せつ那な、ぬかるみより立ち上がったのは薄うす桃もも色いろの雷らい電でん。

「うぅわぁッ!?」

　直下で発生した轟ごう音おんに、思わず織人様は屋根より首を引っ込めてしまいます。

　無理もありません。泥沼と化していた地面は一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうし、乾かわいた地面へと変へん容ようし始はじめ、吹き上がる猛もう烈れつな蒸じよう気きの中に立っていたのは、

　あたかも雪の結けつ晶しようにも見える、白色の〝輪りん宝ぼう〟を手にした初雪様。

「あれは……」

　織人様には初雪様の持つそれが、体育祭などでチアガールが持つような、小さめの円形バトンに見えました。

　実じつ際さいには、初はつ雪き様が現在握にぎりしめているモノは、三対の金剛杵バジユラを中央で交差させ、できあがる外がい郭かくを六角型に繫つないだ、輪りん宝ぼう型がたの法ほう具ぐ。

　その中央を初雪様が強く握りしめれば〈ゆらゆら〉と、外辺の一角より一いち条じよう、結けつ晶しよう雪ゆきの一部が成長したかのような刀身が生え伸び。

　そして、

「せぇえい！」

　地を蹴けって飛ぶ制服の少女と、

「ひはっ！」

　煙えん突とつ上より躍おどり掛かかるスクール水着の少女。

　今、その火ひ蓋ぶたが切って落とされたのでございます。

「……最初から、なんだか変わった女の子だなとは、思っていたけど……」

　織おり人と様は倉庫の屋根より──それはどのような因いん果がか──戦意を互たがいに放ほう射しやし合あうクラスメイトの少女二人から目を離はなすことができません。

〝河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ〟様は両手にビート板を握る、いわば変則二刀流。そこより発生する乱らん撃げきを、初雪様はただ一本、雪せつ花かの如ごとき輪宝刀で防ふせぎきり、後ずさりながら徐じよ々じよに勢いきおいを殺しつつ、

「はっ！」

　傾かたむけた刃に河童の猛もう攻こう、繰くり出だされる勢いをなめらかに逸そらし、

「ぐぅ……ッ!?」

　バランスを崩くずした河童の脇わき腹ばらに、掬すくい上あげるような一いち撃げきを加えるのでございます。いいです初雪様、その調子でございます！　あっ、初雪様あぶなぁい！　……ほ、よかった。あぁっそこ、そこです初雪様!!

「ぼうっとしているな、ニンゲン」

「え、あ、はい！」

　突とつ如じよ目の前で繰り広げられる剣けん劇げきにすっかり目を奪うばわれていた織人様は、式しき神がみ狐ぎつねの低く乾かわいた声で我に返ります。そうです、夢中になりすぎるのは良くないコトでございます。

「お前には、やってもらいたいコトがある」

「え？　わっ!!」

　こんにゃくギツネは、慌あわてる織人様の右みぎ肩かたへあっという間に登のぼり詰つめ、

「いいか、よく聞け」

　倉庫の屋根より見える、裏うら山やまの方角を指し示し、

「今よりお前は、あそこに見える山の頂上、〝砂すな御み門かど大社〟に走り、先ほども現れた一見清せい楚そそうに見えて妙みように艶なまめかしい金きん髪ぱつ巫み女こ、勒ろく天てんに──」

　レキが言葉を止めてしまったのは、今自分が乗っていた土台でもある織人様が消えてしまわれたから。

「っ!?」

　倉庫の屋根に着地した〝こんにゃくぎつね〟も驚きよう嘆たんせずにはいられませんでした。

　今、目の前で起こったコトをそのまま説明すれば、こうです。

　こちらへ向かって横よこ薙なぎに吹き飛ばされて来た初はつ雪き様を、織おり人と様が身体全身でキャッチし、勢いきおいを殺し切れずに倉庫から落下していった。

「あまいっ！」

　河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミの声が響ひびきます。

「その程てい度どでこのわたしを調ちよう伏ぷくしようなんて、片かた腹はら痛いたいっ！」

　二人の高校生が巻まき起おこした風が、未いまだレキのしっぽの毛を揺ゆらしていました。

　一方。

「す、すいませんっ！」

　校舎と倉庫の壁かべが左右に迫せまる谷間の底そこへと、織人様を完全に下した敷じきにして落下してしまった初雪様は、奇き跡せき的てきにノーダメージ。

　そして、

「い、……いや、ぼ、僕はだ、いじょうぶ、なん、ですがぁ……ぁ、ぅっ──」

　柔やわらかな初雪様のカラダ全体を今も押おし付つけられている織人様も、なんだかんだでプラマイゼロのノーダメージとしておきます。

「私を助けてくださった恩おん人じんさんまで……！　河童さん、もう許ゆるしません!!」

　少年の身体から降おりた初雪様は、顔を真っ赤にしながら慌あわてて倉庫の陰かげから校舎裏うらへと駆かけ抜ぬけて行きます。

　あっという間のコトに、またもや織人様が茫ぼう然ぜんとしていると。

「だめか。やはり、今の初雪様は決定的に霊れい力りよく不足。急がねば」

〈とんっ〉と、少年の隣となりに式しき神がみが降おり立たちます。

「おいニンゲン、一いつ刻こくを争う」

　そして、レキが〈ぎろり〉と隻せき眼がんを織人様に視し線せんを向ければ、

「ぅぅ……やっぱりだ……。な、なにか頭の中に、流れ込んで来て──」

　打ちつけてしまった後こう頭とう部ぶをさすりながら、少年はそう呟つぶやいておりまして。




「お前、今、ナント？」




　低音ながらも大おお仰ぎように響くキツネの声はこの時、絶ぜつ対たい零れい度ど近くまで凍いてついていました。

「あ、い、いや、なんでも……」

　織人様は慌ててレキに向かって首を振ふるのですが、

「……マサカ」

　式しき神がみは、なおも氷点下にあり、




「マサカ、頭の中に、映像のようなものが、見えたのでは？」




　今やレキは本物の牙きばを剝むいて、織おり人と様を睨にらみつけ──いいえ、そんな生やさしいモノではございません。元より獣じゆう身しんの式神は獲え物ものの喉のどを今まさに引ひき裂さかんとする意い志しそのもの。獰どう猛もうにも織人様を仰あお向むけに押おし倒たおし、肩かたを押さえ、少年の喉笛に息を吹ふき掛かけながら問うているのでございます。少年は、あまりのキツネの豹ひよう変へんぶりに、

「……っ!?　……ッ!!　……ッ!!」

　激はげしく上下に頭をコクコクするほかございません。

「本当に、脳のうの中に直接、お嬢様のお姿すがたが……？」

　コクコクっ。

　──ちなみに、今、織人様の脳内に見えたのは、スクール水着姿のカスミ様と、濡ぬれると溶とけるスク水を着せられた初はつ雪き様が、プールの真ん中に浮ういた発はつ泡ぽうスチロールの島でスモウをとり、土俵際ぎわでプールに投げ込まれ、なおも水中でいろいろされるという映えい像ぞうでございます。

「いや、まさか、そんなコトが……」

　織人様に向けられていた殺気が、生まれた時と同様に突とつ如じよ霧ひ散さんいたします。気付けば既すでに少年の上にキツネはおらず、

「しかし、あるいは──」

　ぶつぶつと高速で独ひとり言ごとを言いながら、ウロウロと地面を徘はい徊かいしているのです。

「あ、あの……」

　そして、織人様が声をかけると、

「それは陰おん陽みよう師じである初雪様の《原初能のう力りよく》」

〈ぴたっ〉と動きを止め、織人様に向き直り、お座すわりの体たい勢せいに。




「初雪様の思し考こうは、極きよく度どの緊きん張ちよう状じよう態たいに置かれた時、《霊れい力りよく》となって、接せつ触しよくにより漏ろう洩えい──この場合は、お前の頭の中へと──流れ込む」




「……と、いうコトは、あ、あれは……僕の中に流れ込んでいた映像は、全部、彼女が考えていたコトなんですか!?」

「我等〝式しき神がみ衆しゆう〟が作り出した特製の手て套ぶくろで防ぼう御ぎよされたお嬢様の《原初能力》を引き出してしまうとは……、これは、やってみる価か値ちがあるかもしれぬ」

　それから、たたっと式神は織人様のすぐ側そばまで寄ると、

「方針を変える。耳を貸せ、ニンゲン」

「あ、ちょっ、い、痛いたいですっ!?」

　彼の耳を器用に引ひっ張ぱり、

　耳元で。




　こしょこしょこしょ、こしょこしょこしょこしょで、ございます。




「え？　ちょ、待ってください！　そ、そんなコトって……!!」

　式しき神がみが耳元より離はなれてもなお、織おり人と様は、ぶるぶると身体を震ふるわさざるを得ません。

「ソレが出来なければ、『砂すな御み門かど家け』陰おん陽みよう師じの秘ひ密みつを知ってしまったお前の命は、無い」

「ええええッ!?　そんな、マジですか!?」

「マジだ」

「ぼ、僕には、無理ですッ!!　レキさんがやってください！」

「断ことわる」

「な、なんでですかッ!?」

「我はマンガイチにも、主である初はつ雪き様に、嫌きらわれたくない」

「そ、そんな……ッ!!　僕だって絶ぜつ対たい嫌われたくないですよ!?」

「しかも、お前は全く気付いていないかもしれないが、我は初登場の時から、初雪様の目には、見えていない」

「えええッッ!?　ちょ、ちょっと、待ってください!?　ということは、あなたはずっと僕にしか見えてなくて、じゃあ僕ってずっと彼女の前で独り言を──」

「ぶつぶつ言うな少年！　時は一いつ刻こくを争うのだ！」

　と、困こん惑わくする織人様の傍かたわらで、レキは『こぉぉぉおおん！』と一鳴き、同時に周囲の地面へ短たん冊ざく型がたの札を〈しゅばばっ！〉と、ばらまくのでございます。

「うわ……」

　織人様は、その一部始し終じゆうを見ることになりました。式神ギツネにより地面にまかれた札の下からは、まるで何かが発はつ芽がするかのように、〈ぼこり、ぼこぼこぼこっ！〉と、真っ白な人間の首とおぼしきものが、次々と突つき出だし始め、

「行け！　〝式神・灰はい人にん形ぎよう〟！」

　キツネの号令一下、首まで浸つかっていたお風ふ呂ろから一いつ斉せいに這はい出だすかの如ごとく、大地より身長一八〇センチほどの細いツルツルした人形が続々ワラワラと湧わき出だし、校舎と倉庫のスキマより主戦場へと行進を開始するのであります。

　そして、

「わ、わ、なにこれぇっ！　きもちわるい！　きもちわるいってばっ！」

　レキという式神の放った式神、妙みようにハッスルしている〝灰はい人にん形ぎよう〟達は、河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ様を一いつ斉せいに取り囲むのでございます。これを、解わかる人なら解る言い方で説明しますと、〝カスミ様は現在、数十人の全身白しろ塗ぬり、つるんとした肌はだの暗黒舞ぶ踏とう家かにユラユラと無言で取り囲まれている〟と言ったら、通りが良いかと思われます。

「で、でも、どんどん壊こわされていきますよ!?」

　倉庫の陰かげからその様よう子すを覗のぞく織おり人と様は、河童に特攻し、〈ばかんばかん〉とビート板に粉こな々ごなにされていく灰人形を指差しながら、視し線せんをレキへと戻もどします。

　すると、

「砂すな御み門かど流りゆう《蒟こん蒻にやく術じゆつ》！　其その十七号ッ！　《傀かい儡らい政せい権けんの術》！」

「え？　あ、う、うわぁぁああああッ!!　あっという間にへんなコンニャクが僕の全身を、まるで大リーガー養よう成せいギプスのように覆おおったよぅー！　と、突とつ然ぜん、なにをするんですか!!」

「灰人形はただの時間稼かせぎ」

『え？　ちょ、ちょっと、待ってください？　え？　え？　えぇぇえ!?』

　やおら、織人様は倉庫の陰より飛び出して、

「初はつ雪きさん！　今のうちです、こちらへ!!」

　優ゆう雅がとも言えるステップで、突然の灰人形達の登場に驚おどろいていた初雪様の手をとり、「ど、どうしたのですか……!?」と困こん惑わくする彼女を、再ふたたび元の倉庫の死角へと連れ込んでしまうのです。

『って、僕は自分でそんなコトしてませんよ!?　カラダと口が、勝手に、動いて……!!』

『落ち着け。お前の身体は今、我が操あやつっているのだ』

『ちょ、ちょっと、やめてくださいこんなの!!　今も僕の身体に巻まきついているこのこんにゃくはこのためだったんですね!?　一体、僕をどうする気なんですか!?』

　そうなのでございます。織人様は現在、己が身体を式神ギツネに声せい帯たいまでも操そう作さされてしまっているのでありました。これぞ砂御門流《蒟蒻術》其の十七号、《傀儡政権の術》なのでございます。

『よいから我に任まかせよ。それでは……いくぞ？』

「いいですか、初雪さん」

「は、はい……」

　そして少年は、輪りん宝ぼう刀とうを手にした陰おん陽みよう師じモードの初雪様を前にして、口を開くのです。

「あいつは〝妖よう怪かい・河童〟であると同時に、この学校の生徒でもあるんです」

　織人様は、時と場合がこんなにも逼ひつ迫ぱくしているにもかかわらず、とても落ち着いた、それでいて、ちっとも堅かた苦くるしくなんかない真しん摯しな口調で告つげるのです。

「そ、それはどういう意味なのですか……？」

「わかりませんか？　一之瀬さんによって、初雪さんは〝陰陽師〟であると、……つまり、あなたが特殊な能力の持ち主だと、包つつみ隠かくさずバラされてしまうかもしれないというコトです」

　織おり人と様は、本物の織人様では絶ぜつ対たいできないであろう、渋しぶい二枚目舞ぶ台たい俳はい優ゆうのような身のこなし、抑おう揚ようでもって、初はつ雪き様の瞳ひとみに語り続けます。

「わ、私の、この能力──他人に考えているコトが漏もれ出だしてしまうというコトを、ですか……？」

「まさしく」

　目の前の織人様の仕草と内容に、もうドギマギを隠せない初雪様。

『お、お願いです！　もうやめてください！　すごく身体が痒かゆいです!!　僕はいちいち何か言うときに、あんな宝塚歌劇団の男役の人みたいにオーバーアクションじゃないですよ!?』

『騒さわぐな！　我とてやりたくてやってるわけではない』

『だったら妙みように興こう奮ふんしてわくわくした雰ふん囲い気きで僕を説せつ得とくしないでください!!　というか、こんなコトを伝えて、いったいなんになるんですか？』

『よいからお前は黙だまって見ていろ……』

〝式神レキ〟は、ぐっと術じゆつに集中し、

「はい。あなたの能のう力りよくを、この『吝やぶ華さか高校』に通う全ての生徒達が知ることになるでしょう」

　そう、織人様の身体をもって、初雪様へと告つげるのです。

　直後。

「そ、そんなコトになったら……！」

　果たして、

　初雪様の反はん応のうは劇げき的てきなモノでございました。

　この時、初雪様の脳のう裏りに浮うかんでいる能力とは、もちろん自分の体質、《原初能力》でもある《想いが他人に伝わってしまう能力》に他なりません。少女は〈はっ〉と、頭の脇わきに両りよう腕うでを当て、

「わ、私が、こんなコトを考えているなんて、みんなに知られてしまったら……」

　瞬しゆん間かん的てきに耳まで真っ赤にさせて、

「絶対に、みんなから……軽けい蔑べつされて、しまいます……」

　その身を〈くなくな〉と倉庫の壁かべに身を預あずけるのです。

「こんな……こんな普ふ通つうではないようなコトばかり考えてしまう私を、周囲のみんなが受け入れてくれるハズがないです……。なのに、もし、私の考えているコトが全て知られてしまったら……」

　そして、がっくりと地面に膝ひざと手をつき、

「もう……、もうこの学校にはいられません。それどころか、この街にさえ……」

『ちょ、ちょっと、こんな、ひどすぎますレキさん!!　どうして彼女にこんなコトを!?』

『しっ！　静かに……!!』

「いえ……、私のそのような問題ばかりではありません……」

　初はつ雪き様の思し考こうは発熱しながらも、一つの結論に辿たどり着つきます。

「陰おん陽みよう師じ集団『砂すな御み門かど』を束たばねる遥はる奈な原ばら家けにおいて、そこに属ぞくする者の能のう力りよく情報の漏ろう洩えいは、『砂御門』そのものの弱体化、ひいては妖よう怪かいの跳梁ちようりようを許ゆるしてしまう原げん因いんともなりえる大問題。もし、そんなコトが起こってしまったら──」

　初雪様の顔色は、徐じよ々じよに蒼そう白はくになっていくのです。

「──様々な妖怪に……そう、例たとえば一いち之の瀬せさんに取とり憑ついた河かつ童ぱは、女の子のおしりに存そん在ざいするという〝尻しり呼こ魂だま〟を抜ぬき取とるコトができるといいます。……シリコダマとは経けい脈みやくと絡らく脈みやくの交差点。それを手しゆ中ちゆうにされた子は、どんなに抗あらがっても妖怪の言いなりになってしまって……」

　初雪様の黒くろ手て套ぶくろに包まれた両の手はその時、彷徨さまようが如ごとく、目の前の織おり人と様に辿り着き、彼の腕うでに、すがるよう絡からみつき──

『え、あ、わ！　わ!!』

　意い識しき体たいの織人様は狼ろう狽ばいいたします。

「わ、わたしはきっと、人質として、あの、スクール水着で、校内を歩かされたりして……」

　初雪様のカラダより、自分の脳のう内ないへと確たしかになにかが〈ぎゅんぎゅん〉流れ込んできていて。



『き、来ました！　なんだかそのものズバリな〝映像ビジヨン〟が……!!』

『おのれ、我にはやはり、何も見えぬ……!!』

『な、何を言ってるんですか!?　そんなの知りません！　というか、初はつ雪きさんにこんなコトをしていったいどうなるんですか!?』

『初雪様の、陰おん陽みよう師じとしての《霊れい力りよく》は、ご自身の《妄もう想そう力りよく》に起き源げんする』

『ズバリ言いましたね……!!　いえ、でも、というコトは──』

　少年とキツネがやり合う間にも、制服陰陽師少女の暴ぼう走そうは続いております。

「最後には、みんなに、私の〝しりこだま〟を、触さわられて、……あ、あの……っ」

　織人は、一人告こく白はくを続ける少女を目の前にし、同時に、レキの言葉を聞くのです。

『お嬢様の霊力が足りない場合、それをこうして活性化せねばならぬのは、本当にツライ……!!』

『そ、そのために、……あなたの罪つみの意い識しきを紛まぎらわせるために、こうやって無関係な僕を使ったんですか!?』

『いた仕方なく』

『もっと他の方法があるハズですよっ!!　こんなやり方ひどいです……!!　こんなコトは今すぐやめ──』

　織人様は必死に己おのれにかけられた術じゆつ式しきに抵てい抗こうするのですが、しかし、

「も、も、も、もう……、これ以上は……言えません……ッ!!」

　初雪様のカラダには、もはやその時点で、薄うす桃もも色いろの雷らい爆ばく光こうが花火の如ごとく走はしり抜ぬけており、

「っはぁぁ……っ!!」

『う、うわぁ──ッ!?』

　ついには少年に身を寄せるようにして、《臨りん界かい》を迎えてしまうのでございます。

　そして、初雪様が仰のけ反ぞるのとほぼ同どう刻こく、

「せぇあッ!!」

　最後の力を振ふり絞しぼって無言のうちに合体巨きよ大だい化かまでした〝灰はい人にん形ぎよう〟達をぼっこぼこにし終わった〝河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ〟様が、少女陰陽師と少年がいる倉庫の陰かげへ、飛び込むのです。

　スク水の少女がその時繰くり出だしたビート板は、あの時、結けつ界かいに阻はばまれた八枚連れん撃げきを上回る連撃でございました。

「……っ！」

　それに気付いた初雪様の姿すがたは、しかし、ビート板が着ちやく弾だんした際さいに巻まき上あがった爆ばく煙えんであっという間に見えなくなってしまいます。

「反はん応のうが遅おそいッ！」

　カスミ様の咆ほう哮こう。妖よう怪かいはノータイムで白はく煙えんの中、身動きが取れない初雪様の頭上へと、大だい上じよう段だんから電柱の如きピンク色した円柱フロートを、〈ずどんッ！〉と振ふり降おろし──

「……？」

　スク水少女は、その手て応ごたえに表情を歪ゆがめます。

　緩ゆるい風が、カスミ様の前方を覆おおっていた煙けむりを、ふわっと横よこ薙なぎに払はらいました。

　そこにいたのは、制服に包まれたカラダから溢あふれんばかりの霊れい力りよくに包まれた、なんというか〝スーパー陰おん陽みよう人じん〟状じよう態たいの、周囲にスターダストの如ごとき輝かがやきすら漂ただよわせた、

　きらっきらな初はつ雪き様。

「──わたしの渾こん身しんの一いち撃げきを」

　カスミ様は、呻うめきます。彼女は信じられないものを見ていました。初雪様は、電柱の直径を持つフロートの一撃を、九十センチものさしにも満たない輪りん宝ぼう刀とうの刀身のみで、

「軽々、受け止めた……？」

　そこで二人の目が、合います。

「ひっ！」

　妖よう怪かいに魅み入いられた少女・一いち之の瀬せカスミ様は、妙なコト修羅モードになっている陰おん陽みよう師じとの力の差に、

「ご、ご……っ」

　小さな一枚のビート板に身を隠かくすように、じりっと一歩、後ずさり。

「ごめんなさいぃ……っ！　ね？　ほら、もう降こう参さん！　今日はわたしの負け！　ぁ……や、やだ、ちょっと、本当に、最後まで、……やる気……なの？」

　瞳ひとみは、涙なみだ目め。

「いやっ！　ひぃ、ぃや、やめぇぇ……っ!!」

　やがて、夕方六時の校舎に高く高く、

　スクール水着に包まれたカスミ様の尻しりをたたく音、および女子高生の泣き声が、木こ霊だまするのです。




　──こうして一之瀬カスミ様に取とり憑ついた〝妖怪・河かつ童ぱ〟は調ちよう伏ぶくされ、事件の幕まくは下ろされたのであります。

　……が、

　転校生・森もり口ぐち織おり人と様に降ふりかかる〝陰陽的なる波は乱らん〟はこの時、まだ、始まってすらいないのでございます──
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　このような現実、

「っぅ、くぁ……ほら、転校生──」

　断だんじて受け入れるわけには参まいりません。

「──あんたの番、だから……」

　しかし、制服のスカートより伸びる脚あしを白と水色のしましまスパッツで包んだクラスメイト、大だい胆たんにも机の上に腰こしを下ろしたままの一いち之の瀬せカスミ様は容よう赦しやなく、織おり人と様へと要求してくるのでございます。

「そ……そんな」

　うめくように息をつくのは、たった一日前にこの学校『県立・吝やぶ華さか高校』へと転校してきたばかりの少年である森もり口ぐち織人様。彼の頭は現在、これまで過ごしてきた十六年の人生の中でも味わったコトのない緊きん張ちようと興こう奮ふんの板いた挟ばさみ状じよう態たいに〈じんじん〉と痺しびれ始はじめてしまっていて。

「ちなみに、聞くけど、……色は？」

　指を震ふるわせながら織人様は、カスミ様へと尋たずねます。

「青、かな」

　──それは学校の昼休み、クラスメイトの大おお勢ぜいいる教室でのデキゴトでございました。

　転校生の問いにためらいなく答えた机き上じようの女子生徒は、〈ふぁさっ〉と脚を組み替え、

「はやくして。まさか、もう出ないの……？」

　興奮ぎみに、少年へと催さい促そく。

　すると織人様は、

「そ、それは……」

　カスミ様の射いるような視し線せんにさらされつつ〈ぱらり〉、指で摘つまんだものを、周囲に晒さらすように開かい示じするのです。

　その瞬しゆん間かん、

「ったく、もったいぶりやがって!!」

　叫さけんだのは織人様の向かい側に座すわっている、まだ生々しい包ほう帯たいを頭に巻まき巻まきしている、奇き妙みようなネクタイの男子生徒、二に岡おか弦げん様。

「持ってんじゃねーかよドロー・フォー！　というかなんで森口は一之瀬に色とか聞いてんの？　関係ねーだろ今は!!」

「でもこれもう普ふ通つうじゃないんだよ!?　なに？　このドロー・フォーの連れん鎖さは……!!」

　はい、ただいまココ、『二年Ｇ組』の【新入りをＵＮＯで迎える会　大会本部】では熱あつい熱い戦いが繰くり広ひろげられておりまして。

　織おり人と様と二に岡おか弦げん様が『やいのやいの』とやり合っているその間にも、

　先ほどかろうじてドロー・フォーを出した織人様の左ひだり隣どなり、試合開始前からずっとニンテンドーＤＳで別のゲームを片耳イヤホンでプレイしながらＵＮＯに参加している小こ柄がらな女子生徒、野の上がみ綾あや様は、

「……──、…………」

　と、なにごとも無かったかのように、机の上に伏ふせた手札からドロー・フォーを重ねます。

「森もり口ぐちくんの言うように、まるでこれは尽つきることの無い憎にくしみのようだな」

　さらにその隣、いわゆるぽっちゃり系でメガネなのにカッコイイ男子生徒、露つゆ木き倫りん太た様もそれに続いて同じカードを手札から表に。そして、

「この連れん鎖さを止められるのは、もう、あなたしかいないのかも、しれないわ」

　右の瞳ひとみを垂たらした髪かみの毛で隠かくしたままの女子生徒、朝あさ倉くら裕ゆ理り様も手札よりドロー・フォーを場にオープン。続いて織人様の向かい側に位置する、頭に包ほう帯たい・変なネクタイの二岡弦様までもがドロー・フォーを、「あいよっ」と事も無げに机の上へと開かい示じした時点で、

「ぅぅうう……っ」

　ついに、織人様の緊きん張ちようはピークへと達するのです。

　理由は一つ。

　少年の手札には、もう、ドロー・フォーが一枚も存そん在ざいしていなかったからでございます。

　次の自分のターンまで、残すクラスメイトは、三人。

　一人目は昨日の放課後、右隣に座る二岡弦様を『フランケン・シュタイナー』で容よう赦しやなく頭からベランダに叩たたきつけた女子生徒・長は谷せ部べ涼りよう様。

　二人目は、少しだるそうに机に肘ひじをついたままプレイしている男子生徒・橋はし本もと浩こう一いち様。

　そして三人目は、ぐるりと戻もどってしましまスパッツの一いち之の瀬せカスミ様。

　現在、重ねられたドロー・フォーの枚数は、溜たまりに溜まったりの二十二枚。

　もしこの三人が、なおもドロー・フォーを出し続けるようならば、織人様が山札から引くことになってしまうカード総数は、二十五×四で、

（ひゃ、百枚……ッ!?）

　ＵＮＯにあり得る数字ではございません。その時点で試合終了は確かく定ていしてしまいます。

（おかしいと思ったんだ、スタート直後から手札に次々とドロー・フォーが来るなんて……！）

　と、織人様がほんの数分前に自分が感じていた、手札の充じゆう実じつによる勝利の予感なんてモノに舌した打うちしていますと、

「……ッ!!」

　音が出る程ほどに勢いきおい良く長谷部様が場に出したカードも、

　やる気無さそうに橋はし本もと様が放ったカードも、

（ドロー・フォー……ッ!?）

「さあ、どうする？　転校生」

　椅い子すに着席している織おり人と様はその声に再ふたたび、机き上じように腰こしかけたままのカスミ様を見上げます。

「ま、まさか……！」

　すると、しましまスパッツの彼女は、既すでに一枚のカードを手札から引ひき抜ぬき、右手に掲かかげていて、

「持ってけ百枚ッ!!」

〈ぱっしーん〉と札山に叩たたきつけるは、ついに二十五枚目のドロー・フォー。

「ッッ!!!?」

　驚きよう愕がくに固かたまる織人様と、

「っ痛つぅぅぅ……っ」

　カスミ様のそれは、同タイミングのリアクションでございました。

　二十五枚目のドロー・フォーをダイナミックな体からだ捌さばきで劇げき的てきに演えん出しゆつ、繰くり出だしたカスミ様は、スカートの下、スパッツに包まれたお尻しりを机から浮うかせ、そこに手を当てて瞳ひとみに涙なみだすら浮かべているのです。

「？　どうした一いち之の瀬せ。そう言えばさっきからカード出す度たびに、変な声出してたな」

　手札を整理しつつ、二に岡おか弦げん様は変なポーズの級友に眉まゆ根ねを寄せ、

「なんかさ、朝っから尻が……」

　異い性せいのクラスメイトへと一いつ向こうに照れた様よう子すもなく、カスミ様はスカートとスパッツの上より、自分の腿もも裏うらから腰こしまでの隆りゆう起きあたりを確たしかめるように撫なでつつ、

「痔ぢ？」

「死ね！」

　なおも問うてくる二岡弦様の眉み間けんに、上うわ履ばきの先せん端たんを突つき刺さしたりして。

「どうせ寝ねぼけてベッドから落ちて、打ったりしたんでしょ」

　呆あきれたように肩かたをすくめるのは朝あさ倉くら裕ゆ理り様でございます。

「たぶんね。いはははは……」

　カスミ様は級友に頭を搔かいて見せるのですが、織人様としては、

「ああ、それは昨日の放課後、あなたがスクール水着一丁で化学室を破は壊かいし尽つくし、その後なんだかんだで、初はつ雪きさんにお仕し置おきとしてお尻をいっぱい叩たたかれたからですよ」

　と、クラスメイトとしてフォローしたかったのですが、カスミ様もあの時のコトはどうやら一切憶おぼえていないらしく、これを言ってしまうと今以上に場が混こん乱らんしそうだし、と言うか、たぶん、転校早々に自分がおかしな立場に立ってしまうだろうから、たった一つの真実を言い出しかねて……

　……いやいや、もっと正せい確かくを期すならば、織おり人と様が余よ計けいなコトを口走らなかった理由は他にあるのかもしれません。

　と、言いますのも、カスミ様と級友達がお尻しりうんぬんを論じていたその時でございます。

『おい』

　織人様は、左ひだり肩かたより聞こえてくる、重じゆう厚こうな管楽器の如ごとく響ひびく声に、硬こう直ちよくしており。

『聞いているのか、ニンゲンよ』

　自分だけに聞こえている、いかにも男性的に大おお仰ぎような重低音へと、

　──なんでしょうか、レキさん──

　と、油の切れた歯車仕じ掛かけの如く首を向けていた最さ中なかでも、あったわけでして。

　はたして、

　織人様の視し線せんの先、左肩にお座すわりしていたのは、小型犬ほどの体たい軀くを持った隻せき眼がんのキツネでありました。

　しかもその小動物のミテクレは、まったくもって〝ただのキツネ〟などではなく、四し肢しと首をジョイントするはずの胴どう体たいが、飾かざり切きりの施ほどこされた〝こんにゃく〟でできているのですから、それはもう人の世よの摂せつ理りにアラザル動物であるコト明めい々めい白はく々はく、一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　さらにぶっちゃけて言ってしまうなら、織人様の肩に乗っている〝こんにゃく動物〟の正体、これはもはや動物ですらなく、〝式しき神がみ〟という、この世の法ほう則そくからズレズレに外はずれた存そん在ざいなのでございます。

　そして、

　レキという名の式しき神がみ狐ぎつねに視線を向けた織人様は、そのまま思わずして教室内、窓側から二列目、前から三番目の席に座る女子生徒へと、視線を向けてしまうのです。

　彼女こそ、陰おん陽みよう師じ・遥はる奈な原ばら初はつ雪き。

　織人様の肩に乗る式神の主にして、しかし、当のレキの存在をまったく知らないという陰陽少女でありました。

　カーテン越しの柔やわらかな午後の光の中で、

　両の腕うでを細身の黒くろ手て套ぶくろで覆おおった彼女は、図書館管かん理りのバーコートが記しるされたハードカバーのページをめくっていました。長い髪かみをくくるリボンは、今やそこで微睡まどろむ蝶ちようのように黒髪を飾り、その凜りん然ぜんとした横顔は、まるでそれ自体が微かすかに発光しているが如く……。

「ほら、遥奈原さんばっか見てないで」

「っ!?」

　突とつ然ぜんの一いち之の瀬せカスミ様の声に織人様が「あ、ち、違ちがいます！」と弁べん解かいしようとした瞬しゆん間かん、

「……──み、見てないよ？　見てないもん！」

　答えていたのは織人様の左隣ひだりどなりの野の上がみ綾あや様。彼女は慌あわててニンテンドーＤＳに視線を向けているのです。そんな微ほほ笑えましい彼女の様よう子すに和気あいあいとするクラスメイトの中、自分と初雪様の関係──昨夜の出来事が──バレたわけではないと安あん堵どの息をつく織おり人と様。

　しかし、やがてふつふつと、彼は自分の心にまったく別の感情──『焦しよう燥そう感かん』が、湧わき上あがって来るのを自じ覚かくするのです。

　にわかに信じられぬコトなのですが、




　実は織人様は、昨日の朝拾った携けい帯たい電話を、まだ初雪様に返していないのです。




　ああ、

　少なくとも、今日中に彼女の元へと携帯を届とどけなくては、問題はどんどん大きくなってしまうでしょう。というか、もしかしたらコレってひょっとして、今の時点でも結けつ構こうな罪つみに──

　と、織人様の思し考こうが、アラヌ方角へと旅だってしまいそうになる、その時です。

『ぼけっとするな』

　気が付けば、レキという名のこんにゃくギツネが、銀色の隻せき眼がんを鋭するどく光らせ、手札へ〈にゅっ〉と鼻はなっ面つらを向け、

『お前の手札には、ドロー・ツーがある』

　コチラへと提てい言げんしているのでございます。

（──は……？）　その現実を理り解かいした瞬しゆん間かん、誰だれからも見えぬキツネを肩かたに乗せた少年は、強制的に思考をＵＮＯに戻もどされた衝しよう撃げきもあいまって、思わず声を出してしまいそうになりました。

　昨日の放課後からいつの間にか自分にまとわりつき、ついには下校後、家にまで上がり込み、夜は枕元で丸くなり、これこの通り翌よく日じつも学校にまで憑ついてきた式しき神がみギツネ。

　コチラから話しかけても、そちらの機き嫌げんが乗らなければまったく喋しやべってくれさえしなかったクセに。

　突とつ然ぜん話しかけてきたと思えば、『ドロー・フォーをドロー・ツーで返せ』!?

　少しでもＵＮＯに教きよう養ようがある方ならば、この時のレキがどれだけ突とつ飛ぴなコトを言っているかお解わかりになると思います。解りやすく言いい換かえるならば、これは『クリスタルビット』中のアテナへ、紅べに丸まるが『紅丸コレダー』で特とつ攻こうをしかけるようなものでございます。

　そんなことができるわけ──

　言い出しかけて、織人様はふと、動きを止めます。

　思おもい至いたった一つの『盲もう点てん』。

【ハウスルール】。

　地方独自のルールと言い換えても良いその習しゆう慣かん。

　そう、ＵＮＯには地方──というよりは学校、もっと言えばプレイされるクラスにより、様々なルールが存そん在ざいしているのです。

　目の前に展てん開かいされているウソのようなドロー・フォー乱らん舞ぶ、それ自体が、本来ならあり得ないレギュレーション。おそらくは、複数のセットの中からドロー・フォーだけを抽出ちゆうしゆつし、この山札に組み込んでいるのでしょう。

　だとしたら、それを回かい避ひする方法も、複数用意されているのでは。

　レキという式しき神がみが、なぜそのようなコトを知っているのかは解わかりません。しかし、コトがここまで至いたったならば、やらないよりは、やったほうが数倍マシで……！




「「「「ッ!?」」」」




　そして、やおら織おり人と様がご自分の手札より場にドロー・ツーを出したその瞬しゆん間かん、

【新入りをＵＮＯで迎える会　大会本部】は、〈しん〉と凍こおりついたのでございます。

「……だれ？　ドロー・フォーをドロー・ツーで返せるって転校生に教えたの（カスミ様）」

「いや、誰だれも（朝あさ倉くら裕ゆ理り様）」

「ふふん、やるじゃねえか（二に岡おか弦げん様）」

「よく気が付いたね（露つゆ木き倫りん太た様）」

　賞しよう賛さんとも軽度の戦せん慄りつともつかない雰ふん囲い気きを作り上げるクラスメイトの中で、

「……？」

　ピンチを乗り切り、一時の安あん堵どに浸ひたろうとした織人様は、そこで一つの視し線せんに気が付きます。

　それは彼の左ひだり隣どなり。

　手元のＤＳから視線を上げいた小こ柄がらな女子生徒、野の上がみ綾あや様からもたらされていた、織人様の頰ほおを焼かんばかり、熱線レイスヒームの如ごとき視線。

「……──、…………」

「え？　まさか」

　織人様は、思わず、野上綾様の手札を覗のぞき込こんでしまいます。

「ッ！」

　ああ、だれもがピンチを、いつまでも乗り切れるわけではございません。

　無言のままの、片耳イヤホンな少女の手札には、

　もう、織人様の繰くり出だした一いち撃げきに対たい抗こうできるカードは、一いつ切さい無く。

「な、泣くな野上！（二岡弦様）」

「真しん剣けん勝負だったろ!?（露木倫太様）」

「……──、泣いてない……もん（野上綾様）」

「ぐ、偶ぐう然ぜんだよ！　綾はいつも勝ってたじゃない？　ほら今回はたまたま──（カスミ様）」

「……──泣いてにゃいったらっ！（野上綾様）」

　ずるずると鼻水をすすりつつ呂ろ律れつすら怪あやしくしながら、百二枚という、それだけあれば別のところで新たにＵＮＯができてしまうほどのカードを小さな手に握にぎりしめた彼女は〈ぽつり〉と、織おり人と様へ。

「……、わたしは、っまだっ、あなたがっ、クラスメイトだって、っ認みとめてないっ（横おう隔かく膜まくを軽く痙けい攣れんさせつつ）」

「と、言われましても……!?（織人様）」

「で、わるいんだけど、これで私、あがり」

　そう告つげ、〈ぱさっ〉と野の上がみ綾あやの左ひだり隣どなり、朝あさ倉くら裕ゆ理り様が場に出したのは、今や二十五枚のドロー・フォーと一枚のドロー・ツーの下に埋うもれたカードである【青の７】、それに連つらなる系けい譜ふ、【赤の７】。

「ッ!?　でも、確たしかさっき朝倉さん、ＵＮＯって、言わなかった、ような──」

　皆みなの驚おどろきを代表するような織人様の問いへ、

「同色、同一数字は複数枚同時出しが可か能のうで、それであがる場合にはＵＮＯのコールは不要なのよ」

　朝倉様の指先が〈ぐりっ〉と出したばかりの【赤の７】のカードをずらしたならば、転校生の位い置ちから重なり合って一枚に見えたそれは、三枚に重なり合っていたというプレイ。

　これこそが、その身をもって学ばねばならぬ、ハウスルール。

「うぅおおおっ!?」「やられたッ!!」「見み逃のがしてた……」「くぅわぁぁぁあ……！」というクラスメイト達の前から、それぞれが賭けベッドしていた校貨メダルが、ざらざらと机き上じようを移い動どうしていきます。

　自分の目の前へ集った十六枚、『￥十六』ならぬ、総そう額がく『羊ひつじ十六』にもなる、ひつじの横顔が刻こく印いんされた校貨を、『吝やぶ華さか高校』の校章の入ったコインケースにしまう朝倉裕理様を横目に、

「さて、次の勝負」

　と、一いち之の瀬せカスミ様が、ばらまかれたＵＮＯをまとめるために手を伸ばせば。

「ちょっと、休きゆう憩けいさせてください。トイレ、いいですか？」

　椅い子すから立ち上がる織人様。

「……行って、らっしゃい？」

　一之瀬カスミ様は、転校生がハウスルールを踏ふまえた戦せん略りやくを練ねる時間を作ろうとしていると思ったのでしょうか。はたまた、ことゲームにおいて『結けつ構こう無む敗はい』を誇ほこる野上綾を破った勇者へのご褒ほう美び。兼けん、その勇者を一時的に野上綾から遠ざけて場の沈ちん静せい化かを図ろうという計らいを、織人様の態たい度どの中に見て取ったのでしょうか。

　含ふくみ笑わらいと共に、スパッツ娘は少年を見送ってくれるのです。

　──答え合わせ。

　実のトコロ、その時織人様の頭にあったのは、カスミ様の予想に反して、まったく別のコト。

　少年は教室から出る際さい、一いつ瞬しゆん、初はつ雪き様へと視し線せんを向けるのです。




　黒くろ手て套ぶくろの彼女は、今もハードカバーのページをめくり続けていました。




　廊ろう下かを歩みつつ、誰だれにも見えぬ式しき神がみギツネを肩かたに乗せた織おり人と様の脳のう内ないを占しめていたのは、もちろん、昨日の放課後に起こった一連のデキゴトでした。

　左肩に小動物の微かすかな重みを感じている今でさえ、それは少年にとって、現実感の伴ともなわない記き憶おくなのであります。

　いったいあの時、なにが起こったのか。

　それを踏ふまえ、これから自分はどうしたらいいのか。

　すぐに答えが見つかるハズのないこの問いは、あれからずっと織人様をぬるぬると捕とらえ、彼の思し考こうを深みへ深みへと、イザナイ続けるのでございます。

　彼の脚あしがその中で、自然とあの『化学室』へと向いていたのは、一種自然なことでありました。

　気が付けば、そこは南校舎の三階。

　音楽室の並ならびにあった『化学室』に至いたる廊ろう下かには、今や通行禁止のイエローテープが貼はられていて……。

　それが現実でありました。

「ガス爆ばく発はつ……？」「水道管が破は裂れつしたらしいよ？」「この教室、古かったからな」「俺、その爆発、校庭で聞いてたかもよ!?」などと、昼休みの暇ひまに飽あかせて見物にやってきていた野や次じ馬うま生徒達に混まじって、織人様は茫ぼう然ぜんとしています。

　化学室の中では、警察の鑑かん識しき係がかりとおぼしき大人と、学校に工事の依い頼らいをされた業者らしき人物、それと白はく衣いを着た『火元責任者』である先生が立ち回っておりました。おそらく一週間もすれば、この教室は元通りになってしまうでしょう。

　けれど、おそらく元通りにならないものだって、あるハズです。

『なるほど、お嬢様の持ち物などが残っていたら面めん倒どうだな』

　ふいに、織人様の肩からレキが廊下へと飛とび降おります。

『お前の痕こん跡せきも回収しておいてやる』

　そう言って、こんにゃくギツネは生徒立ち入り禁止の化学室へと消えてしまいました。

　いつの間にか人混みの先頭の方へと移い動どうしていた織人様は、言葉もなく、昨日の痕跡を辿たどるように、周囲を見回します。

　二～三十人はいるであろう野次馬の生徒は、やはりそれぞれに個性的でした。彼はまだ、それに若じやつ干かんの違い和わ感かんを抱いだきつつ、

　その人波の後方で〈はっ〉と、静止する視し線せん。




　そこには、いつの間にやら、黒手套の少女が。

　遥はる奈な原ばら初はつ雪き様が。




「あ……」

　織おり人と様の脚あしが固まります。

　なぜこのような場所に、彼女が。

　愚ぐ問もんであります。

　この『化学室』だからこそ、黒くろ髪かみの、彼女。

　少年と視し線せんを交こう錯さくさせた初雪様の表情も、驚おどろきに変化していました。

　人ひと混ごみの後方にいたその少女は、数歩のあとずさり。

「ま、待っ……」

　織人様の声に反はん応のうしたかのように、くるりとキビスを返して、走り出してしまうのです。

「待って、待ってください！」

　少年は野や次じ馬うまをかき分け、誰だれかの脚に蹴け躓つまずきつつ、泳ぐように狭せまい廊ろう下かを埋うめていた人ひと垣がきをを脱だつ出しゆつ。ここで彼女に逃にげ切きられてしまっては、もう自分が初雪様に追いつける、話しかけるチャンスはやって来ない気がするのです。

　そしておそらく『それは真実だ』という予感──いえ、確かく信しんが、織人様の中にはあって。

　階かい段だんを駆かけ下おりる初雪様の背せ中なかを視し界かいの端はしに捕とらえつつ、少年は懸けん命めいに脚を動かします。

　見失うわけには、いきませんでした。







　　　　[image: ]




（絶ぜつ対たいに、絶対に……！）

　初はつ雪き様は、今も自分を追いかけてくる少年・森もり口ぐち織おり人と様のコトが、もうよく解わからなくなっていました。

（……私の秘ひ密みつ、ばらされちゃいます！）

　といいますか、考えてみれば、そもそも初雪様は彼、織人様のコトを全く知らないと言っても過か言ごんではないわけでして。

　昨日の放課後、河かつ童ぱによって『化学室』に閉じ込められていたトコロを助けてもらった。

　──ただ、それだけ。

　しかもです。よくよく思い出せば、その日の朝、霧きりに包まれた坂で初雪様の■ごによ■ごによ■ごによ■ごによな姿すがたを携けい帯たいのカメラで撮とっていったのは彼、織人様ではなかったでしょうか。

（そう。確たしかに、そうだった……！）

　初雪様は飛ぶように階かい段だんを駆かけ下おり、背はい後ごを確かく認にんするいとまもなく廊ろう下かをひた走ります。




　今朝、少年が隣となりに着席した時は、初雪様は本当に心臓が止まるかと思いました。




（今だって、あの時のコトを、思い出しただけで──）

　初雪様の胸むねは破れてしまいそうになるくらい激はげしく脈みやくを打つのです。

　実を申しますと、初雪様は今日、目を覚さまされてから幾いく度どとなく、学校をボイコットすることすら──もちろん、そのようなコトを思いついたコトさえ、生まれて初めて──考えてしまっていたほど、同じ学校に在ざい籍せきするであろう織人様の存そん在ざいを恐おそれていたのです。

（なのに、まさか同じくクラス。それもすぐ隣の席だったなんて……!!）

　なにしろ彼は初雪様の弱みを握にぎりすぎていました。

　……そう、森口織人という少年は、確かに自分に言ったのです。




『あいつは〝妖よう怪かい・河童〟であると同時に、この学校の生徒でもあるんです』




　それは陰おん陽みよう師じモードの初雪様が、河童に取とり憑つかれてしまったクラスメイト・一いち之の瀬せカスミ様と戦っていた時、突とつ然ぜん、少年に引き込まれた倉庫の陰かげで交かわされた会話でした。




『わかりませんか？　一いち之の瀬せさんによって、初はつ雪きさんは〝陰おん陽みよう師じ〟であると……』




　初雪様の脳のう内ないに、正せい確かくすぎるほどにフラッシュバックするその場面。

　なんだか妙みように芝しば居いがかってはいたけれど、初対面であるハズの彼は、〝陰陽師〟の存そん在ざいを知っていたのです。




『……つまり、あなたが特殊な能力の持ち主だと、包つつみ隠かくさずバラされてしまうかもしれないというコトです』




　そして、初雪という少女には、特殊な能力があるのだという事実も。

　──一連の、彼がもたらしたセリフから導みちびき出だされる現実。

（森もり口ぐち織おり人とくんは、私のコト、知ってるんだ……）

　彼が、初雪様の持つ『触さわれられると、考えていることが漏もれ出だしてしまう』という能のう力りよくのコトまで知っているかどうかは、不明です。

　けれど、

（私のコトを……、どこまで、知っているんですか？）

　などと、織人様に直接尋たずねるなんて出来るわけがないのです。

（そんなの、あ、あたりまえです……！）

　だとすれば、

　彼女は日ごろと変わらずに、いつも通りの学校生活を送っていれば良いのかというと、

（……そうすると、いつか、きっとあの人は、知ってしまう……！）

　それでは危き険けんが大きすぎるのです。

　せめて、同じクラスでなければ。

　せめて、隣となりの席でなければ……。

　しかし現実は、まるで喜劇のように、初雪様へと牙きばを剝むいたのです。

　どうしても気になって様よう子すを見に行った先、『化学室』の廊ろう下かで偶ぐう然ぜんに目が合ってしまった少年。

　結果、彼女が下した結論は、彼から逃にげ続つづけるというモノでした。

　いつかばれてしまうかもしれない、そのいつかを、できるだけ先さき延のばしにするために。

　可か能のうであれば、恒こう久きゆう的てきに。

　彼を避さけ、そして逃げ続ける。

　それしかない。

　そう、あの男子生徒は、初雪様がもっとも恐おそれている『自分の秘ひ密みつを全校生徒達が知ってしまう』というカタストロフに一番近い場所にいるのです。

（……最悪の、場合……）

　織おり人と少年は、もうとっくの昔に、初はつ雪き様の秘ひ密みつを触ふれ回まわっているのかもしれません。

　既すでに目には見えないトコロで彼女の能のう力りよく、特とく異い体質は、今もうわさ話となって学校中を駆かけ巡めぐっているかもしれないのです。

（うぅぅうぅ……っ。そうなったら、そんなコトに、なっていたら……）

　物心がついた時より、このカラダを嘖さいなみ続つづけている『誰だれかに触れることにより、思し考こうが漏ろう洩えいする』という制せい御ぎよ不ふ能のうな能力。それを試すために、自分に接せつ触しよくしてくる生徒が、今にも現れるかもしれなくて。

（……っ！）

　じわりと、初雪様の全身に汗あせが滲にじみます。

　今のところ、彼女の《原初能力》は両手を包む〝黒くろ手て套ぶくろ〟によって防ぼう御ぎよしてあります。

　が、もし、万が一、この手套までをも、外されてしまったら、

（ぁあ、その時は……!!）




　──……初雪様の中で巻まき起おこる『被ひ害がい妄もう想そうにして誇こ大だい妄想』、その無む限げん連れん鎖さ。




　おわかりのように、それが我らがお嬢様、遥はる奈な原ばら初雪様なのでございます。

　時間が経たつにつれ、初雪様の思考は熟じゆく成せいと発はつ酵こうを繰くり返かえしまくり、もはや織人様に関しては理性的なモノの考え方が不可能になり始めていました。

　自じ縄じよう自じ縛ばくとはまさにこのコト。

　既に初雪様は、なにが現実に起こったコトで、なにが自分の妄想なのかすら、ともすれば解わからなくなり始めているのです。

　とはいえ、それこそが、我らが初雪様の一番可か愛わいいところなのですが……、今回ばかりは、そうとばかり言っていられないのかもしれません。

　現状はおそらく、どうひいき目に見ても、初雪様の人生において最大のピンチを迎えているのでございます。




　初雪様は、いつの間にか薄うす桃もも色いろのタイル張ばりな女子トイレへと、駆かけ込こんでおりました。




　けれど、無む我が夢む中ちゆうでトイレに駆け込んでしまった彼女には、ここがどこの校舎の、何階のトイレだったかが思い出せなくて。

　とにかく、自分が確かく信しんできているのは、このトイレに逃にげ込こんだ瞬しゆん間かんだけは、あの少年に見られていないだろうというコトだけ。

（……本当、に？）

　安あん堵どに浸ひたろうとする初はつ雪き様の肩かたに、もう一人の、心配を拭ぬぐいきれない初雪様が手を置きます。

（ほんとうに、ここに逃にげ込こんだトコロを、知られてはいない……？）

　彼女は、洗面台の鏡に映る自分へと、問とい掛かけます。

（もしかしたらあなたは自ら袋ふくろ小こう路じに、逃げ場の無いこの空間に追いつめられたのでは……？）

　だとすれば、

　今にもこの人ひと気けの無い女子トイレのドアを、あの森もり口ぐち織おり人とという少年は押おし開ひらき、

　姿すがたを現して──







『僕は一いつ切さい、このコトを誰だれかに教える気はありませんよ』

　薄うす桃もも色いろしたタイル張ばりの室内に姿を現したのは、科学者的な白はく衣いに身を包んだ少年だった。

　二人のいる部屋は、一見するとバスルームにも感じられたし、『ここは手術室だ』と言われたら、多くのニンゲンはそのまま信じてしまうだろう印いん象しようを持っていた。

　特に目を引くのが、照らし出したモノに影かげが発生しない特とく殊しゆな投光器の存そん在ざいだった。今や少年の姿は、輪切りにした蓮はすにも似にたライトがもたらす強きよう烈れつな光線で、黒く逆ぎやつ光こうの中に沈しずんでいる。

『……ほ、本当ですか!?』

　初雪はそのまぶしさに瞳ひとみをこらしながら、【秘ひ密みつを守る】という少年の言葉に身じろぎする。

　そう、今の彼女にはそれくらいしか自由が無い。

『もちろんです。あなたが、僕の言うことさえ、聞いてくれるなら』

　──なぜなら、今の少女は〝こんにゃく〟で作られたソファに座すわらせられ、その柔やわらかく灰はい色いろな内部へと、手て脚あしを深々と埋うめている状じよう態たいにあったからだ。

『……それは、どういう──』

　いや、織人のセリフに肩かたを震ふるわせる少女の姿をもっと正せい確かくに表すならば、初雪はゼリーと見まごう物体から生まれいずる途と中ちゆうだと言った方が解わかりやすいかもしれない。

　彼女は今、カラダにまとわりつく〝こんにゃく〟以外に、身を包むモノを持っていないのだから。

『どういう意味なのかは、あなたはもう、わかっているんじゃ、ないですか？』

　織人は白衣をひるがえして、彼女のセリフの後半を補おぎなった。

　初雪は一いつ瞬しゆん、表情を強こわばらせる。背せ筋すじが震え、振しん動どうがこんにゃくに伝わる。

『おや？　なんですか、その反はん抗こう的てきな瞳は……』

　今の初雪は、たとえる間も無く、研究に消しよう費ひされるモルモットに近い状態であった。もはやその身をどうすることもできないでいる。

　織人は、身動きが取れずに怯おびえる初雪へと向かい、淡たん々たんと告つげる。

『僕は全然構かまわないのですよ。あなたが〝陰おん陽みよう師じ〟ということにも、生まれつきの《原初能のう力りよく》がなんであるかということにも、さしたる興きよう味みはないのです』

　少年が身み振ぶり手振りを交まじえて講こう釈しやくを続けるたびに、彼の背はい後ごにある投光器が、初はつ雪きのカラダにぼんやりとした影かげ絵えを作った。

『けれど、そのコトをクラスメイトや学校の生徒達が知ったとしたら……。その時、あなたのカラダはどうなってしまうのでしょう』

『……ぃ、いやです、それだけは堪かん忍にんしてください……。　もし、このコトを黙だまっていてくれたら私、なんでも……、なんだって、しますから……！』

　初雪は必死に織おり人とへと懇こん願がんする。

『ほぅ』

　薄うすく唇くちびるを歪ゆがめる織人。

　初雪はそんな少年に、ある種の期待を込めて視し線せんを向ける。

『僕が、なにかあなたに危き害がいを加えるみたいな言い方ですね』

　しかし、次の瞬しゆん間かん初雪の心に湧わき起おこる暗あん雲うん。

『……え？』

　──自分は、一度は彼を信じてみようと、思ったのだ。

　それなのに。

『僕はむしろ、あなたを助けてあげようと思っているんですよ？』

『そ、それって……』

『あなたのその悩なやみ、僕が解かい消しようしてあげます』

　織人が手にしていたモノのは、それ自体が病やまいのよう、毒針的な、注ちゆう射しや器きだった。

『これで、なにもかも、忘わすれるコトができますから……』

〈ひっ〉と、その凶きよう器きに身体を震ふるわせる初雪。それを捕とらえて離はなさない〝こんにゃく〟の椅い子す。

　織人の持つ注射器の先せん端たん、いかにして肌はだ肉にくへと潜もぐり込こむかというコトのみに特化し作り出された針先から、細い液えき体たいが噴ふき出だす。

　こんにゃくに埋うまる背せ骨ぼねまでもが〈ゾクリ〉と、冷たい金きん属ぞくを押おし当あてられたように震え。

『では初雪さん、いきますよ……』







（そんな、そんな!!　あなたが手に持つその注射器には、いったいなにが……!?）

　そして現実の、女子トイレにたたずむ一いつ介かいの女子高生である初雪様が、カラダを抱だきしめた、その時でございます。

「あら、初雪ちゃん……」

〈びびくぅっ〉と、背後を振ふり向むけば、

「奥おく山やま、先生……」

　そこにいたのはトイレの個こ室しつから出てきたばかりの担任、甘ロリな服に身を包んだ女教師であります。

　彼女は前まえ髪がみで隠かくれ気ぎ味みな両の瞳ひとみを初はつ雪きに向けつつ、隣となりの水道で手を洗いながら、

「どうかしたの？　なんだか汗あせをかいてるみたい、だけど……」

「い、いえ、ちょっと、走ってここまで、来たものですから」

　初雪様はとっさに、半分本当のコトで奥山先生へと返答し、

「先生こそ、どうなされたんですか？　ここは、生徒用のトイレですけど……」

　取とり繕つくろうように、尋たずねてみれば。

「なにを言っているの初雪ちゃん。ここは、教師用のトイレよ？」

「……え？　こ、ここ、そうなん、ですか？」

　初雪は、その答えに〈びくっ〉と、震ふるえて──







『いけない子ね、初雪ちゃんは』

　ピンクのタイルに覆おおわれた狭せまい個室に姿すがたを現したのは、白はく衣いを羽は織おる、その手に内視鏡胃カメラを抱かかえた妖よう艶えんな奥山千ち歳とせであった。

『どうして、大人しか使っちゃいけないこの部へ屋やに、入ってきちゃったの？』

　部屋には、照らし出したモノに影かげが発生しない特とく殊しゆな投光器が用意されていた。奥山の姿は輪切りにした蓮はすにも似にたライトがもたらす強きよう烈れつな光線で、黒く逆ぎやつ光こうの中に沈しずんでいる。

『す、すいません、私、急いでいて、気付かずに──』

　初雪はそのまぶしさに瞳をこらしながら、身じろぎをする。

　今の彼女にはそれくらいしか自由が無い。

『うそ』

『……う、うそなんかじゃありません！　本当なんですっ』

　なぜなら、今の少女は〝こんにゃく〟で作られたソファに座すわらせられ、その柔やわらかく灰はい色いろな内部へと、手て脚あしを深々と埋うめている状じよう態たいにあったからだ。

『本当は、そうやってしてほしかったから、また来たんでしょう……？』

　いや、奥山のセリフに肩かたを震わせる少女の姿をもっと正せい確かくに表すならば、初雪はゼリーと見まごう物体から生まれいずる途と中ちゆうだと言ったほうが解わかりやすいかもしれない。

　彼女は今、そのまとわりつく〝こんにゃく〟以外に、身を包むモノを持っていないのだから。

『そ、そんなこと──』

『それに、知ってる？』

　教師・奥山は初雪のセリフを遮さえぎる。

『あなたについて、今、とっても素す敵てきなうわさが出回ってるの』

『……え？』

『だから先生としては、初はつ雪きちゃんのカラダに、いったいどんな秘ひ密みつがあるのか、一度じっくり検けん査さしたほうがいいのかもしれないって』

　担任教師の手から伸びてくる黒いホース状の胃いカメラは、まるで蛇へびの如ごとく、初雪が埋うめ込こまれた、ソファとしての生温かい〝こんにゃく〟の台だい座ざへ〈ぐちゅり〉と潜もぐり込こむ。

『や、やめてください先生！　どうして、どうして……』

『先生は、なにも初雪ちゃんが憎にくくてこんなコトをしているわけじゃないのよ？　教師として、あなたのコトをもっと知りたいだけ……』

　柔やわらかなこんにゃくをかき分けるようにして、ずぶずぶと初雪の肉体に近づいてくる胃カメラ。その先せん端たんに、前方を照らすためのライトまでもが点てん灯とうする。

『お、おねがいです。そんな、胃カメラなんかで、隅すみ々ずみまで調べられてしまったら、私は……っ!!』









　さて、一方そのころ、現実では？

　突とつ如じよトイレの個こ室しつから現れた担任である奥おく山やま先生は、

「なにを言っているの初はつ雪きちゃん。ここは、教師用のトイレよ？」

　と、言った瞬しゆん間かんに、吐と血けつしていました。

「奥おく山やま先生っ!!」

　初雪様は担任教師を抱だきかかえるように受け止め、介かい抱ほうしつつ、

「す、すいません、たくさん喋しやべらせてしまって……」

「いいの、大だい丈じよう夫ぶ。いつものコトだから……」

　息を整え、ゆっくりと身を起した奥山先生は、もう一度水道で赤く濡ぬれた手を洗い、

「それじゃ、五時間目の授業に遅おくれないようにね」

　と、トイレを出ていくのでありました。

　そして、

　初雪様はそんな担任教師の後うしろ姿すがたを見送りながら、心のどこかに冷れい静せいな自分がいるコトに気が付いていました。




　今の奥山先生とのやりとり（特に、献けん身しん的てきな介かい抱ほうの際さいに）、平へい常じよう心しんが少しだけ戻もどってきているようなのです。




　気が付けば、なんだかどんどん恥はずかしくすら、なってくるのです。

　……考えてみれば、

　あの少年が自分を見て走り出したのは、ただの偶ぐう然ぜんのコトかもしれませんし、それに、自分の周りには、まだなんの変化も起こっていないのです。

　全ては、もしかしたら自分の考えすぎ、杞き憂ゆうなのかもしれません。

「そう。きっと、そうに、決まってる……」

　初雪様は大きく息をついて、トイレからそっと外へ、昼休みの廊ろう下かへと脚あしを踏ふみ出だすのでありました。




　　　　　●




「あ、森もり口ぐちくん……？」

　それは、

『化学室』の前から逃にげ出だしてしまった少女を見失い、それでも諦あきらめきれずに初雪様を求めて彷徨さまよう、こうなってくるとなんだか若じやつ干かんですが気持ちの悪いストーカー的な旅人・森口織おり人と様が、またもや複雑に入り組む校内で迷まい子ごになりホトホト弱り果てていた時のコトでございます。

「お、奥山、先生……？」

　か細くも、耳にしたら不ふ思し議ぎと聞き流すコトのできないか細い声に呼よび止とめられた少年は、振ふり向むいた先、クラス担任を務つとめる女教師に〈ぺこり〉と会え釈しやくするのでありました。

「今ちょっといいかしら」

　慌あわてたように挨あい拶さつを返してくる転校生・森もり口ぐち織おり人と様に向かい、甘ロリなドレスに身を包んだ奥おく山やま先生は、切きり揃そろえられた長めの前まえ髪がみの奥にある瞳ひとみを〈うふふ〉と微ほほ笑えませ、

「あなたの、健康診しん断だんのコトについてなんだけど……」

　校舎と校舎を繫つなぐ渡わたり廊ろう下かの中ほどにいた男子生徒へ歩み寄るのです。

「そ、それでしたら──」と、織人様はとっさに考えます。

　現在、彼は今後の学校生活、ひいてはこれからの人生をも左右しかねない火か急きゆうの用を抱かかえる身であります。

　けれども、だからと言って目の前の病弱に過ぎる教師を振り切るコトができるかというと、答えは断だん然ぜんノォでございます。

　なぜならば、もし仮に「急いでるんで！」と、織人様が走り去った場合、その後を追って走り出した担任教師が「待って森口くん！　先生はごほごぽォッ!!」などと盛せい大だいに渡り廊下へ吐と血けつする可か能のう性せいが大であるからです。もしかしたら血以外のモノも吐はくかもしれません。そうなった場合、担任教師の人生が終わってしまう恐おそれが。

　選せん択たくの余よ地ちなど、最初から無いのでありました。

「──それでしたら、えっと……コチラに！」

　織人様は、出来るだけ真しん剣けんに奥山先生の話を聞いてしまうのが、最良の方法と判はん断だん。

「座すわって、話を聞かせてください」

　少年は渡り廊下の端はしに備そなえ付つけられていたベンチへと担任教師を導みちびき、二人並ならんで、そこへと座るのです。すると、「ありがとう、森口くん……」と、先生は嬉うれしそうに返し、続いて用よう件けんを打ち明け始めます。

「本来だったら、始業式のスグ後に、みんな健康診しん断だんを受けるんだけど、森口くんの場合、昨日転校してきたばかりでしょう……？」

　ちなみに、この奥山先生のセリフは、あらかじめ口をハンケチで押おさえたまま細さい心しんの注意を払はらい、途と切ぎれ途切れにゆっくりと喋しやべったものをまとめたものであることを、正せい確かくを期すため、ここに表明しておきます。

「だから、その時学校を休んでしまった子とかのために、明後日にもう一度、保健室で身体検けん査さがあるから、織人くんもそれに参さん加かしてねって、伝えておきたくて……」

　奥山先生は黙だまったままの少年へと、なんだか恥はずかしそうに「ほら、高校生ってカラダの成長が早いでしょう……？」と、促うながすのですが、

　この時、織人様が硬こう直ちよくしていたのは、なにも『女教師に健康診断を受けなくてはならないと告つげられたから』ではありません。

　目の前の廊下に、




　自分が探さがし求もとめていた、遥はる奈な原ばら初はつ雪きという女子生徒が立ちすくんでいたからでした。




　驚おどろきに身を固めていたのは、初雪様も同様でした。

　いえ、彼女の方が数倍も、愕がく然ぜんとしていたと言って良いでしょう。

　なぜなら、

（お、奥おく山やま先生が……）

　目の前の二人から聞こえてきた会話の断だん片ぺん。

（森もり口ぐち織おり人とくんと、胃いカメラで撮とった私の、成長中のカラダのコト、を……っ！）

　はい、これこそもう、全くの誤ご解かい、初雪様の『誇こ大だい妄もう想そうの被ひ害がい妄想』でございます。

　しかし、この思いこみの激はげしい女子高生にとって、今も耳の奥にコダマする言葉の断片、

『高校生って身体の成長が早い（早い……早い……早い……（エコー））』

『身体検けん査さがあるから、織人くんもそれに参さん加かしてね（してね……してね……してね……（エコー））』

『その身体検査会場で、彼女を動けないように固定してから、たくさん触さわりましょう（ましょう……ましょう……ましょう……（エコー））』

　とりわけ、

『特に、おしりを重点的に（的に……的に……的に……（エコー））』

　とくれば、もはやそれは初雪様にとっては、自分のカラダの秘ひ密みつを暴あばくための特別身体検査を開く相談に他ならないのであります。そして、これらのキーワードのうち、半分は既すでに初雪様の脳のう内ない妄想なのですから、私共といたしまても、もはやどうやってフォローしたらいいのか解わからない状じよう態たいにありまして、とにもかくにも本当に困こまったお嬢様なのでございます。




　──ですが、実じつ際さいに起こったコトだけを、きちんと述のべるならば、




　初雪様は、

（ああっ、もう、そんな身体検査をされたら、全て終わりになってしまいます……!!）

　と、少年と教師のやり取りにショックを受け、その場から再ふたたび走り出してしまう事じ態たいへ。

「な、なぁっ!?」

　それを目にした織人様にとったら、初雪様が自分と目があった瞬しゆん間かんに逃とう走そうしたと見えて当然でございます。

　なおかつ、

「ごふっ！」

「うわぁッ!?　お、奥山先生が、なんの前まえ振ふりもなしに吐と血けつした!?　だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　織おり人と様はとっさに教師の肩かたを支ささえるも、もうどうしていいのか解わからずにオロオロするばかり。

「平気、平気よ……？　これくらい、いつものコト……。私は今、本当は松まつ岡おか総合病院のベッドの上で──」

「だめですー！　全然まったく平気じゃないですよ!?　あ、あの、スグにヒトを呼よんできますから、ここで待っててくださいね!?」

　と、立ち上がった織人様は「本当に、なんとも、ないから……」と血をこぼし続ける口を押おさえる担任教師をベンチに横たえ、「絶ぜつ対たいにそこを動かないでくださいよ!?」と、ダッシュ開始。

　織人様の目的地。

　彼の視し線せんの先にあったのは、遥はる奈な原ばら初はつ雪き様の後うしろ姿すがたでございました。

　そうなのでございます。

　この学校のどこに保健室があるのかも知り得ていない織人様にとっては、同じ担任を持つクラスメイトに協力してもらうのが最善の策さく。そして、これをキッカケにして、そう、まずは先生を助ける名めい目もくで、遥奈原初雪さんとお近づきになる。なんて自然な流れでございましょう。この作戦、きっとファーザリオン様も承しよう認にんなさってくださいます。

「ま、待ってください！　担任の、奥おく山やま先生が口から血を……！」

　しかし一方で、少年に追いかけられている初雪様にとっては、さらに背はい後ごから奥山先生の名前を告つげられたコトにより、身体検けん査さへの恐きよう怖ふがさらにアップ。両りよう脚あしに、さらに力が籠こもるのです。

　ですが、男の子である織人様だって負けてはいません。

　やがて彼女の背せが徐じよ々じよに大きくなり、

「先生が、急にすごい血を吐はいて……!!」

　ついに織人様は、

　このままでは逃にげ切きれぬと判はん断だんした初雪様が、とっさに飛び込んだ扉とびらの中へと、

　自らも突とつ入にゆうするのです。

　そして、




「「っ!?」」




　少年と少女、お互たがいが、室内の雰ふん囲い気きに脚あしを止め、言葉を失うのであります。

　そこは校内にあって、他の部へ屋やとはまったく異ことなる空気を持つ一室でした。

　床ゆかは毛足の長い絨じゆう毯たん敷じき。部屋の中央には重じゆう厚こうな応おう接せつソファが置かれていて、壁かべ際ぎわに並ならんだガラス張ばりの棚たなの中には幾いくつもの輝かがやかしいトロフィーや楯たてが飾かざられていました。上方には、額がくに納おさめられた数々の賞状がコチラを見下ろしていて──

　そう、ここは、

「校長……室？」

　織おり人と様は思わず口にします。もちろん初はつ雪き様も大いに狼ろう狽ばい。

　しかも、周囲にはただの校長室には存そん在ざいしないようなモノまでちらほら散さん見けんされます。

【校長】と書かれた三さん角かく錐すいの載のる大きな机の背はい後ごには、立りつ派ぱな鹿しかの角に載せられたモノモノしい日本刀の大小が鎮ちん座ざしていますし、上部、天てん井じよう付近にあるのは、おそらく神かみ棚だなでありましょう。ああ、これではまるで代だい紋もんを掲かかげた──

「だ……誰だれか来る!?」

　とっさに少年は身み構がまえます。気付いたのです。自分たちが入ってきた廊ろう下か側がわの扉ではなく、部屋の奥にあったドア──おそらくその先には職員室に繫つながっていると信じます──のノブが、〈がちゃり〉と、音を立てたコトに。

「こ、こっちに!!」

　織人様は、〈はっ〉とする間も無い初雪様の黒くろ手て套ぶくろに包まれた腕うでを取り、部屋の隅すみ、壁かべ際ぎわにあった掃そう除じ用具ロッカーの中へと、彼女を押おし込こみ、自分もそこへと身を隠かくしたのでございます。




　入いれ違ちがいに室内へと脚あしを踏ふみ入いれたのは『県立・吝やぶ華さか高校』校長、獅し子し蔵くら雷らい為なす、そのヒトでありました。




　御おん歳とし・九十二歳。

　その背せ筋すじはピンと真まっ直すぐ、大正生まれとは思えないほどにカクシャクとしており、身長は百九十センチなんなん。体重は百十二キロという引ひき締しまった巨きよ体たいの持ち主であり、折り目の正しいシャツの上からでも、隆々りゆうりゆうと全身に付いた筋きん肉にくが誇こ示じされています。

　やがて、生徒や教師達から『ライナス校長』あるいは『クララ校長』と親しみを込めて呼よばれている彼は、

「ふぅ……」

　窓まどを背せにした黒くろ革かわ張ばりの大きな椅い子すに腰こしかけ、息をつくのですが、そのなにげない溜ため息いきですら、まるで黒雲が孕はらむ遠えん雷らいの如ごときでありました。

　織人様は自分の選せん択たくが、当たっていたコトを確かく信しんいたします。

　もし、この人物に見つかってしまったら、自分たちがいったいどうなっていたものか……。

　しかし、幸運なコトにどうやら、獅子蔵雷為校長は、この部屋にある侵しん入にゆう者しや、織人様と初雪様には気付いていない様よう子す。

　少年は、静かに、息をつくのです。

　そして、

（あ、あれ……？）

　今の自分の状じよう態たいに、ようやく気が付くのでした。

（なぁ……ッッ!?!?）

　初はつ雪き様と、超ちよう密みつ着ちやくでございました。

　先ほどまでの逃とう走そう劇げきとは一いつ変ぺん。

　その差はゼロ距きよ離り。しかも、向かい合わせで。

　これが小学生同士などであったならば、もっと悠ゆう々ゆうと二人は掃そう除じ用具入れという狭せますぎる密みつ室しつに隠かくれていられたのでありましょう。

　けれど二人は既すでに高校生。

　お互たがいのカラダは、十分に育っておりました。

　息を潜ひそめなくてはいけないのに、どうしても、呼吸のリズムが、お互いにおかしくなってしまいます。

　お互いがその体温を、感かん触しよくを脳のう裏りから追い出さなくてはいけないと思えば思うほど、それは意い識しきの最前に出てきて。

　なおかつ、

（う、ぅわあぁあ……っっ!?）

　そうなのです。初雪様と密着してしまった織おり人と様には電流にも似にた彼女の思考、〝映像ビジヨン〟が、脳のう髄ずいへと流れ込んでくるのであります。







　──雨が降ふっていた。

　初雪が逃にげ込こんだ場所は、まるで掃除用具ロッカーの如ごとき、狭い通路。

　周囲は夕ゆう刻こくよりも暗く、彼女を取り囲むコンクリート壁かべの雨あま染じみは、ここへ迷まよい込こんだ者を溶とかして飲み込むために染しみ出でた粘ねん液えきに見えた。

　奥おくへ進めば進むほど、もう戻もどれぬと知りながら、ゆっくりと、少女は追い込まれ続けている。

『……この写真も、本当は、自分から取って欲しかったんでしょう？』

　明らかに状況じようきようを楽しんでいる織人の口調。追つい跡せき者しやである彼の手には今、グレープフルーツ大に巨きよ大だい化かしたレンズが付いた携けい帯たい電話が握にぎられている。

『ほら、見てください』

　少年が特製の携帯を操そう作さすれば、初雪の左右を挟はさんでいた壁が巨大なスクリーンへと変へん貌ぼう。ハイビジョンで少女の姿すがたを、見上げるようにしてカメラを覗のぞき込こむ小こ悪あく魔まのような瞳ひとみの初雪をそこへと映し出す。

『ち、ちがいます！　こんなの、こんなのって……』

　それはまったく覚えの無い静止画が像ぞう。しかし、発光する壁は次々に初雪の姿を映し出す。そのどれもが彼女であり、彼女ではなかった。

　初はつ雪きはあまりの恥はずかしさに、顔を背そむける。

　携けい帯たいを操そう作さする織おり人とはゆっくりと少女へと近づいてくる。

　等とう距きよ離りを保たもつように初雪は後ずさる。

『だったら何な故ぜ、僕に早くこの写真を消すように言わなかったんですか。それが何よりの証しよう拠こなんです。あなたは、……望んでいたんですよ』

　床ゆかに敷しかれた長い毛の絨じゆう毯たんは、既すでにぐっしょりと濡ぬれており、そこへ脚あしをとられた彼女は〈びしゃり〉と尻しり餅もちをつく。いや、裸足はだしの初雪は、その柔やわらかさへと、逃にげ込こんだのかもしれない。

『だって、あなたのコトは、学年も、クラスもわからなかったし……。それに、いざ、わかったら、隣となりの席だった、なんて──』

『だったらなおのこと、都つ合ごうが良かったはず。声をかける千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスじゃないですか』

　初雪は前まえ髪がみから雫しずくを垂たらしながら、ずるずると身を引く。

『……ひどい、……ひどいです……』

　冷える肩かたを、カラダを、少女は縮ちぢこまるように抱だきしめる。

『だったら、あの〝陰おん陽みよう師じ〟の力で、無理矢理僕から奪うばえばいい』

　織人の言葉に、〈はっ〉と顔をあげる。左右から自分を押おし潰つぶすようにそそり立つ壁かべは元の濡れたコンクリートに戻もどっていた。

『そんなこと、できません……』

『あなたは『カラダの秘ひ密みつを探さぐるために身体検けん査さをする』と聞いて、逃げ出しはしたものの、やはりこうして追いつめられている。……というよりも、最初から、逃げる意い志しがなかった？』

　初雪は、弱々しく首を振ふる。

『ちがいます……』

『なにが違ちがうと言うんですか？』

　弱々しく、前髪から雫を垂らしながら、初雪は織人を見上げる。

『だったら、私は──』

　ついに、少女は行き止まりの壁に背せを付ける。

『──私は、どうしたら、よかったのですか……？』







（そうか……）

　織人様は、本日初めて流れ込んできた初雪様の〝映像ビジヨン〟に、

（……そう、だったんだ）

　確かく信しんするのです。

　自分と共にロッカーの中に隠かくれる少女、『同じクラスの隣の席』にして〝陰陽師〟である彼女は、

　ただ、ずっと怯おびえていたのだということに。

　考えてみれば、あたりまえのコトなのです。

　彼女ほど『普ふ通つうでありたい』と願う十六歳の少女が、はたして存そん在ざいするのでしょうか。

　多感な年とし頃ごろの女の子が自分の特とく異い体たい質しつ、《他人に思し考こうを読み取られてしまうという》という能のう力りよくとどのようにして今まで戦ってきたか。

　それを考えれば、突とつ然ぜん目の前に現れ、『遥はる奈な原ばら初はつ雪きが〝陰おん陽みよう師じ〟であると知ってしまった転校生である自分』という存在が、どれほどの脅きよう威いであったのか。

　織おり人と様は、自分が安あん易いに取ってしまった『彼女を必死に追いかける』という行動が、どれだけ初雪様を怯えさせてしまっていたのかを思い、愕がく然ぜんとするのです。

　そして少年が、改めてコチラから瞳ひとみを逸そらし続ける少女を見つめた、その時、




「誰だれだ？」




　突とつ如じよ、ロッカーの外から聞こえたのは、落らく雷らいと聞きまごう大音。

（し、しまった……!!）

　おそらく、初雪様の思考が〝映像ビジヨン〟となって流れ込んできた来た時に、自分は思わずミジロギしてしまったのでしょう。スチールロッカーが立てた音を聞きつけた校長は、静かに、無人の室内へと、問とい掛かけたのです。

　織人様は、そうっとロッカーの隙すき間まより外を、校長室内を、覗のぞきます。

（まさか、ウソだろ……!?）

　見ればライナス校長は背はい後ご、鹿しかの角で作られた刀置きへと手を伸ばし、悠ゆう然ぜんと、長刀を手にして立ち上がっている最さ中なかなのであります。

　何事が起こったのかと、密みつ着ちやくする初雪様のカラダも固くなっておりました。彼女には外の様よう子すを知る術すべはありません。

　かといって今、校長室で起こっているコトを織人様が説明するわけにもいかず。

　なおも少年が逃にげ道みちを探さがすために外に視し線せんを向ければ、

　ライナス校長は既すでに両の瞳に一いつ触しよく即そく発はつな陰かげりを落とし、このロッカーこそを仮か想そう敵てきとして、ゆっくりとすり足、居い合あいの構かまえでじりじりとにじり寄ってきているのです。

「ひぃぃいええええ……っ!!」

　という悲鳴を、織人様は心の中だけに押おし込こめ、動転を飲み込み、




　──目の前の少女が抱いだいている盛せい大だいな誤ご解かいを解とかない限かぎりは、死んでも死にきれないッ！




　その思いを気力の中ちゆう心しん軸じくとして、少年は無理矢理自分を落ち着けることに、なんとか、成功いたします。

（なにか、絶ぜつ対たいにこの状況じようきようを切きり抜ぬける方法があるはずだ……っ!!）

　震ふるえてしまう深呼吸。織おり人と様は目を皿さらにし、ロッカーのスキマより、そう広くはない校長室を視し線せんでもう一度超観察いたします。

　……柔やわらかい小型のトリケラトプスが寝ねそべっているかのような総そう革かわ張ばり茶色い応おう接せつソファ。ガラステーブルの上にはクリスタルの灰はい皿ざらと卓上ライターに真新しい学校のパンフレット。開け放たれている窓まど際ぎわには、これも巨大な木製の執しつ務む机づくえ。机き上じようは質しつ実じつ剛ごう健けんといった風に整理されており、銀色のノートＰＣ、竜りゆう骨こつをくわえ込んだ松の盆ぼん栽さい、書類ケースには文ぶん鎮ちんに押おさえられたプリント類があり──

（ん……？　あ、あれは……？）

　机の一番目立つ場所。そこにあったのは、まったくもってこの部屋の雰ふん囲い気きにそぐわない、チープにピンク色なプラスチック製の、

（写真立てフオトフレーム？）

　瞬しゆん間かん、織人様に電でん撃げきの如ごとく、

（ッッッ!!）

　一つのアイデアが、降こう臨りんいたします。

　しかし、

（あ、あれを、どうやって──）




『ふぅ、やれやれ……』




　──レ、レキさんッ!?

　突とつ然ぜんの耳元からの声に、叫さけんでしまわなかった織人様が、本日のＭＶＰでございます。

　いったいどのような技わざでロッカーに潜もぐり込こんだというのでしょう。それは、織人様の肩かたに、いつのまにやら一仕事終えた風にくつろごうとしているキツネ型小動物、レキなのであります。

『化学室とやらの方は水道管とガス管の多重事故という線で話が進むらしい。一安心といったところだな』

　重じゆう厚こうな管楽器のような声を響ひびかせるこんにゃくギツネは、器用に織人の肩へと寝そべろうとするのですが、

『な、なんだその顔は。そもそもここはドコだ。……ん？　というかキサマ！　お嬢様にくっつきすぎだ!!　今すぐ離はなれろ!!』

　──無茶を言わないでくださいっ！

　見開かれた織人様の瞳ひとみの中にあるものを感じ取った式しき神がみは、『んむ？』と、隻せき眼がんの眉まゆ根ねを寄せるのです。

　──じ、実は……ッ!!

　織おり人と様は端は折しよれるだけハショって現げん状じよう、そして打だ開かい策さくをレキへと伝えます。

『ふむ……詳くわしい説明を聞いている時間は、無さそうだな』

　眉まゆ根ねを寄せてそれを聞いたレキは黒く湿しめった鼻を〈ふふん〉と鳴らします。ハッキリ言って、織人様から聞き取れたのは【外の校長】【気を逸そらす】【今すぐに】【フォトフレーム】【脱だつ出しゆつ優ゆう先せん】などという断だん片ぺんとも言える情報のみ。しかし、織人様は右みぎ肩かたに乗ったレキの爪つめが食い込んで来るコトにより、賢かしこすぎる式しき神がみの準じゆん備びが整ったコトを知るのです。

「初はつ雪きさん」

　織人様は、「は、はい」と、コチラに身を寄せるようにして震ふるえる初雪様へと、できるだけ優やさしく、小さく告つげます。

「絶ぜつ対たいに、ここから動かないでください」

「……え？」

「僕が、なんとかしますから」

　──じゃあ……、行きます!!

『いつでも』

〈どばんっ！〉と、

　織人様はあっけに取られている初雪様をロッカーの暗がりに残し、レキと共に、校長室へと無言で飛び出すのです。

　刹せつ那な、

「破はァッ！」

　既すでにロッカーを抜ばつ刀とう圏けん内ないに納おさめていたライナス校長の腰こしから飛び出る一いち条じようの鉄てつ閃せん。

「ひぃエっ!?」

　ヌメって光る刀身が織人様の首を舐なめ上あげなかったのは、偶ぐう然ぜんにも少年が身をかがめていたからに過すぎません。

　少年の頭上を通つう過かした刃は、かすった前まえ髪がみの数本を〈ちりッ〉と枝えだ毛げにし、その微かすかな感かん覚かくに織人様はすくんでしまいそうになりつつも、

「ぅうわぁぁあああああッ!!」

　と声をあげ、ソファの陰かげへと滑すべり込こみ、

「っはぁぁぁ……ッ」

　命があることを、確たしかめるのです。

　迎える、ラウンド・ツー。

　抜ぬき身みの日本刀を腰こしダメに構かまえた校長は、すでに我が校の男子生徒がロッカーに入っていたのだと理り解かいしていました。そして今は牛ぎゆう革かわ張ばりのソファの向こうにいるのだということも。

（ならばなぜ、刀を鞘さやに戻もどさない!?）

　織おり人と様の背せ中なかにぞろりと生温かい汗あせが滝たきとなって流れ落ちる、まさにその時。




〈かたんッ〉、と──




　届とどいた音は、【校長】と書かれた三さん角かく錐すいの置かれた机の上に置かれたピンク色の『写真立てフオトフレーム』が、突とつ如じよ倒たおれた硬かたい響ひびき。

「っ!?」

　ライナス校長は電でん光こう石せつ火かで背はい後ごを振ふり向むき、

　織人様だけが、その光景の中に見るのです。

　倒れたフォトフレームの中から器用に曾ひ孫まごの──もしくは玄やしや孫ごの──写真を取り出し、その口にくわえる式しき神がみ、

　レキの姿すがたを。

（よし……ッ!!）

「な、なんだ!?」

　ライナスは目を瞠みはります。

　それもそのハズ。

　隻せき眼がんの式しき神がみ狐ぎつねを見ることができない校長には、内部の写真が偶ぐう然ぜん、写真立てからこぼれ出たようにしか見えないのです。そして、やおら〈ひらひら〉と空中に舞まい上あがる写真の軌き道どうも、なにゆえか起こった上昇じようしよう気流に写真が流されているとしか認にん識しきできなくて。

　いや、それよりも、

「こら！　待て！　降おりてこい！」

　彼にとっては、まさしく目玉の代わりに眼がん窩か入れて、いつも一いつ緒しよにいられるものなら是ぜ非ひそうしたくてたまらない大切な玄孫の写真です。刀をソファに放り出し、必死に両手で空中を漂ただよう写真に手を伸ばして摑つかみかかります。

（この室内で一つだけの違い和わ感かん。それを許きよ容ようするほど、校長にとってあの写真、お孫さんの存そん在ざいは大切なモノ。それこそが脱だつ出しゆつのための活路になる……!!）

　まさにその通りでございました。

「おのれ、どうなってる！」

　九十二歳にしては機き敏びんすぎる校長でありますが、空中を蹴けり、踊おどるようにして身をひるがえすコンニャクギツネが相手では分ぶが悪すぎるというもの。散さん々ざん翻ほん弄ろうされてしまい、

　そして、レキの持つ銀ぎん水すい晶しようの瞳ひとみと、織人様の視し線せんが交差した、次の瞬しゆん間かん、

（なッ!?）

　なんとレキは〈くるり〉と身を躍おどらせ、開いていた窓まどから、外へとジャンプ！

「うおおお！　待てぇ!!」

　それを追って窓まどから外へ、校長もジャンプ!!

「え、ええええええッ!?」

　確たしかに『校長室から外へ』と織おり人と様はレキに伝えましたが、

「まさか、窓から本当に外へ行くなんて……!!」

　織人様がソファーの陰かげから飛び出し、慌あわてて窓から下を覗のぞけば、

「うわ、無む傷きずだ!?」

　高さ七～八メートルあるハズの校舎の下、アスファルトの地面の上で、写真を頰ほおずりしているのは確かに校長なのです。

「って、感心している場合じゃない！」

　織人様は、オロオロとロッカーの中から姿すがたを現す初はつ雪き様の手をとり、「きゃっ！」と驚おどろく初雪様と共に廊ろう下かに飛び出て、それから、

「こっちです！」

　目に付いた近くの階かい段だんを駆かけ上あがれるトコロまで登り、そこにあった鉄製の扉とびらを開けて、

「ここまで、来れば、もう平気でしょう」




　晴はれ渡わたった午後の空。




　屋おく上じようへと、やって来たのです。

　昼休みという貴き重ちような時間に、教職員のための校舎、管かん理り棟とうの屋上にやってくる生徒も少ないのでありましょうか。

　運良く無人の空の下には、織人様と初雪様の二人だけ。

「ええと……」

　織人様は、初雪様に向き直り、

「突とつ然ぜん、なんだと思うだろうけど、こ……これ……っ！」

　もぞもぞっとポケットから取り出し、初雪様の前に提てい示じしたのは、カメラのレンズは至いたって普ふ通つう、織人様愛用の携けい帯たいなのです。

　そして、

「ほら、これ、……このサムネイルを見みて貰もらえばわかるけど、近所のノラネコを撮とったのが最後なんだ。僕、携帯に付ふ属ぞくするマイクロＳＤとか持ってないし、データを他に移うつしたわけでもなくて、ええと、その、だから、何が言いたいかと言うと──」

　織人様には解わかります。自分はこれ以上続けたら、しどろもどろになって、何を言いたいのかわからなくなってしまうだろうから、

「僕、初雪さんを撮ってなんか、ないんです」

　結論を。

　一方、まくしたてられるように喋しやべる少年を前に、初はつ雪き様は、きょとんと、瞳ひとみを見開いていて。

「それから、ええっと、さっき、僕が奥おく山やま先生と話してた身体検けん査さのコトだけど──」

　織おり人と様は自分の後こう頭とう部ぶをぐりぐりと手のひらでなで回し、

「あれは、転校生である僕が受けなくちゃいけない身体検査なんだ。他には、休んじゃった生徒とか。だから明後日、僕は保健室に行かなくちゃならなくて」

　少年は、ちらりと、あっけに取られたようにコチラを見上げる初雪様を確かく認にんし、大きく深呼吸。

「あと、昨日の放課後の、コト」

　フラッシュバックするのは、先ほど確たしかめた、めちゃくちゃになったままの化学室。

「……あの時は、ありがとう」

　織人様は、切り出します。

「初雪さんがいなかったら、絶ぜつ対たいに僕はここにいなかったと思う」

　瞬しゆん間かん、初雪様の胸むねが膨ふくらみ、そのまま呼吸が、止まります。

「本当なら今朝、すぐにでも、御礼が言いたかったんだけど。その……、遅おくれて、ごめん」

　少女の想いをよそに、少年はさらに続けます。

「それから、まだあるんだ。あの、これ……」

　織人様は初雪様へと、先ほどとは違ちがう、白い携けい帯たい電話を差し出します。

「これ、は……」

　初雪様は、初めて口を開きます。

「昨日の朝拾って、ずっと渡わたし忘わすれてて……」

　固まってしまったクラスメイトの女の子に、織人様は今さらのように慌あわてて、

「も、もちろん、なにもいじってないよ!?　っていうか、あれからスグに、電池が切れちゃって、中を見たくても見れない状じよう態たい──って、あ、その、別に僕は、中身を見たかったわけじゃなくて……!!」

　しどろ、もどろ。

　そんな織人様に、初雪様は小さく下を向き、頰ほおを赤くするのです。

「どうも、ありがとう」

　彼女は白い携帯電話を、織人様から両の手のひら包むように受け取り、



「あ、ストラップが……」

　気付きます。手の中の携帯、そこから伸びている紐ひもの先が千切れたようになっていて、キツネのマスコットが無くなっているのです。

「あ、そ……っ！　それはっ!!」

「うぅん、いいんです。大だい丈じよう夫ぶ……」

　この時、初はつ雪き様の心に広がっていた思いは、彼女にとって初めてと言ってもいい温かさを持っていました。おそらく、最後にこんな心持ちになったのは、ものごころがつく前だったような気さえするのです。

「ありがとう、ございます」

　初雪様は、織おり人と様から目を逸そらし、うつむくようにして、

「……さっきも、校長室で、私を助けて、くれて」

　紡つむぎます。

「い、いや、あれは、僕が追いかけたから──」

「うぅん、ちがうの。そう、ありがとう。ありがとう……なんです」

　そう、彼は昨日の放課後も、




　自分を助けてくれた。




　救すくって貰もらったのは、こちらの方。

　それなのに、どうしてこんなにも、彼を疑ってしまったのだろう。

　初雪様は、急に自分が恥はずかしくなって、耳まで真っ赤になってしまうのです。

「あ、あの……っ、いえ、僕は、……というか──」

　一方、織おり人と様はそんな初はつ雪き様の様よう子すに、さらに動どう揺ようしてしまいます。

　そして彼女は、そんな彼、森もり口ぐち織人様を見て、今朝、勒ろく天てんから課かせられた使し命めいを、今の自分なら果たせることに、気付くのです。

「あの、まだ、自己紹しよう介かいを……」

　初雪様は息を整え、切り出す勇気をかき集めるために、織人様を見上げます。

「あ、ええっと！」

　すると彼は、喉のどにつまっていたお餅もちが〈すぽーん〉と取れたかのように、息を絡からませ、

「僕は、昨日からこの学校に転校してきた……」

　同じくラスの、一人の女の子だけために、

「森口織人って、いいます。よろしくお願いします」

　思わず気をつけをしてから、ぺこりと軽く礼。

「私は──」

　続いて返答。自己紹介をされた少女は、

「──遥はる奈な原ばら初雪といいます」

　自分も名乗って、続けます。

「織人……さん」

〈どぐっ〉と、織人様の胸むねが締しめ付つけられます。彼は初めて、彼女に、名前を呼よばれて。

「は、はい……」

　答える織人様に、初雪様は、きちんと──しかし、織人様からすれば、かなりおずおずと──目の前の少年に、告つげるのです。

「今日、学校が終わったら」

　少女は〈こくん〉と、なにかを吹っ切るように、小さく、頷うなずいて。




「私の家に、来てください、ませんか……？」




　昼休み終了五分前を告げるチャイムが鳴なり響ひびく『県立・吝やぶさ華か高校』。

　織人様はそれが鳴り終わった後も、しばらく、口をきくコトができなかったのでございます。
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　山の中腹を縫ぬう小道からは、西の連山に触ふれ始はじめた太陽と、そこから繰くり出だされる茜あかね色いろの光に長い影かげを引き始める街まち並なみが一いち望ぼうできました。

「ふぁぁ……」

　絶ぜつ景けいとまではいかないまでも、そんな眼がん下かに広がるフルハイビジョン的な光景を前にした織おり人と様は、胸きよう中ちゆうに〈ひたひた〉とある種の感かん慨がいが湧わき上あがってくるのを感じます。

　転校二日目。

　織人様の新高校生活は、至いたって滞とどこおりなく──というよりも、台風翌よく日じつのライン下りぐらい激げきスムーズにスタートを切っております。彼が所しよ属ぞくするコトとなった『二年Ｇ組』というクラスは、右も左も解わからぬ転校生が馴な染じみやすいドコロの話ではありませんでした。もしかしたら前にいた高校のクラスメイト達と一年間で喋しやべった量を、今日一日のみで抜ぬいたかもしれないくらい、Ｇ組の様々な級友達と挨あい拶さつ及び会話を遠えん慮りよ容よう赦しや無なく交かわしているのです。

「ぅう、少し喉のどがひりひりする……」

　織人様はカラオケで歌いすぎた時と同じ違い和わ感かんを持つ喉を、手で優やさしく揉もんだりしています。そんな彼の視し界かいには、もちろん見下ろす形で『吝やぶ華さか高校』校舎群と敷しき地ち内ないの施し設せつが納おさめられておりました。

　今いま頃ごろあの中では、織人様抜きで【ＵＮＯ大会】や【校庭鬼おにごっこ】、そして【校舎内リアルかくれんぼ】が行なわれているハズなのです。クラスメイト達は早々に帰かえり支じ度たくをしてしまう転校生にブーイングを起こしましたが、織人様には級友達の誘さそいをどうにかこうにかやり過すごさなくてはいけない理由があったのです。

　それは放課後よりもずっと前。昼休み終了直前に交かわされた約やく束そく。

　──山の小道に立ったままな織人様の視し線せんは、次し第だいに学校の北校舎・管かん理り棟とうの屋上へと注そそがれます。

　ここから助じよ走そうをつけて跳ちよう躍やくすれば、なんとか着地できてしまいそうな位い置ちにある（もちろん実じつ際さいにジャンプしたら死にますが）緑色のフェンスに囲われた空間で、およそ四時間前に行なわれたクラスメイトからの申し出。




「私の家に、来てください、ませんか……？」




　あの遥はる奈な原ばら初はつ雪きという少女が顔を赤く染そめながら、おずおずと切り出した言葉に、

　自分がその時どのような返事をしたのか。

　実を言えばおぼろにしか憶おぼえていない織おり人と様なのでありますが、しかし、自分が『ここ』に、転校初日、彼女と正面衝しよう突とつしてしまったこの坂道にいるというコトは、おそらくＹＥＳ系の答えを、初はつ雪き様へと返したのでありましょう。

　織人様を自宅へと招まねく決心をした少女は、彼に家までの道のりを教える際さいに、

「昨日、ぶつかりあってしまった坂道を、憶えて……ますか？」

　そう、切り出しました。

　前にも一度、一いち之の瀬せカスミ様が教室内で織人様に噂うわさした通り、初雪様の住む家は我等が学まなび舎や『吝やぶ華さか高校』の『裏うら山やま』に位い置ちしております。彼が今登っている小道は＝イコール転校初日に織人様が迷まよい込こんでしまった小道であり、毎朝毎夕、初雪様が使用する通学路でもあったのです。

　この道順を教おしえて貰もらった転校生は非常に安あん堵どしたものです。

　なにしろ、織人様は通かよい慣なれた近所のジャスコへ消しゴムを買いに行った際にも、店てん舗ぽ内ないで容よう易いに迷まい子ごと化してしまい、ベンチで茫ぼう然ぜんとしているところを見るに見かねて声をかけてきた四歳の男の子に訳わけを聞かれ、文具コーナーまで案内してもらった過去を持つ身でございます。

　一方、初雪様がおっしゃるには、学校から遥はる奈な原ばら家けまでは一本道とのコト。

　これならば、いかな織人様でも迷ってしまうハズがありません。目印として教えて貰った、『遥奈原家』へと続く小道への入り口である〝お稲荷いなり様〟も簡かん単たんに見つけることができました。

「さて……」

　織人様は改めて確かく認にんします。ここからの景色は、確たしかに昨日の朝、霧きりが晴れた瞬しゆん間かんに広がった眺ながめに間ま違ちがいなくて。

「行ってみよう」

　こんにゃく小動物であるレキは『校長室ノ変』以い降こう、織人様の前に姿すがたを現していません。自分以外には声も聞こえないし姿も見えないという、一歩間違えなくとも非ひ常じように悩なやましいあの式しき神がみ狐ぎつねには放ほう浪ろう癖へきでもあるのでしょうか。ともかく、まあ、お互たがいを待ったりする約束もなにもない一人と一匹。ちょっと気にはなりますが、彼は小道を──織人様はまだ知り得ていないのですが〝昭あき沙さ山やま〟と呼よばれるこの山を──再ふたたび登り始めます。

　ちなみに、

　織人様は既すでに携けい帯たいから家にいる母親宛あてのメールを一本入れてございます。


　件名：【（non title）】

　本文：【友達の家に寄るので、ちょっと遅くなります！】



　四十五秒後にやって来た、母親である森もり口ぐち緯い央おからの返信。


　件名：【やるねー！】

　本文：【ガンバって!!（親指を立てた絵文字）】



　母が息子にいったいなにをガンバるよう期待しているかは、いささか不明でありますが、とりあえず一定の自由時間を確かく保ほできている織おり人と様でありました。

　さて、それからしばらく土と石を固めただけの小道を進んでいた彼は、ふと、立ち止まるコトになります。

「お、おや？」

　織人様の目の前に現れたのは、Ｔ字路でございました。

　──一本道って、言ったのに……。

　道の構こう造ぞうから見てみれば、今まで歩いてきた小道が本道に出たという感かん覚かくに近いでしょうか。車二台がどうにかすれ違ちがえるくらいの幅はばを持つ道が、左手には緩ゆるいカーブを描えがいて下りに、右手の方向は上り坂になっているのです。

「う、ぅぅううううん……」

　左くだりか右のぼりの、二に択たく。

　制服姿すがたの少年の心は、急に慌あわただしくなってしまうのです。

「『一本道』、というのを信じるならば……」

　若じやつ干かんのためらいの後、織人様はどちらかというと道なりな気がする右手、上り坂を進みます。

　その道は、路面がアスファルトではなく、不ふ揃ぞろいの白い石が組み合わされたもので構こう成せいされていました。木々のスキマを抜ぬけてきた夕ゆう陽ひが、表面を優やさしくキラキラさせています。

　しかし、そのような風ふ情ぜい溢あふれる山道も、

（道はこっちで、あってるの、かな……）

　という心のザワメキを薄うすめるコトはできません。それどころか、不安は徐じよ々じよに増まし始はじめるコトになりました。もしかしたら、あの小道の段かい階だんで間ま違ちがっていたのかもしれないというくらいに。

　原げん因いんは、織人様の左手にある『壁かべ』にありました。

（時代……劇げき？）

　壁沿いに進む織人様が、ちょんまげ的な感想を抱いだくのも無理はありません。

　それは、忍にん者じやの修しゆ業ぎようを積んだ者なら、ひょっとしてなんとかなるくらい──要するに織人様の身長より二・五倍くらい──の高さを持つ『なまこ壁』で、てっぺんにはくすんだ灰はい色いろの瓦かわらが敷しき詰つめられておりました。

　そして、織人様の『これは戻もどった方が、よくないですか？』という思いが最さい大だい値ちまで達したのは、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいりつつ、きょろきょろと周囲を見回しながら、いつのまにか平らになった道で、ふと影かげに脚あしを踏ふみ入いれたと感じ、前を見上げた時点でございます。

「な……っ」

　そびえ立っていたのは、巨きよ大だいな木製の門でした。

　左右に巨大な仁に王おう像ぞうが建たっていないのが不ふ思し議ぎなくらい、見るからに頑がん丈じよう、黒瓦を乗せた二に層そうの屋根を持つやぐら門でございます。

「また、道を間ま違ちがえた……」

　織おり人と様は、もはや焦しよう燥そう感かんの塊かたまりでありました。

　これと同じコトを、彼は既すでに何度か体たい験けんしているのです。

　山の中にはどういうわけなのか、唐とう突とつにこのような公共施し設せつ的てきな建たて物ものが忽こつ然ぜんと姿すがたを現すコトがあるから困こまります。苦労して坂道を登り切ってみれば、そこにはキャンプ場があるハズだったのに、なぜか森の中の美術館だったり、運の悪い時には発電所や電でん波ぱ塔とうに辿たどり着ついてしまことすらあるのです。

　おそらく目の前にあるこの門も、県や市が管理している歴史資料館的な建物の一部なのでありましょう。ひょっとしたら昔ここにあった城じよう跡せきなりを復元・保ほ存ぞんしたものかもしれません。織人様は社会で習ったコトを思い出します。

「まったく、一本道すらまともに歩けないのか、この僕は……」

　そして、〈がっくり〉と肩かたを落とす、高校二年生男子・織人様が〈とぼとぼ〉と来た道を戻もどり始めた、その時でございます。




〈ぎ、きぃぃ……っ〉と、




　背はい後ご、やぐら門より乾かわいた木が軽く擦こすれる音。

「？」

　風でも吹いたのかと、織人様が振ふり返かえれば、

　大きな両開きの門の脇わきに付いた、小さな──とは言っても、織人様の家の玄げん関かんくらいの大きさはございます──くぐり門が開き、




　そこから一人、黒くろ縁ぶちメガネの少年が顔を出しているのです。




「…………」

　顎あごが細く、若じやつ干かん長めの髪かみの毛に理知的な黒縁メガネが印いん象しよう的てきなその男子は、門から身を乗り出すようにして織人様の姿すがたを確たしかめた後、もう一度周囲を見やってから、門の外へとやって来るのです。

「あなたが、森もり口ぐち織人様でしょうか」

　問われた織人様が彼に抱いだいた、第一印いん象しよう。

（なんだかファンシー……）

　というのも、織人様より若干背せの低い──おそらくは歳も一、二歳くらい年下な──黒縁メガネの男子が身に纏まとっていたのは、若わか芽めのような萌もえ葱ぎ色いろを、もっとパステル調にしたような色合いの袴はかまに、上は白びやく衣えという出いで立たちで……

（……じゃ、なくてっ！）

　織おり人と様は、そのような格かつ好こうを、神社に勤つとめる神しん職しよくの男性などがしているコトを思い出し、同時に、

「あ、は、はい。僕が、森もり口ぐち織おり人とです、が……」

　白しろ足袋たびに草ぞう履りという少年へと答えるのです。

　すると、山の麓ふもとにある高校の制服姿すがたな織人様を頭のてっぺんからつま先まで、黒くろ縁ぶちメガネに指を添そえたままの視し線せんで眺ながめた彼は、

「……ありえない」

　呟つぶやくのでございます。

「え？」

　うまく聞き取れなかった袴はかま男子の囁ささやき。織人様は思わず聞き返してしまいます。

　けれども、

「自分は当とう屋や敷しきにお仕えする維ゆい摩まと申します」

　何事もなかったかように一礼をする少年。つられて織人様も「ど、どうも」と頭を下げます。

「本日はようこそおいでくださいました。御嬢様がお待ちです。どうぞ中へ」

「ちょ、ちょっとすいません。一つだけ、いいですか？」

　しかし、腰こしをかがめて門の中へと手を差し伸べる維摩少年に、

「なんでしょう」

　織人様はなんとしてもこれだけは、最初に確かく認にんしておかねばならなかったのです。

「あの……ここが、遥はる奈な原ばらさんの、お宅なんですか……？」

　客人の問いに、ためらいなく「はい」と答える維摩。

　彼の背はい後ごには、巨きよ大だいなやぐら門。

　その返答に、

　織人様は頰ほおのラインに漫画のような汗あせをひとすじ、〈たらり〉と、滑すべり落おとすのです。
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　くぐり門から敷しき地ち内ないへと脚あしを踏ふみ入いれれば、山の麓から遠く聞こえていた街の雑音は遠くなり、織人様の周囲は静せい穏おんな空気に包まれました。

「とはいえ──」

　戸に閂かんぬきをかけた維摩は玉たま砂じや利りを踏ふみ、呆あつ気けに取られたままな織人様の前までやって来ると、

「──実は、森口様のお迎えの準じゆん備びに、少々手て間ま取どっておりまして」

　くいっと黒縁メガネを上げ、両の瞳ひとみを、鏡面的に光を反はん射しやさせたレンズ表面の奥おくに隠かくし、袴の少年は告つげて来るのです。

「用意が調ととのうまで、自分がお客様のお相手をするようにと、御嬢様より言こと付づかっております」

「は、はぁ……」

　門の内側を背せにした織おり人と様の目の前には、灯とう籠ろうや庭石、ツツジやモミジ、モクテンリョウ、太いサルスベリにツゲ、マツ、モッコクなどの豊かな緑が巧たくみに配はい置ちされた築つき山やまがありました。敷しき地ち内ないに入ればどれだけの眺ながめが広がっているのかと想そう像ぞうしていた織人様ですが、誰だれかに優やさしく包み込まれるような趣おもむきさえある風景に、今やなんだかほっとしている自分すら発見します。足元から続く、巨きよ大だいなモノリスの如ごとき石板を並ならべて作られた歩道（？）は、緩ゆるやかな築山を大きく右手へ迂う回かいする形をとって、既すでに明かりの灯ともった街がい灯とうとシダレヤナギの向こうへと続いていました。

「どうでしょう。よろしければ、それまで自分が庭園内をご案内いたしますが」

「はっ、え……」

　織人様はその申し出に、後こう頭とう部ぶを搔かきつつ、

「あ、じゃあ、……お願いします」

　ちょこりと頭を下げるのです。彼が一時的に主体性を失ってしまっているのも無理はありませんでした。初はつ雪き様は自分の家について語る時に、一切、このようなコトをお話しにはならなかったのでありますから。

「では、こちらへ」

　ここでてっきり、織人様はモノリスの道を案内されるのかと思ったのですが、維ゆい摩まは築山の左手、目立たぬ場所に配置されていた木戸を押おして、客人を促うながすのです。

　織人様は、素直にそれへと続きます。

「……ところで、お客様」

　そして、お客人を先せん導どうしていた維摩がそう切り出したのは、

　高い樹じゆ木もくの下、苔こけに埋うもれた飛び石路地の先にある、浅い小川の上に掛かかった狭せまい石橋を渡わたる最さ中なかでございます。

「お客様はこれまで修しゆ業ぎようを……と、いいますか、《陰おん陽みようの術じゆつ》は、どちらで？」

　──維摩、あなたは織人様を連れて庭園内を案内するのではなかったのですか？　今、あなたがお客様を案内している道は庭園管かん理り用ようの裏うら道みちのハズ。遥はる奈な原ばら家けが招まねいた客人に、そのような場所を歩かせるとは──……と、今さら問うたところで、せんのない話でございますね。

「は、い……？」

　もちろん織人様は、予想もしていなかった角度からの質問に戸と惑まどわざるを得ません。

「雰ふん囲い気きから察さつしますと、〝来くる島すま陰陽〟とも〝王いく生るみ式〟とも、お見受けしますが」

　聞きようによれば、好戦的とさえ言える突とつ然ぜんの維摩の問い。

「くるすま……おんみょう？　いくるみ、しき……？」

　織人様の困こん惑わくは、より深くなります。




　山の夜は、早うございました。




　落ちていく太陽からの光がさらに周囲の木々に阻はばまれ、既すでに周囲は明かりが無ければ足元もおぼつかなくなっております。

　加えて、邸てい内ないに入ってからここまで、維ゆい摩ま以外の人の気け配はいが、無く。

「あ、いや、ええと、すいません。……陰おん陽みようの術じゆつっていうのは──」

　薄うす闇やみの中、織おり人と様は前を行く維摩を追うようにして、確かく認にんいたします。

「──やっぱり〝陰おん陽みよう師じ〟と、関係あるコト、です、よね？」

「はい」

　低い声で答えるのは、暗がりの中の維摩。

「いえ、僕は、そういうのは、ちょっと……」

　謙けん遜そんでもなんでもなく、そう答える事が失礼にあたるのではとすら感じながら、織人様は答えます。

「どういうコトでしょうか」

　同時に、

　維摩は〈ざしゅっ〉と立ち止り。

「あ、え……？」

　もちろん、同じく歩みを止める客人。

　そこで織人様は、ようやく気が付くのです。

　遅おそいくらいで、ございます。




　この黒くろ縁ぶちメガネの袴はかま少年は、最初から織人様に良い印いん象しようなど、抱いだいておりませんでした。




「となりますと、まさか森口殿は、ただの一般人……と、いう事なのでしょうか」

　維摩の理知的な眼鏡の表面は、明かりの少ない道においても鏡状に光を反はん射しやし、彼の表情を隠かくします。

「ただのニンゲンが」

　そして袴の少年は、眼鏡のブリッジを指で押おし上あげつつ、今度は織人様に向かってハッキリと言葉にするのです。

「ありえない」

　と。

「あ、あの──」

「どうぞ。こちらが近道です」

　当とう惑わくしきりの織おり人と様をサエギるようにして、維ゆい摩まはそのまま道を進み、山間部特有、剝むき出だしの岩がん盤ばんが崖がい壁へきとなってそそり立った場所まで──依い然ぜんここも、客人には知りようもない事ですが、庭園管かん理り用ようの裏うら道みちでございます──背はい後ごを振ふり返かえりもせず、制服姿すがたの少年を案内するのです。

　立ち止まった維摩が、やおら壁へき面めんの暗がりへと手を差し伸べると、

〈バチン〉と、灯ともる照明。

「わ……」

　織人様は驚おどろいて目を凝こらします。

　裸はだか電球のオレンジ色に照らし出されたのは、目の前の岩盤内部でありました。

　それは壁面をくり抜ぬいて作られた、古びたレンガ造りのトンネル。

　両りよう腕うでを広げればいっぱいの幅はばを持つ坑こう道どう内の天てん井じようからぶら下がっている電球が、照明の正体だったのです。

「行きましょう」

　維摩が先に立って、トンネル内部へ足を踏ふみ入いれます。

「なぜ御嬢様はあなたのようなニンゲンを？」

「い、え。な、なんでで、しょう……」

　維摩の問いも、織人様の返答も、お風呂場での会話を思わせる反はん響きようを伴ともないます。吸い込む空気には坑内に溜たまった冷気が混まじっていました。

　会話は止まっていました。

　坑道内で音をたてるものは、二人の足音だけでございました。

　織人様は最初、不ぶ気き味みで薄うす暗ぐらいこのトンネルを、ただの一本道だろうと心の中で決めつけていました。恐おそらくは初雪様が待つ屋や敷しきのすぐ側そばに通じているのだと。

　しかし、やがて二人の前に現れたのは左右二ふた股またの分かれ道でございます。

　維摩はためらうコトなく、そこを右へ。

　そして織人様は、そのような分れ道が五つを越えたあたりで、数えるコトをやめました。

　キリが無くなって来たのです。坑道内には上下の移い動どうもありました。

「すいません、これ、どこまで続いているんですか？」

　さすがに、織人様は心配になってきます。もはや彼は現在地点を『近所のジャスコなど比べものにならないほど、入り組んだ場所に来てしまっているのは確たしかだ』としか、認にん識しきできていないのでございます。

「一説には、地の底そこにある〝冥めい界かい〟まで」

「え……？」

「冗じよう談だんです、お客様」

　立ち止まる維摩。けれど、なにが冗談なのか、織人様には判はん断だんできません。

「それよりも、あなたこそ、わかっていらっしゃるのでしょうか」

　ゆっくりとこちらを振ふり返かえる眼鏡の少年。

「当『遥はる奈な原ばら家け』は、関東最強の陰おん陽みよう集団『砂すな御み門かど』を束たばねる血族」

　初対面である袴姿はかますがたの少年に、客人である織おり人と様は、さらに剣けん吞のんなものを感じ取るのです。

「ただのニンゲンを、筆ひつ頭とう陰陽師である御嬢様がお招まねきになるハズが、無いのです」

　黒くろ縁ぶちメガネは「よいですか」と、フレームに指を添そえ、続けます。

「あなたとお嬢様では住む世界が違ちがいます。はっきり申しますと当家におきましては、あなたのような方が尋たずねて来ること自体が迷めい惑わく極きわまりない。まして、お嬢様に会いたいなどと……」

「そ、あ……」

　織人様としましては、だし抜ぬけにこのような強い拒きよ絶ぜつを受け、返す言葉が咄とつ嗟さには出てきません。とにかく、一いつ刻こくも早く外へ、初はつ雪き様の元に行かなくてはいけないコトだけを、びんびんに感じるのです。

「そろそろ時間です」

　しかし、理知的黒縁メガネの維ゆい摩まが、そう発言した次の瞬しゆん間かん。

「……あ、あれ!?」

〈すぅっ〉と、まるで透とう明めい度どを自由自じ在ざいに変えられるガラスが機き能のうを発はつ揮きしたかのように、

「御嬢様が、あなたのようになにもないニンゲンに用があるハズありません。どうかお引き取りを。運が良ければ、麓ふもとに出られるでしょう」

　今や、維摩の姿すがたはどこにもなく、ただ、彼のセリフのみが坑こう道どう内部に響ひびいているのです。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　なにゆえ人一人が突とつ然ぜん消えてしまうのか。理り解かいできない織人様ではありますが、ここまで来て案内人がいなくなってしまうコトがなにを意味しているのか。解わからない織人様ではありません。

「僕は初はつ雪きさんと約束したんです。それを守らずに帰るわけにはいきません！」

　彼は周囲を見回しながら叫さけぶのですが、

「どちらにしろ、自分はあなたを試さなくてはならない。来た道を戻もどることです。お一人で出来るなら、ですが」

　そこにあるのは、ただ声のみ。

「そん、な……」

　織人様は気が遠くなり、思わずその場にへたり込んでしまいます。ジャスコがダメなのに、こんな迷めい宮きゆうのような坑道から抜け出せるハズがないのです。

「──ならば、こういうのはどうでしょう」

　なおも、織人様を取り囲むように響く声。

「お客様が、この見えない身体に触ふれるコトができたら、元通りに屋や敷しきまでご案内いたしましょう。……まあ所しよ詮せん、ただの人間には無理なハナシでしょうが」

　維ゆい摩まの言う通りでございました。しかもコト、『道に迷まよわない』という一点において、織おり人と様は『ただの人間』以下の諸しよ機き能のうしか持ち合わせておりません。

「そんな、僕には無理です!!」

　少年は叫さけび、ひりついた喉のどに唾つばを飲み下します。

　しかし、自分の声が木こ霊だまするだけでメガネな少年は既すでにこの場にいないのか、返答は無くて。

　進しん退たい窮きわまれりとはまさにこの状況じようきようでございます。

「（冗じよう談だん抜ぬきで……）」

　突とつ如じよ少年を襲おそった、胸むねに突つきつけられたナイフの如ごとき危あやうい状況。照らされていない闇やみを濃こくする一方な裸はだか電球の下、ドリルも掘くつ削さく機きも無い時代に作られた、トンネルよりもなお狭せまく、閉へい鎖さされた炭たん坑こうよりもずっと複雑な、級友の庭に存そん在ざいするこの地下道で。

「（死ぬかもしれない……！）」

　逃のがれる方法はただ一つしかありません。自力脱だつ出しゆつが不ふ可か能のうならば、見えない維摩を捕まえる。しかしそれはおそらく、どちらにしろ限かぎりなくゼロに近い確かく率りつでしかありえなくて……。

　──そんな最悪すぎる現状に気が遠くなってしまったのでしょうか。

　やおら〈ぐらり〉と、

　織人様はまるで酔すい拳けんのように両りよう腕うでを投げ出し、〈ぐったり〉と仰あお向むけに倒たおれてしまうのです。




「……はっ??」




　そしてその、呆ほうけたような『声』は、虚こ空くうから。

　同じく、

「え……??」

　という戸と惑まどいの声は織人様の口から。

　なにゆえ、この場に果てしない『？疑問符』の空間が出現したのかと言えば、

　織人様が地面に横たわり、バンザイしているその指先が、驚おどろき呻うめく維摩の、白びやく衣えの襟えり元もとをつまんでいたからでございます。

「触さわり、ま、した……？」

　この時、維摩と同じくらい、織人様も自分自身が取った行こう為いに驚かれていたコトを、ここに明記しておかねばならないでしょう。

　驚きよう愕がくのあまり能のう力りよくが解とけて姿すがたを現してしまったのは、本名・奈な瀬せ維摩。




　彼は、十四年前に地中より発はつ掘くつされた鉄てつ鏡かがみの〝式しき神がみ〟でございます。




　維ゆい摩まの式しき神がみとしての《原初能のう力りよく》は、『己おのれを鏡面とすること』。それを応おう用ようしていくコトで、彼は織おり人と様の前から消えてみせたのでございます。




　その能力発動中の〝式神・維摩〟を、なぜこの時、織人様は刹せつ那なで触さわるコトができたのか。




　──後年、おそらくは織人様さえ理り解かいできていなかった『トンネル内での維摩捕ほ獲かく』を、私共は幾いく度どとなく分ぶん析せきしてみたものです。結果を可か能のう性せいの順に並ならべていくならば、『この時、織人様は無む意い識しきの中で維摩から漏もれ出だす《霊れい力りよく》を感じ取ったのだ』という説。次に多いのが『維摩の能力が完全ではなかった』説。意外な所で『織人様は宇宙人だった』説などがあります。

　しかし、どれをとっても完全に状況じようきようを説明出来るモノではございません。

　強しいていうならば、分析も解かい析せきも究きゆう明めいも及および至いたらない領りよう域いきにおいて、こと『誰だれかに触ふれる』という一点に対してのみ、織人様は猛もう烈れつな幸運を持っているのかもしれないというコトがあげられるかもしれません。

　──閑かん話わ休きゆう題だい。

　とにもかくにも、織人様は維摩の出した『触れる』という条件を満たしたのであります。

　起こった出来事を、事実として飲み込んだ維摩は言います。

「い、いや、それはやっぱり、やめましょう」

「ちょ、な、なんでですか!?　維摩さんは、自分に触れれば出口に連れて行ってくれるって──」

「いえ、言ってません」

「ず、ずるい!!　絶ぜつ対たい言いましたって!!」

「なんとでも」

　とてつもなく男らしくないやり方で維摩は再ふたたび姿すがたを消し、織人様をひとりぼっちにしてしまうのです。

　取り残された少年を、再ふたたび絶ぜつ望ぼうが襲おそいます。

　繰くり返かえしますが、織人様は極きよく度どの方向音おん痴ちなのでございます。

　まるで迷めい宮きゆうのようなトンネルのドコとも知れない区く画かくに放り込まれ、そこから出られるわけがありません。

　なにより、

　このままでは、今日の放課後、屋おく上じようで交わした初はつ雪き様との約束を破ることになってしまいます。あの黒くろ手て套ぶくろの少女が、自分に「家に来て欲しい」と申し出たからには、十分な事じ情じよう、理由があったハズなのです。

　なにより、見ていれば解わかりました。

　屋おく上じようで、初はつ雪き様は勇気を振ふり絞しぼっていたのです。

　その申し出を、守れないだなんて……。

　──おそらくは、あまりにも落ち込む織おり人と様を見て、維ゆい摩まも己おのれに忸じく怩じたるモノを感じたのでしょう。

「それではこうしましょう。次は自分も油ゆ断だんしません」

　顔を上げる織人様。

「これから五分以内に自分に触ふれるコトができたら、今度こそ本当に、外までご案内いたしまぎゃふぅっッ!?!?」

　そして、維摩のセリフが、絶ぜつ叫きようによって途と絶ぜつしたのは、

「は……？」

　突とつ如じよ飛ひ来らいした白い物体が、織人様の前、数歩先にあった見えないなにかに激げき突とつしたのと同時でございました。

　次の瞬しゆん間かんそこにあったのは、まさに往おう年ねんのコントで飛とび交かう定番のパーティージョークグッズである紙皿に盛もられた白いクリームが、眼鏡を着用した顔がん面めんに直ちよく撃げきし、反動で殴なぐられたように吹っ飛びつつ、「ありえ、ない……」と辞じ世せいの句くを詠よむ維摩の姿すがた。

「えええええッッ……!?」

　さらには、




「織人さん……！」




　届とどく律りつ音おんは女性の声。見れば坑こう道どうの奥おくから走ってこちらにやってくるのは、

「は、初雪さん!?」

　白びやく衣えに緋ひ袴ばかまという出いで立たち、つまりは巫み女こ装しよう束ぞくの初雪様。

「これは、織人さんが……？」

　袴姿でも黒くろ手て套ぶくろを外さない御嬢様は、客人の目の前で地面に倒たおれ伏ふすクリームパイ顔面直撃な維摩を発見、驚おどろきのあまりご自分の口元を手で覆おおうのでございます。

「ぼ、僕じゃないですよ!?　というか、初雪さんが投げたんじゃないんですか……？」

「わ、私は、このような、ことは……」




　一方、その頃ころ、

　織人様の元へと通じる、初雪様がやってきたのとは別坑道の、遥はるか奥では。

　ほっそりと背せの高い身を巫女装束に包んだ、白い肌はだに薄うすいそばかす、裾すその長いエプロンの女性が、「命中しています」と双そう眼がん鏡きようを覗のぞきながら告つげていました。

　そして、

「あの少年は、どうされますか？」

　と、問とい掛かけてくる巫み女こに、

「よいでしょう、合格です」

　持ち込んだらしい木の椅い子すに腰こしかけ、テーブルの上の緑茶をいただきつつ頷うなずくのは、金きん髪ぱつおさげ巫女、勒ろく天てんでございます。




　視し点てんは、織おり人と様と初はつ雪き様の地点に戻もどり、

「維ゆい摩ま……？」

　初雪様は、ばったりと倒たおれている袴はかまの少年に声をかけておりました。

　すると「う、ぅぐっ!!」と維摩はやおら上半身を起こし、べろりと顔面から紙皿を剝はがして顔面に付着したクリームを顔を洗うようにぬぐい取り、

「す、すいませんでした、御嬢様!!」

　その場で、初雪様へと土ど下げ座ざいたします。

「あ、あの……っ、お、おもてを、あげい……？」

　維摩の気き迫はくにどうしてよいのか解わからない初雪様はなぜか、時代劇口調。

　ゆっくりと顔をあげる少年の眼鏡のレンズにも、白いクリームがべったり付着していました。

　そんな、まったく前が見えていない状況じようきようにもかかわらず、彼は、

「い、いえ、こ、これにて、失礼いたします!!」

　脱だつ兎との如ごとく。一いち目もく散さんに走って坑こう道どうの奥おくへと消えていってしまうのです。

　残された二人はあっけに取られ、無言で維摩の背せ中なかを見送る形になります。

　やがて、

「もうしわけありませんでした、織人さん……」

「い、いえ、初雪さんのせいじゃ、ないですから……」

　どちらとも無く、切り出す二人。

「あの子はこの家に住み込みで働いている者なのですが、少し人に慣なれてないところがあって……」

「そう、なんですか……」

　人に慣れていないとかの問題じゃないように織人様には思えるのですが、ここはもう、初雪様がピンチを救すくってくれたコトで、帳消しとするのでございます。

「すいません……。私、時間になったので織人さんをお迎えに門の所まで行ったのですが、聞けばもうかなり前にあの維摩がお連れしたと」

　うつむき、初雪様は耳まで赤くしながら、続けます。

「庭園内を探さがしたのですが、お二人はどこにも見あたらず、そうしたら、なぜか『昭あき沙さ山やまダンジョン』に、明かりがついているのを見つけて、もしやと思い……」

「あ、『昭あき沙さ山やまダンジョン』……？」

　いぶかしむ織おり人と様でございますが、巫み女こ服ふく姿すがたの初はつ雪き様は、そこでさっと織人様の前で姿し勢せいを正し、

「ここからは、私がご案内いたします」

　今度こそ、彼を正しいルートへと導みちびくのです。

「こちらへどうぞ」
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　明るく、広々としたダイニングは湯ゆ気げと共に和風だしの効きいた香かおりで満たされておりました。

「リクエストがあったら、言ってください」

　と、椅い子すから立ち上がった初雪様は、テーブルの中央でくつくつと煮にえる土ど鍋なべへと、右手ににおたま、左手に器うつわを構かまえて、織人様へと尋たずねます。

「えと、じゃあ……つみれを……」

　初雪様は、鍋の中から鶏とり挽ひき肉にくをベースにしたつみれ団だん子ごと、みそ味が良い具合に染しみた白はく菜さい、きのこ、くずきり、豆とう腐ふを器用にすくい取って、「どうぞ」と、右みぎ隣どなりの客人へと差し出します。

「すいません」

　恐きよう縮しゆくしつつ受け取る織人様は、初雪様が席に着くのを待ってから、渡わたされた器の中身──既すでに二杯目となる具材に箸はしをつけ、口に運びます。

　おーいしーい。

　さて、

　初はつ雪き様が『昭あき沙さ山やまダンジョン』と呼よんだトンネル──遥はる奈な原ばら家が所有する深しん山ざん幽ゆう谷こく内部に張はり巡めぐらされた坑こう道どうから救きゆう助じよされた客人・織おり人と様。暮ぼ色しよくに染そまった空の下、彼が次に案内されたのが、この広々としたダイニングを擁ようする、体育館ほどの大きさを持つ書しよ院いん造づくり建物『客きやく殿でん』でございました。

　実を申しますと、織人様は入り口の門をくぐって右手、モノリスの道なりに歩けばスグにこちら、『客殿』の正面に出られたのですが──

　ともかく、

　今や彼は青い畳たたみ敷じきの廊ろう下かを案内され、すっかりと夕食の用意が調えられた一室で、夕飯をごちそうになっているのでありました。




　しかるに、今こん節せつの冒ぼう頭とう。




　本来ならば、とりわけ人見知りな初雪様でございます。

　このようにして初めての客人に料理を取り分けるなど、ここにいる（もちろん織人様を除のぞいた）誰だれもが驚おどろいていました。

　もしもこれがいつもの食事の時間だったならば、初雪様は客人に料理を取り分けようとおたまと器うつわを持ち上げたとしても、両の手が〈かたかた〉と震ふるえてしまい、豆とう腐ふは崩くずれる汁しるは飛ぶで決して上手うまくはいかないし、なによりも「お取りします」という、声すら出ないのではというのが、彼女を知る家の者の等しい認にん識しきなのでございます。

　……ここで一つ。重要なコトをフォローさせていただきます。

　初雪様は、学校ではそれほどの『どじっ娘こ』ではありません。成績優秀にして品行方正、いつも控ひかえめな憧あこがれの同級生というのが、彼女を見るクラスメイト達に共通する認識です。

　それらはしかし、ひとえに初雪様が心がける不ふ断だんの努力のたまもの。そうでなければ彼女の現職、『生徒会副会長』という職に就つくことはできないのであります。

　初雪様が、どうしても本来の性格を隠かくしきれなくなってしまうシチュエーション、つまり『どじっ娘』モードになるには、様々な条件がございます。

　ひるがえって、今席。

　ここは初雪様をよく知る者と、これから彼女を知っていく者──つまりは、初見に近い客人と家族同然の者が同席しているという、緊きん張ちようが張はりつめる場でありました。

　ましてや初雪様は今こ宵よい、自分の同級生、しかも異い性せいを招まねいたのでございます。

　そのような場においては、当家の御嬢様は十中八九、カチコチになってしまうのだと、誰もが知っていました。つまり、条件が揃そろってしまっているのです。

　にもかかわらず、

　初雪様はいつもより快かい活かつにも思える振ふる舞まいで、織人様と会話を交かわし、食事を続けているのでありました。

　これは、生まれてこのかた十六年間、一度も他人になつかなかった繊せん細さいで臆おく病びような猫が、初めて、客人の膝ひざの上で丸くなり、甘えだした場面を見た同どう居きよ人にんの驚おどろきにも似にています。

　そして、そのような予想外の初はつ雪き様の行動に、誰だれよりもリアクションをしてしまっていたのが、同じテーブルについている式しき神がみの少年、維ゆい摩までございました。

「維摩」

　五席用意されたダイニングテーブルの椅い子す。鍋なべを挟はさんで織おり人と様の左前に座る勒ろく天てんは、自分の箸はし先さきにあるネギを見つめたまま、客人の右みぎ隣どなりに座すわる少年の名を呼よびます。

「なんでしょう、勒天さん」

　自分の並ならびに座る客人と、その向こう側に存そん在ざいする初雪様の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくから視し線せんを離はなすことができない黒くろ縁ぶちメガネの少年は、慌あわてて首を金きん髪ぱつ巫み女この方へと向けます。

「こぼれます」

　いったい誰に《ぐー》で仕し置おきをされたのか──額ひたいに大きなコブこしらえていた維摩は、その勒天の言葉に、ようやく自分の手元に目を落とし、

「うぉおおッ！」

　と、傾かたむいて今にも中身が飛び出そうになっていた器うつわを水平に戻もどすのです。

　もしも、この時、

　織人様を眼がん中ちゆうに捕とらえ続ける維摩が、強い視線で人を殺す能のう力りよくを持っていたならば、客人である制服の少年は虫眼鏡で炙あぶられた蟻ありのようになっていたことでしょう（彼が〝魔ま眼がん〟系けい能力を持つ鏡の式神ではなくて本当に良かったなぁと、私共などは思います）。

　それほどまでに黒縁メガネの少年は、どういうわけなのかうち解とけてしまっている初雪様、とりわけ制服姿すがたの客人をきりきりと注ちゆ視うししていたのです。

　ぎこちない中にも、仲むつまじささえ感じる初雪様と織人様のやりとり。

　実を言えば、万が一にもそのようなコトが起こって欲しくないからこそ、維摩は単独で行動を起こしたのであります。




『初雪御嬢様のご学友、しかも男の同級生を当家に迎える』




　本日夕方、瞬またたく間に遥はる奈な原ばら家けの隅すみ々ずみまで広がったニュースは、維摩個人に激げき震しんを与あたえました。

〝式しき神がみ・維摩の暴ぼう走そう〟。

　しかし、結果を見れば全てが裏うら目め。

　彼の引き起こした『客人連れ回し事件』のドサクサの中で、本来なら高くそびえ、やって来た客人が乗り越えるのに大たい層そう時間がかかるハズであった初雪様の心の壁かべは、あっけなく彼女自身によって飛び越えられてしまったのでございます。そればかりか、今や身内の失しつ態たいをフォローしようという無む意い識しきまでもが彼女の後あと押おしをする形となって、織おり人と様をもてなしている始末。

　いやはや、まったく。

　自じ業ごう自じ得とくなだけに、維ゆい摩まは感情の持って行き場がございません。〈がつがつ〉と一人、料理を消しよう費ひし続けます。

「お味の方は、いかがです？」

　そう、織人様に尋たずねたのは、鍋なべを挟はさんで彼の右前、勒ろく天てんに並ならんで座すわる、まとめた茶色い髪かみからぴこぴこと髪をほつれさした、エプロン姿すがたのそばかす巫み女こでした。



「あ、はい！　すごく、美お味いしいです！」

　彼女の名は『お菊デイジー』。食卓に並ぶ季節のつみれ鍋なべ、色とりどりのサラダなどなどの料理は、全てこのエプロン巫女が腕うでを振ふるったものなのです。織人様は一口目を食べた瞬しゆん間かんから「もっとグルメ番組を見て、美味しさ表現の研究しておけば……！」と、思わず後こう悔かいしてしまうほど、その料理に舌した鼓つづみを打ちっぱなし。

「よかったです。遠えん慮りよ無く、たくさん食べてくださいね」

　デイジーは嬉うれしそうに頷うなずいて、自分もよく煮にえたお野菜などを口に運びます。

「本当ならば、食事の前に織人殿をいろいろとおもてなししたかったのですが──」

　器うつわのおつゆを飲もうとしていた織人様に向かい、そう語りかけるのは勒天。動きを止めた少年は「は、はぁ……」と頷き、金きん髪ぱつ巫女の視し線せんを辿たどります。

　ダイニングには続き間として八畳ほどの部へ屋やがあり、

　見れば、そこに鎮ちん座ざしている大型液えき晶しようテレビには様々なゲームのハードが繫つながれておりましたし、低いテーブルの上には見たことも無いようなカードゲームやボードゲームが累るい々るいと積まれているのです。

　勒ろく天てんの隣となりに座るエプロン巫み女こ・デイジーなどは、今も名な残ごり惜おしそうに傍かたわらに『ＵＮＯ』を置いていて、今も時とき折おり名残惜しそうにパッケージ表面を指先でなぞり、秋しゆう波はを送り続けているのです。なんとなく、ここの関係者であるハズのこんにゃく狐ぎつね・レキが『ＵＮＯ』に詳くわしかった理由が解わかった気がする織おり人と様。

「──ですが、このような時間になってしまい……（織人様に目を伏ふせ、その後に維ゆい摩まを、静かに見み据すえる勒天）」

「…………っ！（無言で苦しむ、おでこにコブのある維摩）」

　もうやめて勒天！　維摩のＨＰはもうとっくにゼロよ！

「お詫わびの気持ちを込め、せめて夕ゆう餉げを共にと」

「こ、こちらこそこんなに美味おいしい料理をいただいてしまって……！」

　織人様は改めて、遥はる奈な原ばら家けの面々に礼を述べるのです。

　もちろん──というか、彼は今からおよそ三十分前に、この展てん開かいを母親へとメールを送っています。


　件名【（non title）】

　本文【ご飯をごちそうになることになりました。なので、夕飯はいりません！】



　母からの返信メール。


　件名【うらやましい】

　本文【お母さん達もそっちに行っていいですか？】



　再さい度ど、織人様が母親に当てたメール。


　件名【Re:うらやましい】

　本文【だめです！】



「そういえば、森もり口ぐち殿──」

　頃ころ合あいは、織人様が全ての具を制せい覇はして、特においしかった椎しい茸たけとつみれをお代わりしていた時分でございます。

「──聞いたところによりますと、転校をしてきたそうで」

　箸はしを休めて、お茶に口をつけていた勒天舞まい耶やは、ふと尋たずねてこられます。

「あ……、はい。つい昨日」

「転校の理由というのは、ご両親のお仕事の都つ合ごうなどで」

「いえ、ちょっと、いろいろありまして……」

　織人様は後頭を搔かいて、理由をどう説明しようか考えあぐねていると、

「それは──」

　ごく自然に、金きん髪ぱつ巫み女こは彼へと助け船を出すかのように、言葉を継つぐのです。




「──昨日の放課後のような？」




「……ごふぁ！」

　勒ろく天てんの発した言葉の意味を理り解かいした織おり人と様はその途と端たん、時間稼かせぎのために飲もうとしていたお茶を軽く吹いてしまいます。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか」

　初はつ雪き様は慌あわててお手ふきを織人様へと差し出し、

「ありがとうございます」と、受け取った少年は、ごほごほと息を整え、

「ぃ、いえ、あぁいうのでは、ないんですが」

　脳のう裏りに甦よみがるスク水のクラスメイトや、校舎からの落下などの記き憶おくを振ふり払はらうように、織人様は椅い子すを引き、姿し勢せいを整えます。

「もっと、なんというか、普ふ通つうのコトで……」

　ダイニング、卓たく上じようコンロの上に置かれた土ど鍋なべでは、デイジーの手により『おじや』の用意が始まっていました。

「……あの、勒天さん。よろしければ、お伺うかがいしても、いいですか？」

　織人様は背せ筋すじを正したまま、ゆっくりと金髪巫女へと姿勢を正します。

「なんなりと」

　感情という湖面に波は紋もんを作らぬまま、金髪の巫女もまた、椅子に座すわり直なおします。

　問うのは、織人様。




「〝陰おん陽みよう師じ〟というのは、いったい──」




　そもそも、

　客人以外の全員が袴姿はかますがたというこの状じよう況きよう。

　もっと早くてもよかったくらいの質問でございます。

「……古来より、人は様々な〝天てん災さい〟と戦って参まいりました」

　ほそりほそりと、しかし確かく実じつに織人様へと、勒天の言葉は染しみ入いり始めます。

「天災というと、地じ震しんとか、雷かみなりとか、台風とかの……」

「その通りです。そして人はそれらに、幾いくつかの面で勝利を収おさめています」

　制服姿すがたの少年に、九九・九九％フオーナインに匹ひつ敵てきする黄金の髪かみ、太い三つ編みの巫女は小さく頷うなずき、続けます。

「もちろん、〝天てん災さい〟を根こん絶ぜつすることや完全に防ふせぐことはできません。ですが、人はその被ひ害がいを最小限に食い止める術じゆつを日々、革かく新しんし続けています」

　勒ろく天てんの話に頷うなずく織おり人と様の頭の中に【洪こう水ずいを食い止める堤てい防ぼう】や【地じ震しんに強い家造り】的なイメージが広がり始めます。

「しかし、時として被害を食い止めきれない、防ぎようのない〝天災〟が、人を襲おそうコトがりました」

　織人様の『心の中テレビ』に映ったアナウンサーはヘリコプターの上から叫さけびます。

【テロップ：大変です、雨が降ふりやまず川の堤防が決けつ壊かいしました！】

「その〝天災〟は、これまで取られてきた、ありとあらゆる対たい処しよ法ほうが効きかず、人々はただただ迫せまり来くる脅きよう威いの前に打うち倒たおされていきました」

【テロップ：どうすればよいのでしょう。このままでは、街は溢あふれた川により水没の運命に……】

「ある時、その防ぎようもない、まるで〝人の形を取ったかのような天災〟のコトを、誰だれかが〝妖よう怪かい〟と呼よびました」

【テロップ：見てください。突とつ如じよ、堤防を破は壊かいした濁だく流りゆうの先せん端たんに、ビート板に乗ったスク水少女が！】

「いわば〝具ぐ現げんした天災〟、それが〝妖怪〟の正体なのです。……そして、歴史はどのような対処、術すべをとってきたか──」

「そこで、〝陰おん陽みよう師じ〟……？」

　織人様は【心の中テレビ】を一時停てい止し、勒天へと身を乗り出します。

「はい。人の力では対処のできない〝具現した天災〟、荒あれ狂くるう猛もう威いを食い止めるコトを生なり業わいとするのが、我等〝陰陽師〟なのです」

【テロップ：おや、濁流に吞のみ込こまれようとする学校の屋おく上じよう、あそこにいるのは巫み女こ服ふくの少女の姿すがたが見えます！】

「ある種の天災、自然現げん象しようから人々を守る技ぎ術じゆつを《陰陽の術》と呼びます。その一派、『砂すな御み門かど』を受うけ継つぐのが、この『遥はる奈な原ばら家け』なのです」

【テロップ：まさしく電でん光こう石せつ火か。河かつ童ぱは一いち撃げきで巫女の少女によって撃げき退たいされました。見てください、溢れた水は引ひき潮しおのように川へと戻もどっていくのです……】

「織人殿。きちんと聞いておられますか。先ほどから上うわの空そらでは？」

「へ!?　あ、はい！　もちろんです!!　聞いています……！」

　織人様は激はげしく首を上下させて頷うなずきますが、彼の隣となりでなぜ、初はつ雪き様まで同じくらい頷いていらっしゃるのでしょうか。

「さあ、おじやができましたよ？」

　見れば、具材のうまみがたっぷりと染しみ出だした土ど鍋なべの中には、そのエキスを吸い、溶とかれた卵に身を包んだご飯がくつくつと踊おどっていて。

「織おり人とさん、およそりします」

　立ち上がり、おたまへと手を伸ばす初はつ雪き様に、

「は、はい。おねがい、……します」

　おずおずと器うつわを差し出せば、

「維ゆい摩ま」

「はい、なんでしょう勒ろく天てんさん」

　勒天に呼よばれた黒くろ縁ぶちメガネの少年は、首を金きん髪ぱつの巫み女こへと向けます。

「こぼれます」

「うおぉぉお……ッ!?」

　お鍋は、終しゆう盤ばん戦せんに突とつ入にゆういたしました。
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「お腹なかのほうはどうでしょうか」

　夕食が終わったダイニングには、金髪巫女・勒天と客人・織人様の二人が残っていました。

「あ、はい。もう、いっぱいです。とっても美味おいしかったです」

　デザートとして出てきた手作りのヨーグルトアイスまで食べてしまうと、デイジーは後あと片かた付づけのために、初雪様はそれを手伝うためにと、席を外してしまいました。今は維摩も『まだ少しやらなくてはいけないコトが残っていまして』とかなんとか言って、部へ屋やを後にしています。

　金髪巫女は、ゆっくりと室内を見回して、

「三人だけになってしまいましたね」

「さ、三人？」

　織人様が首を傾かたむければ、




「言いい忘わすれていたが」




　突とつ然ぜん目の前から、重じゆう厚こうな管楽器の如ごとき男性的な声が響ひびき、

　──レキさんッ!?

「さすがに我の《隠おん行ぎよう》も、勒天にだけは見破られてしまうのだ」

　いつのまにか、テーブルの上には胴どう体たいだけが〝ぷるぷるこんにゃく〟という傷きずだらけな隻せき眼がんギツネが出現しているのです。

「ということは、僕はもう普ふ通つうに喋しやべっていいんですか……？」

「それよりも、お前は誰だれにも知られないよう我へと『──レキさんッ!?』という風に喋りかける時、いったいどのようにしているのだ」

「まったくレキさんは今までドコに行ってたんですか!?　僕は校長先生に踏ふみつぶされたりしたんじゃないかと、凄すごく心配したんですよ？」

「あの校長の心配はしないでか。というか、我の最初の質問を何な故ぜスルーする」

「レキはすっかり森もり口ぐち殿のコトが気に入ったのですね」

　横合いからの勒ろく天てんの言葉に、銀ぎん水すい晶しようの鋭するどい瞳ひとみを持つこんにゃく小動物は、〈ふすっ〉と不ふ機き嫌げんそうに、茶色い鼻を鳴らします。

「この式しき神がみギツネがなつくというのは、よっぽどのことです」

　椅い子すに座すわった織おり人と様のほぼ正面に位い置ちする金きん髪ぱつ巫み女こ・勒天は、テーブルの中央で大きな尻しつ尾ぽを枕に横たわるレキへと、視し線せんを落としつつ、

「森口殿は、もうお気づきかもしれませんが」

　紡つむぎます。




「わたくし達〝式神〟は、陰おん陽みようの術じゆつによって作られた存そん在ざいです」




「……え？」

　驚おどろいた織人様は、

「あ、あの、勒天さんも、〝式神〟、なんですか？」

　椅い子すを鳴らして、半ば立ち上がりかけてしまいます。

「はい。わたくしは代々『遥はる奈な原ばら家け』に仕える式神。そして森口殿がこの家を訪おとずれてから目にした者達は、初はつ雪き御嬢様以外は全て、〝式神〟です」

「全て……」

　織人様のつぶやきに、僅わずかに〈こくり〉と首を動かす勒天。

「じゃあ、あの、維ゆい摩まさん、も？」

「維摩も、デイジーも」

　その言葉に、少年の喉のどから息が漏もれるコトに、金髪巫女は気が付き、

「ご心配なく。今日はたまたま家か人じんが出で払はらっているだけで、初雪御嬢様のご両親も姉妹も健けん在ざい、きちんと生きています」

「あ、そ、そうなん、ですか」

　客人は〈ほっ〉と、胸むねをなで下ろします。

「わたくしは、初雪御嬢様がお生まれした時より、乳う母ばとして彼女に接せつして参まいりました」

「乳母、ですか……」と、式神のセリフに、なかなか上う手まい返答が思いつけない制服姿すがたの少年。

　その隙すきをつくように、

「森口織人殿」

　名を呼よび、

「一つ、頼たのみがございます」

　勒ろく天てんは彼に、申し出るのであります。




「どうか、初はつ雪き御嬢様の友達になってはもらえぬでしょうか」




　一いつ拍ぱくの後、

「……とも……だち？」

　織おり人と様の視し線せんは、なんだか慌あわてるようにしてテーブル上のこんにゃくギツネへと向いてしまうのですが、レキは『ちゃんと話を聞いていろ』的に、鼻先で彼を追いやります。

「ご存ぞんじの通り、初雪御嬢様は〝陰おん陽みよう師じ〟としての責せき務むと能のう力りよくをその身に背せ負おっております」

　少年は膝ひざの上にそろえた両手を握にぎりしめ、両りよう肩かたを乗り出すようにして、勒天の言葉を聞いていました。

「そのためか、なかなか同じ年とし頃ごろの友人を作れぬまま、ここまで来てしまいました」

　金きん髪ぱつ巫み女この言葉は、あいも変わらず、波は紋もん一つ立たせずに湖面に降おり立たったかの如ごとく……。

「無理を承しよう知ちで、お願いしております」

　重ねる勒天。確たしかに、湖面には変化が無いように思えます。けれど、織人様は思うのです。

　確かに波一つ立たない湖。しかしその真意は、ここからは見えない奥おく底そこは……？




「レキからも報ほう告こくを受けております。森もり口ぐち殿は昨日の夕ゆう刻こく、〝妖よう怪かい〟と同じ場にいたと」




　自らを式しき神がみと──織人様からすれば、まったく信じられないコトでありますが──告こく白はくした勒天は、深く、瞬まばたきをして。

「そして、初雪御嬢様を救すくってくださったと」

「あ、いえ、それ、は……」

　否ひ定ていしようとする少年に、巫女はそのまま、

「おそらく、初雪御嬢様にとっては、これが最後の機会となるでしょう」

　言葉を続けます。

「森口殿の身は万全を期して御守りします。初雪様の側そばにいてあげてはいただけないでしょうか」

　──今からおよそ、六時間前。今日の午後の、昼休み。

　黒くろ手て套ぶくろの少女は、校舎の屋おく上じようで、会ったばかりの転校生を家に誘さそってくれました。

　一般的に、それは既すでに、そういう段だん階かいを踏ふまえたコトなのではなかいかと、織人様は思っておりました。

　しかし、おそらく、

　これはそのような意味を、一段階も、二段階も、越えていて。

「初はつ雪きさんさえ、よければ……」

　断ことわる理由など見あたりません。半ば自動的に、織おり人と様は答えるのでございます。

「感かん謝しやの念、言葉になりません」

　勒ろく天てんが頭を下げれば、太い金色の三つ編みが揺ゆれ、気が付けばレキまでもが姿し勢せいを正してコウベを垂たれているのです。

「あ、いえ、そんな、大たい層そうなコトでは……!!」

　少年が立ち上がり、慌あわてて両手を振ふれば、折おり良よくちょうど、

「お風ふ呂ろの用意ができました」

　廊ろう下かからひょいと顔を出してきたのは、エプロン巫み女このデイジーでした。彼女の視し線せんは、なんだか客人へと注そそがれていて。

「……は、はい？」

　目が、点になる織人様でございます。







　　　　[image: ]





　件名【（non title）】

　本文【お風呂までいただくコトになりました！】



　母親からの返信メール。


　件名【もういっそのこと】

　本文【そのまま泊とまってきちゃいな！】



　再ふたたび織人様から母親宛のメール。


　件名【Re:もういっそのこと】

　本文【明日の学校はどうするのさ！】



　続いて妹から届とどいたメール。


　件名【ぷんすかー！】

　本文【おにいちゃんばっかりずるい！】
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「初はつ雪きさんの家って、ひょっとして……」

　齢よわい十六にして織おり人と様、初めての『露ろ天てん風ぶ呂ろ』でございました。

「すごく、お金持ち？」

　つぶやくも腰こしにタオルを巻まいただけの少年の疑問に答えてくれる誰だれかは、もちろんいなくて。

「こちらがお風呂です。ごゆっくり」と、デイジーに案内された後、なんだか結けつ構こう広い脱だつ衣い所じよで服を脱ぬぎ、備そなえ付つけのタオルを持って〈からから〉と曇りガラスの引き戸を開ければ、そこにあったのは、

「うわぁぁ……」

　満々と湯を湛たたえ、立たち昇のぼる湯ゆ気げで果てが見えない程ほど広い露天風呂だったのであります。

「え、ええっと──」

　織人様は屋根付きの区く画かくにあった洗い場で手早く石けんまみれにした身体を〈ざばざば〉流し、外気に冷え始める肌はだを晒さらしながら〈てっしてっし〉と岩いわ張ばりを裸足はだしで歩き、

「では」

　さっそく湯船に〈ざぶり〉と肩かたまで浸つかります。

　途と端たんに、

「ふぅぅあああ……っ」

　染しみ入いる湯熱。織人様はハイになり、思わず、なんとなく真ん中にあったすべすべの大きな岩の所まで平泳ぎで泳いでしまうのです。

「くふぅぅぅうううっ」

　色っぽくも艶なまめかしくもなんともない、高校二年生男子の吐と息いきでございます。〈ごつり〉と後こう頭とう部ぶをぶつけるようにして、織人様は岩に背せを預あずけます。

　滋じ養ようそのものと言っても差さし支つかえない湯の温かさに、自然とつぶってしまっていた目を開けば、墨すみを流したような空には一面の星。

　視し界かいの底そこからは湯気が天を目指してゆらめき、遠くに聞こえるのは湯船に注がれ続ける温おん泉せんの音でございます。

「うーあー……」

　そうして織人様は、自分がとても疲つかれていたコトに、気が付きます。

　あたりまえなのであります。

『転校』というイベントは、ただでさえ多大な精せい神しんエネルギーを必要とする儀ぎ式しき。

　新たな環かん境きように適てき応おうするまで、身体は無言のうちにそうとは解わからないストレスをため込むものなのです。

　いわんや、

　昨日と今日の織おり人と様に降ふりかかったイベントの数々。

　少年自身は無む自じ覚かくであっても、身体はここに来て正直になってしまったようです。

「むー……」

　見上げる夜空に、『星の名前が一つも解わからないなぁ』などと思いながらも、織人様はゆっくり、ゆっくり、考え始めます。




　初はつ雪き御嬢様と友達になって欲しいという、勒ろく天てんの願い。




「そういえば……」

　今日一日、初雪様のコトが気になってしかたがなかった織人様でございます。昼休みに行なわれた【ＵＮＯ大会】の時もそうでしたが、彼の視し線せんは常つねに、隙ひまさえあれば黒くろ手て套ぶくろの少女へと向けられていました。

「……初雪さんて、ずっと」

　少年がプレイバックするそれら記き憶おくの中で、彼女は常に、

「一人だったかも……」

　とは言っても、少女が周囲に壁かべを作っているというわけではありませんでした。彼女は誰だれかから話しかけられれば丁てい寧ねいに対たい応おうしていましたし、クラスメイトにしても初雪様へと声を掛かけにくそうにはしていなかったように思えます。

　にもかかわらず、確たしかに『初雪様は教室内で一人だった』という印いん象しようのある織人様。

（たぶん、あの《能のう力りよく》が原げん因いんなんだろうな……）

　発はつ覚かくの『可か能のう性せい』が僅わずかにでもある限かぎり、初雪様はどうしても臆おく病びようにならざるを得ないのでありましょう。

（勒天さんが僕に頼たのんだのは、そういう理由があるからかもしれない……）

　と、織人様が再ふたたび、名前の解らない星々に視線を向けた、

「……ん？」

　その時です。

　妙みような物音が聞こえた気がして、湯船の中の織人様は湯ゆ気げの向こうに首を伸ばします。

「あ、あれ……？」

　垣かき根ねの向こう。

『家の中でずっと巫み女こ服ふくはやりすぎだったんじゃないですか？』『かもしれません』と、微かすかに脱だつ衣い所じよから聞こえてくるのは、

「この、声って、まさか」

　全ぜん裸らな少年の予想は、〈からからから……〉と開く軽けい快かいなドアの音で、確かく信しんへと変わります。

「な、ちょっ!?」

　織おり人と様が貸し切り状じよう態たいの露ろ天てん風ぶ呂ろにやって来るのが誰だれなのかと、問うならば、

「デイジー、早く」

　それは黄金色の髪かみを解といた勒ろく天てんと、

「待ってください勒天さん、脱ぬいだ服はご自分で畳たたんでください！」

　こちらは髪をまとめたままなデイジーなので、ございます。

「な、ちょっ……!?」

　織人様は混こん乱らんいたします。ひょっとして、自分は男湯と女湯を間ま違ちがえて入ってしまったのでしょうか。なぜか、そこら辺の記き憶おくがさっぱりございません。

　とにかく、

　少年は慌あわてて背せにしていた岩の陰かげ、裏うら側がわへと隠かくれるのでございます。

　やがて、

「デイジー、早く」

「待ってください勒天さん！　きちんと全部泡あわを流してからお入りください！」

　二人の式しき神がみは、織人様があたふたしている間に、とうとう湯船へと入ってきてしまいます。

「（うぅわぁああ……!!）」

　まったくもって〝式神〟とはなんなのでしょう。どういう理由なのか、視し界かいにはどうやっても取とり除のぞくコトができない湯ゆ気げがかかり、上う手まい具合に重要な部分は確かく認にんできないのですが、しかし、どうやら勒天、デイジーとも、外見はまったくの女性、人間と同じつくりになっているようなのでございます。

　その二人が〈ちゃぷちゃぷ〉と、ついには織人様が身を隠かくす岩の反対側に、

「（ど、どうすれば!!）」

　織人様は、お湯に腰こしまで浸つかったまま息を潜ひそめるコトとしかできなくなってしまうのです。

「デイジー、今日は楽しい夕食でした」

「はい。自分も、御嬢様が家であんな風に振ふる舞まう姿すがたは初めて見た気がします」

　二人の会話もバッチリ聞こえてしまう距きよ離り。ヘタに動けばあっという間に見つかってしまうのです。

「それに、維ゆい摩まも」

　相変わらず湖面に波は紋もん一つ立たせることの無い勒天の声。

「維摩ちゃんは、ちょっと可か哀わい想そうでしたね」

　同意するデイジーは年上の余よ裕ゆうからか、どうやらそのまま維摩の今日の振る舞いを会話の肴さかなにする様よう子すでございます。

　同じく金きん髪ぱつ巫み女こも、式神メガネの話題をまな板の上から下ろすつもりは無いようで、

「あれは真ま面じ目めとメガネだけが取とり柄えの良い子ですが、あともう少しで『遥はる奈な原ばら家け』が招まねいた客人を『ダンジョン』内で行ゆく方え不明にするところだったのです。いずれ消える瘤こぶの一つや二つで済すんだだけ、維ゆい摩まは幸せなのです」

「で、維摩の暴ぼう走そうの引き金となった、森もり口ぐちさんですけど」

　黒くろ縁ぶちメガネの式しき神がみを目の前でキレイにさばかれてしまったデイジーが、次に取り出したのは、

「（うわ、僕のコトだ……！）」

　二重三重にも、ここから逃にげ出だしたくなる織おり人と様でございます。

「（そーだっ！）」

　いっそお湯の中を潜もぐり、反対側の岸まで移い動どうしてしまうのはどうだろうと、裸はだかの少年は考えます。なまじ湯から上半身を出して移動をしようとするから動けないのです。ならば、完全に全身をダイブさせて潜せん水すい方式でここから離れてしまえば？

「どうなんでしょうか、彼って」

　作戦を立案しつつある織人様の耳には、否いや応おうなく続く彼女たちの会話が届とどき続つづけます。

「というと？」

「あんなに敵てき意いというか、競争意い識しきを剝むき出だしにした維摩ちゃんに対たい抗こうするでもなく、怒おこるでもなく、かといって恐おそれるでもなく」

「堂どう々どうとしている？」

「というよりも、鈍どん感かんというか、優ゆう柔じゆう不ふ断だんという気が……」

　これ以上女性二人の会話の近くにいると立ち直れなくなる可か能のう性せいが大でございます。織人様は肺はいの中の空気を吐はき切きり、深くゆっくりと、湯ゆ気げとともに酸さん素そを胸むね一いつ杯ぱいに溜ため込こみます。そしていざ覚かく悟ご、湯中へと静かにダイブを試みようとした、その瞬しゆん間かん。

「──と、デイジーは言っていますが、本人からなにか直接言うコトはありますか？」

「（なッ!?）」

「森口殿」

「ぶはぁああああッ!!」

　気体でぱんぱんに膨ふくらんだ風船の破は裂れつを思わせる織人様の驚きよう愕がく。少年が勒ろく天てんとデイジーから身を隠かくしていた背はい後ごの大岩、織人様が潜水して後、蹴け伸のびの発はつ射しや台だいにしようとしていた天然石が突とつ如じよ、〈ずごごごごー！〉と、どんなカラクリが仕込んであったのか、湯船の中に渦うずを巻まいて沈ちん降こうしていくものですから、

「な、な、なんですか、……これッ！」

　今や、女じよ性せい陣じんと少年を仕切るものは、なにも無く。

「ちょ、わ！　わわわわ!!」

　織人様の視し界かい、ゆらゆらと揺ゆれる透とう明めいな水面上＆水面下には、二人分の肌はだ色いろが映り込む結果となっているのです。

　そして、既すでに織人様の存そん在ざいに気付いていたとおぼしき勒天は泰たい然ぜん自じ若じやくとしたまま、ＤＶＤ版では解かい除じよされるであろう湯ゆ気げフィルターがまとわりつくカラダを隠かくそうとするでもなく、

「そう固かたくならずに。わたくしとしたことが、暖の簾れんを出しておくのを失念しておりました。森もり口ぐち殿が間ま違ちがえてしまったのも無理のない事」

　と、織おり人と様をフォロー。

　しかし、金きん髪ぱつ巫み女この隣となりでは、高校二年生の肉体を持つ少年の存そん在ざいをまったく知るよしもなかったデイジーが激はげしく狼ろう狽ばい中ちゆう。なので、

「いえ、スグに出ます！」

　と、立ち上がり、駆かけ出だそうとする織人様のタオルを勒ろく天てんは引ひっ張ぱって、

「おわぁー！　タオルを引っ張らないでくださぃぃぃいッ！」

「お待ちください森口殿。せっかくです。裸はだかの付き合いも大事だと先人も言っておられます」

「ぅぅううっ!?」

　なにも織人様は、勒天に説せつ得とくされた訳わけではありません。彼が湯船に再ふたたび身を沈しずめたのは、タオルで腰こしを隠した以外はオール裸の自分を二人の女性に晒さらし続つづける事が恥はずかしかったからであります。本当ですよ？　なんらかの対たい策さくは、もちろん立てようと思っていました。

　が、

「……え？」

　織人様が肩かたまでお湯に浸つかったその視し線せんの先。

　そこには、

「ど、どうも、織人さん……」

　温おん泉せんだというにも関かかわらず両りよう腕うでの黒くろ手て套ぶくろを外さない、真っ赤な顔の、クラスメイトの女の子。

「は……は、初はつ雪きさんッ!?」

　とっさに織人様は視線を彼女から逸そらし、脱だつ水すい直前の洗濯機よろしく水流さえ起こして〈ぐるり〉とその場で半回転、慌あわてて背せ中なかを向けるのです。いったい、いつの間に。いえ、おそらくは最初からいたのでありましょう。しかし、焦あせる織人様は気が付かれなかったのであります。恥はずかしがり屋やさんの初雪様がここまで一言も喋しやべっていなかった事にも、原げん因いんはありました。

　ですが、今さらそれらがなんになりましょう。

　織人様の思し考こうは、オーバーヒート、いたします。

「あの、勒天さん。私達はいいかもしれませんが、御嬢様がここにいるのは、なにかとまずい気がいたします」

　提てい言げんしたのはデイジー。まったく持って常じよう識しき的てきな意見でございます。それにすがりつくように〈こくこく〉と頷うなずくのは初雪様と、彼女に背を向けている織人様。

「けれど、もう隠すコトはないのではないでしょうか。森口殿はとうに知っておられるのですから」

「なにを、ですか？」

　顔を上げ、勒ろく天てんへと尋たずねる黒くろ手て套ぶくろの少女。答えるは勒天。

「初はつ雪き御嬢様が〝陰おん陽みよう師じ〟であると」

　次に反はん応のうしたのは、固まったまま身動きひとつできない状じよう態たいの織おり人と様でございます。

「いえ、ですが勒天さん、それとコレとは関係ない気がします!!」

　そして、オーバーヒートした織人様は、時間を稼かせぐために、ノーチェックで言葉を吐はき出だしてしまうのです。

「た、確たしかに、最初、初雪さんから僕の頭の中に〝映像ビジヨン〟が流れ込んで来た時は、びっくりしましたけれど──」




　ばしゃッ!!




　湯船から突とつ如じよ立ち上がったのは、初雪様でございます。



「……織人、さん……？」

　湯ゆ気げの中、一いつ糸しまとわぬ少女の声は、かすれておりました。

「は、はい」

　圧あつ倒とうを通り越し茫ぼう然ぜんとしつつ、織人様は後こう頭とう部ぶに初雪様の視し線せんを感じます。

「漏もれて、いたのですか？」




「えっ？」

　声を漏らす織おり人と様の背はい後ご。少女の瞳ひとみから、一時的に消しよう滅めつするハイライト。

　──初はつ雪き様は、

「最初……から？」

　黒く長い髪かみから〈ぽたりぽたり〉と雫しずくを垂たらし、

「初めて、坂道でぶつかってしまった時も、河かつ童ぱさんに縛しばられていたのを助けてくれたあの時も──」

　織人様に、言葉はありません。それはただ、事実が白はく日じつに晒さらされているのみ。

「校舎裏うら、倉庫裏で飛ばされてしまった私を受け止めてくれたあの時も……、……女子トイレに逃にげ込こんでしまったあの時も……、……そこで奥おく山やま先生先生に見つかったあの時も……、……校長室のロッカーに逃げ込んだあの時も──」




　ただ、

　遥はる奈な原ばら初雪様は、今の今まで、森もり口ぐち織人様に思し考こうが漏ろう洩えいしていることに、

　まったく気付いていなかったのでございます。




「『昭あき沙さ山やまダンジョン』で織人さんを助けたあの時も……、……夕食で隣となり同どう士しだったあの時も……」

「い、いや！　所々に、まったく身に覚えの無いモノもありますが──」

　しかし、少年の訴うつたえは空から回まわり、

「織人さんは、そのような事は、今まで一言も……ッ!!」

　初雪様は、想像をしたことすら無かったのです。無理からぬコトでございます。《能のう力りよく》の存そん在ざい自体が極ごく秘ひであるのに、その《能力》がもたらす『自分の妄もう想そう』までもが、全て知られていたなんて……!!　ちらりと考えただけでも、ショック死しかねない状況じようきようなのであります。

　ましてや、それが現実だなんて。

　少女はそれら全てを振ふり切きるようにして、きびすを返します。

「初雪さん……っ!?」

　──織人様のデジャビュ。

　彼女の姿すがたは、転校初日の霧きりの中、初めて出で逢あった時、突とつ如じよ走り出してしまった初雪様と重なります。




　そう、

　シチュエーションは違ちがえども、湯ゆ気げの中、制服すら身につけていない少女の、それは二度目の逃とう走そうでございました。




「御嬢様！　そのまま行かれては!!」

　デイジーの制せい止しも、今の初はつ雪き様には届とどきません。彼女は脱だつ兎との如ごとく湯船からあがり、垣かき根ねにかけてあったバスタオルを摑つかむと、露ろ天てん風ぶ呂ろと庭を仕切る壁かべにあった戸を開け、

「ちょ……ッ!!」

　織おり人と様も予想外でございます。

　混こん浴よくという状じよう態たいにおいては逃にげ出ださずに、しかし自らの『思し考こう』が漏ろう洩えいしていたと知るやいなや走り出してしまう初雪様の行動原理。どのような整合性を持って理り解かいすればいいのでありましょう。いや、おそらくは初雪様自身も現時点ではご自分の内情など理解できてはおらず、

「もう、これで本当に、おしまいに……!!」

「は、初雪さん……！」

　織人様は物音から全てを悟さとるコトができました。なれど咄とつ嗟さに彼女を追うコトはできなくて、初雪様は〈きらりきらり〉と瞳ひとみから尾を引くような涙なみだを残し、露天風呂の外へと走り出てしまうのです。




　そしてもう一つの事件は、ほぼ同時。




〈がららッ！〉と、脱だつ衣い所じよへと続くガラス戸が開け放たれ、

「報ほう告こくいたしま──、き、キサマァッ!!　なんでこのような所にごばぁッ!!」

　顔を出して来た維ゆい摩まは、混浴状態の織人様に気が付き、やおら湯船をかき混まぜるオールのようなものを武ぶ器きに走り出そうとしたのですが、次の瞬しゆん間かん、金きん髪ぱつ巫み女この投げつけた木の風ふ呂ろ桶おけを顔がん面めんに食らい、彼は後ろへとひっくり返るのです。

「早く報告を」

「は、はい！」

　勒ろく天てんに促うながされ立ち上がった維摩は、メガネのレンズにびっしりとヒビを入れたまま叫さけびます。

「敷しき地ち内ないに〝妖よう怪かい〟が侵しん入にゆういたしました!!」




　　　　　●




　──小学校。

　──中学校。

　──そして、これまでの高校生活において、

　同級生と、こんなにもたくさん喋しやべったのは、初めてのことでございました。

「もう、大だい丈じよう夫ぶだって……」

　初はつ雪き様が服を脱ぬいでも、それだけは外さない黒くろ手て套ぶくろ。

「今回は平気なんだって、信じたのに……」

　自分は浮うかれ過すぎたのだと、彼女は思いました。

　所しよ詮せん自分は、人ひと並なみの高校生活など、送れるはずがなかったのだと。

　……ここで一つ、銘めい記きしておかねばならないコトがございます。

　初雪様は、自分に物心がつくずっと前から身の内にあった《他人に思し考こうが漏もれ出だしてしまう》という能のう力りよく──言いい換かえるならば《体たい質しつ》を、

　この黒手套さえしていれば抑おさえておけるというコトを、きちんと理り解かいしていました。

　けれども、

　一度触さわって火傷やけどをしてしまったストーブを怖こわがる子供のように、

　皆みなの前では気き丈じように振ふる舞まえど、初雪様は常つねに、自分の能力がもたらす結果を恐おそれ続つづけて来たのです。

　たまごが先か、にわとりが先か。

『誇こ大だい妄もう想そうの被ひ害がい妄想』という彼女のもう一つの特質と、《他人に思考が漏れ出してしまう》という特とく異い体質は両りよう輪りんとなって、今の初雪様を作り上げてきたのです。

　自分が持つ能力によって引き起こされる最悪の結果を常に想そう像ぞうしてしまい、その事じ態たいに備そなえるコトが、初雪様の日にち常じようであります。

　──そして、そのような日々を送る初雪様に突とつ然ぜんやってきた非日常。

　人々を〝妖怪具現した天災〟から護まもる〝陰おん陽みよう師じ〟としての宿命。

　そもそも《他人に思考が漏れ出す》という能力は、初雪様の陰陽師としての《原初能力》でございます。

　それを偶ぐう然せん知ってしまったのは、とある一人の転校生。

　彼は初雪様が〝陰陽師〟であるコトを知ってなお、まるでなにごとも無かったかのように接せつしてきたのです。

　あまつさえ、織人様はこの二日間で幾いく度どとなくピンチに陥おちいり続つづけた初雪様をその度たびに助けるという、少女にとってみれば奇き跡せきのような行動をとっているのです。

　今まで、他人を恐れ続けてきた彼女に微かすかな希望が生まれたとしても、無理からぬコトでございます。




　バスタオル一枚で、夜を走る初雪様。




　これが街中であれば大おお騒さわぎとなるところですが、

　遥はる奈な原ばら家けが所有する庭園の面積は東京ドーム数十個分と言われております。庭師は常つねに四十余名を数え（もちろん中には式しき神がみが含ふくまれます）、季節の変わり目にはさらにその数倍の人出を持って、管かん理りが為なされます。

　夜のこの時間は、庭園内に人が少ない刻こく限げんでございます。

　彼女は既すでに廻かい遊ゆう式しきの主要区く画かくを抜ぬけ、蓮はすと月の浮うかぶ大きな池のほとりを走り、いくつもの石橋を渡わたり、植物園や松並なみ木き、果ては江戸時代の旅はた籠ごを模もした区画すら後にして、今は〈さらさら〉と風に鳴る竹ちく林りんの中に辿たどり着ついていました。

　ぶっちゃけ、逃にげすぎです。

　初はつ雪き様は未いまだ涙なみだに濡ぬれ、そしてカラダをまだきちんと拭ふいていないので、風ふ呂ろ上あがりのままに湿しめり気けを帯おびていました。そして、




　にゃおう。




　と、聞こえた気がして、初雪様が顔を上げた瞬しゆん間かんです。

　ぬるりと。

　なまあたたかく、同時に怖おぞ気けを誘さそうような風が、彼女の背せ筋すじを這はい上あがります。

　なおかつ、

「……──みぃぃっけ」

　突とつ如じよ、初雪様の耳元で囁ささやかれた吐と息いきには、たっぷりと邪じや気きが含ふくまれており。

「ッ!?」

　臨りん戦せん。黒くろ手て套ぶくろの少女は咄とつ嗟さに地を蹴けり、〝それ〟から間合いを取れば、




　そこには黒猫。




　自分が先ほどまで立っていたトコロにあったのは、闇やみの中でも、なお暗い、一匹の仔こ猫ねこでございました。〈かさり、かさり〉と、こちらへ近づいてくる黒猫は、明めい確かくな意い志しをその瞳ひとみに込めて、こちらを見上げておりました。

「……──にゃぁ」

　鳴いた黒い仔猫のそれは、どう聞いても市し井せいの野良猫が我々と遭そう遇ぐうした時に放つ、一種独特な『無関心』さとはほど遠く。初雪様はとっさに〝陰おん陽みよう師じモード〟へと移い行こうするため、油ゆ断だん無く胸むな元もとに手を動かします。が、




「お、お札ふだが、無い……」




　身に纏まとっていたのは、一枚のバスタオル。




　　　　　●




　露ろ天てん風ぶ呂ろより逃にげ出だした初はつ雪き様を追いかけて走る織おり人と様。

　彼は、初雪様と同等以上に焦あせっておりました。自分の言動が元で彼女は走り始めてしまったのです。少女をそこまて追いつめてしまった事にも呵か責しやくを覚えていると言うのに──行けども行けども遥はる奈な原ばら家けの敷しき地ち内ないだとは思いもよらぬ織人様でございます──あのような姿すがたゆえに初雪様が事じ情じようを知らぬ人の目に触ふれ、警察的な機関に補ほ導どうされてしまうような事があっては、これはもう命をもって贖あがないでもしない限かぎりは詫わびようがありません。

　……そのような心理が少年の脚あしをよほど急せき立たてたのでありましょう。

　織人様はついに、少女の匂においを辿たどり、彼を先せん導どうする式しき神がみ狐ぎつねと共に、彼女に追いつくのでございます。

「は、初雪さん……ッ!!」

　そこで彼が発見したもの。

「おのれ、なにやつ!!」

　レキが織人様の足元で吠ほえます。

　ぐったりと意い識しきを失った初雪様を肩かたに担かついでいたのは、赤黒い和服に身を包み、ネコ耳を〈ぴくぴく〉、二本のしっぽを〈ゆらゆら〉させた人影でした。

「まさか、お嬢さまを攫さらうつもりか!?」

　ただ事ではないその状況じようきようを視し認にんしたレキが身をひるがえせば、




『砂すな御み門かど流りゆう《蒟こん蒻にやく術じゆつ》！　其その二号『碁ご盤ばん固がため』ッ!!」




　暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ弾だんの如ごときこんにゃく塊かいが猫ねこ又またに向かって〈ぷるんッ！〉と射しや出しゆつされます。

　けれども着物姿の侵しん入にゆう者しやは、自分へと高速で迫せまるこんにゃくなどには目もくれず、

「……──」

　現れた〝人間〟を一いち瞥べつ。

「……──、ふんだ」

　すぐさま姿を闇やみへと溶とけ込こませてしまうのです。

　直後、式神狐の放ったこんにゃくは虚むなしく、なにもない空間を通つう過かし、

「この《隠おん行ぎよう》、〝猫又〟かッ!?　遥奈原家の結けつ界かいにすら潜もぐり込こむとは……！」

　妖よう怪かいの背はい後ごにあった竹に絡からみつき、幹みきを〈みしみし〉と圧あつ縮しゆくする《蒟蒻術》の音に、式神は牙きばを剝むいてじたんだを踏ふみます。

　一方、

「あれは、野の上がみさん……？」

　織おり人と様は息を切らしたまま、二人の同級生が消えてしまった闇やみの中を──幻げん影えいのように網もう膜まくに残ざん像ぞうし続ける遥はる奈な原ばら初はつ雪き様。加えて、彼女を連れ去っていったクラスメイトが作り出す儚はかない輪りん郭かくを──凝ぎよう視しし続つづけるのでございます。




　前日に現れた妖よう怪かい・河かつ童ぱは一いち之の瀬せカスミというクラスメイト。

　そして今、気を失った初雪様と共にいなくなってしまったのは、野上綾あやという同級生。




　……一人と一匹に遅おくれること数秒後に竹ちく林りんへと到とう着ちやくする勒ろく天てんや維ゆい摩ま達は、織人様とレキが覗のぞき続つづける深い暗くら闇やみ、そして先行した一人と一匹の背せ中なかに、不ふ吉きつと言えば軽すぎる予感を、抱いだき。

「お嬢様は、〝妖怪・猫ねこ又また〟に攫さらわれてしまった」と、

　こんにゃく小動物・式しき神がみのレキは、それを肯こう定ていするしかない事実を、告つげるのでございます。
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　──ドコをどのように走はしり抜ぬけて、織おり人と様はここまでやって来たのでしょう。

「はぁっ……、はぁ、かはぁ……っ、くぅぅ……」

　彼は、別の生き物になり体内で暴あばれているのかとも思われる肺はい腑ふを胸むねの上から押おさえつけ、無理矢理息を整えるているのでありました。

「ふぅ、はぁ……はぁっ！　はぁっ！　こんなコトなら、もっと真ま面じ目めに、体育の授業を……やっておくんだった……」

　無風の夜。時刻は十時を回った頃ころ合あいにございます。

　止めどなく流れ出る首くび筋すじの汗あせをシャツの袖そでで拭ぬぐう織人様は現在、急きゆう激げきな運動に悲鳴をあげる己の身体を休めるべく、地面にへたり込まぬよう両りよう膝ひざに手をついて中ちゆう腰ごしのまま荒あらい息をついていました。目の前には閉ざされた校門があり、もし仮に少年がアクティブな赤外線視し力りよくを持っていたならば、その門柱に刻きざまれた『県立　吝やぶ華さか高等学校』という所在地がすらすらと読めたことでありましょう。




　──今から十分ほど前のコト。




　露ろ天てん風ぶ呂ろから逃にげ出だした初はつ雪き様が、敷しき地ち内ないに侵しん入にゆうしていた〝妖よう怪かい・猫ねこ又また〟に攫さらわれてしまうという光景を目もく撃げきしてしまった織人様。

　彼は、急転を告つげるその光景──妖怪に魅み入いられたクラスメイトが、同級生の少女を連れ去るという出来事──が、完全に脳のう室しつへと染しみ込こむ、

　半はん瞬しゆん前まえに、

　遅おくれてやって来た式しき神がみ衆しゆう、勒ろく天てんやレキの虚きよを完全に衝つく形で、クラスメイト二人が消えてしまった深い暗がりの中へと、猛もう然ぜんと駆かけ出だしていたのでございます。

　踏ふみ出だした一歩目からトップスピードな織人様の目に映っていたのは、網もう膜まくから消え続ける蛍ほたるの残光にも似にた二人の輪郭。闇やみの中へと幻げん覚かくを追い続けるような無力感を振ふり払はらいながら、少年は無む我が夢む中ちゆうで獣けもの道みちですらない山中を突つき抜ぬけ、斜しや面めんを飛とび降おり、転ころがりながらアスファルト道路へと膝をつき、ついには昭あき沙さ山やまの麓ふもとにある学舎へと辿たどり着ついたのでありました。

　今をもってしても、整わない呼吸。

　限げん界かいを訴うつたえる両りよう脚あしと幾いくつかの内ない臓ぞうを休めるべく立ち止まった彼の制服には、肩かた口ぐちにまで泥どろがこびりつき、肌はだが露ろ出しゆつしていた部分には無数の擦すり傷きずが刻まれております。もし、このまま家に帰ろうものなら、母や妹に『転校早々、どこの番長と河か川せん敷しきで夕ゆう陽ひをバックに友情を深めて来たのか』と小こ言ごと以上中ちゆう言ごと未満なクレームをつけられること必ひつ定じような状況じようきようなのですが、

　しかし、それらをほんの些さ末まつな問題として意い識しきの辺へん境きようへと追いやる《声》が、今や彼の脳のう内ない基き底てい部ぶから響ひびいてくるのであります。




　初雪さんは、この中にいる。




　少年は、理由も無く確かく信しんしていました。

　何度も繰くり返かえすのは彼にも酷こくかと思うのでこれで最後にいたしますが、織おり人と様は大型書店の棚たなと棚の間で丸一日中遭そう難なんできる程ほど、方向感かん覚かくが鈍にぶうございます。

　けれども、言い換えれば、だからこその『山中直進』でありました。

　入り組んだ足元などには目もくれず、目標から一切目を逸らすコトのなかった織人様なのでございます。

　大きく一息、深呼吸。

「よし……」

　少年は学校敷しき地ち内ない、ロータリー付近の屋おく外がい照明に照らし出された校舎を見上げます。

　どうにかマシになった自分の呼吸の音だけを聞きながら、織人様は立ちふさがる門へと鉄てつ棒ぼうの要よう領りようで飛びつきます。

　腕わん力りよくとジャンプの勢いきおいで上じよう体たいを持ち上げ、一気に校内へと侵しん入にゆうしようと鉄門にかけた足に力を込めれば、その時、




「荷物も持たず、どこへ行くつもりだ」




　突とつ如じよ響いたのは、重低音の管楽器的倍音たっぷりな男性の声。

「ッッ!?!?」

　咄とつ嗟さにそちらを見やれば、織人様が手をついていた鉄門の上うえ枠わくに座すわり込こんでいたのは鋭するどい銀ぎん水すい晶しようの隻せき眼がんを持つ〝こんにゃく狐ぎつね〟でございます。

　度ど肝ぎもを抜ぬかれ、そのまま「う、うわぁあああああ……っ!!〈どごす！〉」と、少年はバランスを崩くずして門から学校内部の方向へ、およそ二メートルあった後こう頭とう部ぶとアスファルトとの距きよ離りを瞬またたく間にゼロとしてしまいます。

「驚おどろかさないでくださいレキさん!!」

　逆さか立だちに失敗し、壁かべにもたれたまま身体が折り重なってしまった的ポーズのまま苦情を呈ていする少年。その傍かたわらへと飛とび降おりた式しき神がみ狐ぎつねは、

「吃ビツ驚クリしたのはこっちだ。出し抜けに徒と競きよう走そうなど始めおって」

　ふんと鼻を鳴らして、口にくわえていた包みを地面へと下ろすのです。

「そ、それは……？」

　ぐるりと身体を反転させて膝ひざ立だちになった織おり人と様は、目の前に置かれた、白い布にくるまれている荷物とレキを見比べます。

「背せ負おえ。中に御嬢様の《支し度たく一式》が入っている」

「初はつ雪きさんの、したく、が……」

　織人様が〈もやもや〉と頭ず上じように思い出す必要もなく、

　露ろ天てん風ぶ呂ろ入にゆう浴よく中ちゆうに走り出し、バスタオルの他には未いまだ徒と手しゆ空くう拳けんであろう初雪様には、確たしかにいろいろな道具が必要なハズでございます。

　少年は緊きん張ちようした面おも持もちで「わ、わかりました……」と包みを手に取り、メッセンジャーバッグの要よう領りようで荷物をたすきがけに背負って、きつく締しめ上あげます。

　そんな緊張した面持ちの織人様を見上げながら式しき神がみ狐ぎつねは、

「しかし、よくここだと解わかったな」

「え、あ、と……というか、本当に初雪さんはここにいるんでしょうか……」

　荷物の具合をしつこく確たしかめていた織人様はレキのセリフに急に不安が湧わいて来たらしく、視し線せんを足元、式神へと向けるのです。

「あの〝猫ねこ又また〟、己おのれの気け配はいは《隠おん行ぎよう》で断たつことが出来ても、初雪様の匂においまでは消せないようだ」

　レキの言葉を聞き、ようやくカラカラな喉のどへと一杯の水を得たような表情を見せる織人様に、式神狐は背せ筋すじを伸ばし、

「……すまなかったな、織人」

　急に改まった態たい度どを取る〝こんにゃく小動物〟。

「ど、どうしたんですか、レキさん……」

　織人様は不安をかき立てら、思わず及および腰ごしでございます。

「我はまだ、おまえという人間を見くびっていたようだ。数すう刻こく前まえ、突とつ然ぜん走り出した時には、恐きよう怖ふのあまり遁とん走そうでもしたのかと思ったが、まさか〝猫又〟に攫さらわれたお嬢さまを追っていたとは」

　式神は湿しめった黒い鼻を心持ち立てるように〈ひくひく〉させ、それから地面を蹴けり、当とう惑わく気ぎ味みの織人様の肩かたに飛び乗り、

「どうだ、走れるか」

　尋たずねます。少年にはなぜか、その〝こんにゃくギツネ〟の儚はかない重量が、とても頼たのもしくて。

「はい、まだまだ行けます」

　薄うす青あおく照らされ続けている学校の校舎へと、再ふたたび駆かけ出だすのでございます。




　　　　　●




「月つき並なみですが……」

　廊ろう下かの窓まどから廊下に侵しん入にゆうし、廊下に降おり立たった織おり人と様は肩かたの式しき神がみに囁ささやきます。

「……夜の学校って、やっぱり不ぶ気き味み、ですね」

　暗い廊下に唯ゆい一いつと言ってもいい光源、『非ひ常じよう口ぐちの緑』＆『消しよ火うか栓せんの赤』の明かりが照らし出す光景は、やはり昼間の校舎内とのギャップがありすぎて、スグには慣なれそうになくて。

「きょろきょろするな。この期ごに及およんで幽ゆう霊れいが恐こわいとでも？」

「い、いや、ただ、雰ふん囲い気きが……」

　と、おっかなびっくり歩ほを進める織人様へ、

「ん？　そこにいるのはなんだ」

　声を潜ひそめる肩けん上じようのレキ。式神が鼻先を差し向けていたのは数歩先の暗がりでした。

「え、あ、ぅわああっ!?　こ、これっ!?」

　少年も気付きます。

　前方二メートル程ほどの距きよ離りにあったのは小さな握にぎり拳こぶしほどの物体。

「ね、ね……ねずみっ？」

　織人様の頭ず脳のうはパニック寸すん前ぜんでその正体をはじき出します。前方にいたのは小さな齧げつ歯し類るい。

　後ろ足で立ち上がった一匹の子ネズミが、小さな目を光らせてこちらを見ているのです。

「どうやらそのようだな」

　生まれて初めて見た屋おく内ないの野の良ら鼠ねずみに〝河かつ童ぱ〟と〝猫ねこ又また〟以上のリアクションをとってしまった織人様は、式神の同意にどうにか落ち着きを取とり戻もどします。

「ま、まぁ、夜ですし、学校にも一匹くらいはちょろちょろするもんなんでしょうけど……」

　そして、こちらを見上げたまま逃にげ出だす様よう子すもない子ネズミから視し線せんを逸そらそうとした瞬しゆん間かん、少年は思わず「っ!?」と、そちらを二度見をしてしまうのです。

「ぇあ……」

　子ネズミの後ろに広がる廊下の暗がり。

　そこに、

　いつの間にか、まるで都会の夜景を模もしたジオラマのスイッチをオンにしたのかと見まごう、幾百の小さな瞳が一いつ斉せいに出現していて。

「なっ……ッ」

　こんにゃくギツネすら隻せき眼がんを細め一いつ瞬しゆん言葉を失います。それは灰はい色いろの体たい軀く、生々しくくねる太い尻しつ尾ぽを持った親ネズミ──成せい熟じゆくしきった齧歯類──の大たい群ぐんでございました。『ちゅう』と誰だれかが鳴きました。すると『ちゅうちゅうちゅう』と誰かが答え、やがて『ちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅう』『ちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅう！』

「う、ぅうおわあああああああああああー!?」

　織おり人と様を突つき動うごかしたのは本ほん能のう的てきな恐きよう怖ふでありました。素す早ばやく後ずさり、脚あしをもつれさせるようにして少年はダッシュで逃とう走そう開始なのでございます。そして彼の肩かたに乗るレキは、背はい後ごより響ひびき続つづける『ちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅう！』という騒そう音おんに思わずくるりとその場で反転、

「追ってきてるぞ!!」

　織人の耳たぶをぐいぐいと摑つかみます。

「痛いたいですレキさん耳が痛いです！　なんとかならないんですか!?」

「しかたない、我の《蒟こん蒻にやく術じゆつ》で……！」

　隻せき眼がんの式しき神がみは〈ぱんっ〉と両手を合わせ素早く《印いん》を組み合わせ、

「せぃぁっ！」

　輝かがやく《霊れい力りよく》を迸ほとばしらせます。すると瞬またたく間に出現するのは廊ろう下かをいっぱいを塞ふせぐ防壁でありました。同時に『ちゅうちゅう』音も聞こえなくなるのでございます。

「く……食い止められましたか!?」

　脚を緩ゆるめ、背はい後ごを振ふり返かえる織人様。

「無論だ。我が展てん開かいしたのは厚さ一〇〇センチの《こんにゃく壁かべ》。ネズミ如ごときがどうこうできる──」

　レキのセリフはそこで止まります。なぜならほぼ壁の中央が〈ふるふる、もこり〉と盛もり上あがったと思えば、次の瞬しゆん間かんにはそこより『ちゅうっ』と、ネズミの口先が出現。あとはもう見ているしかありませんでした。あれよあれよという間に穴は拡かく大だいされ、あっという間に壁からネズミが溢あふれ出でて来るのです。

「逃にげましょう逃げますよ!?」

　言いながら再ふたたび脚を回転させ始める織人様。その肩で、レキは器用に手で口元を押おさえ、

「馬鹿な!!　ただのネズミがこのような……！　……まさか」

「なんですかレキさん！　まさかなんなんですか!?」

「こやつら〝猫ねこ又また〟の〝隷れい妖よう〟か!?」

「レイヨウ!?」

　廊下の角に手をついた曲がりながら織人様は尋たずねます。

「〝妖よう怪かい〟が『人間の力では防ふせぎようのない天てん災さい』ならば、それらが巻まき起おこす『二次災さい害がい』を我々は〝隷妖〟と呼よんでいる！」

「つまり……」

「やはり、ここに〝猫ねこ又また〟とお嬢様がいる!!」

「ＯＫです！　でも、初はつ雪きさんを見つけ出すその前に、あの大たい群ぐんをどうにかしないと！」

　階段を三段飛ばしで駆かけ上のぼりながら、織おり人と様は愚ぐ痴ち以外のなんでもないセリフを背はい後ごの大群に飛ばします。

「まったく、〝猫〟が〝鼠ねずみ〟の大群を操あやつるなんて……!!」

「案ずるな、そうと解わかれば我がなんとでもしてみせる！」

　隻せき眼がんをつり上げ、牙きばを剝むいて豪ごう語ごするレキでございますが、




　……しかし、




「おのれぇぇぇっっ!!」

　頼たのもしい言葉とはウラハラに。

「奴やつらは満腹という言葉を知らないのか!?」

　四度目の防ぼう壁へきが鼠の鋭するどい歯と胃い袋ぶくろにより食くい尽つくされ、（『ちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅう！』）、五度目に特厚のこんにゃくを展てん開かいしたレキは、さすがに疲ひ労ろうを隠かくせない様よう子すでいるのです。胴どう体たいのこんにゃくからも、心なしか艶つやが無くなってきている気がいたしませんか？

「……でも、鼠たちの腹具合を待ってたら、……おそらく、キリがないと……思います」

　ぜぇぜぇと息をつき、こんにゃく防壁の傍かたわらで束つかの間まの休きゆう憩けいを取る少年の言葉に、

「なにか、思いついたのか……？」

　微かすかなモノを感じ取ったレキが尋たずねます。

「い、いえ、でも……」

「ものは試しだ、言ってみろ」ためらう織人様を促うながす式しき神がみ狐ぎつね。

　やがて彼はおずおずと、肩かたに乗る小動物の耳元へ、自分の案を囁ささやきます。

「……なるほど、おもしろい。試してみるか」

　こうと決めたら迅じん速そくモットーのレキでございます。第五のこんにゃく壁かべを破って溢あふれ出だす鼠から、再ふたたびの逃とう走そうを試みる織人様の肩けん上じようで、式神は新たな《蒟蒻術》のために自らの中にある《霊力》を練り上げ、

「せぃやぁッ!!」

　気合いと共に後方の廊下へと放ったのは、見た目まったく今までと同じこんにゃく壁。

「どうですか!?」

　足にブレーキをかけて反転気ぎ味みに様よう子すをうかがう織人様。

「やはり人じん海かい戦術──というか、『鼠そ海かい戦術』で食われているぞ!!」

　レキの言うとおり、こんにゃくの表面はあっという間に向こう側からの侵しん略りやくによる穴が〈もぞもぞもぞ！〉と開通し、やがてそこから『ちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅうちゅう、ちゅう、ちゅう、ちゅう…ぅぅう……ッ!?』

「ぃやったか!?」

「見てください！　鼠ねずみ達が、次々にひっくり返って……」

　こんにゃく壁かべを食い破って廊ろう下かに着地した齧げつ歯し類るい共どもは、廊下をふらふらと数歩進み、催さい眠みん術じゆつにかかったように、次々〈こてん、こてん〉と床ゆかに転ころがり、

「ねむっちゃった……」

　すやすやとお腹なかを上下させてしまうのです。

　夜の校舎内。廊下に累るい々るいと横たわる数百匹の齧歯類を織おり人と様の肩けん上じようから見下ろしていた隻せき眼がんの式しき神がみ狐ぎつねは、

「作戦成功だな織人。さすが、わずか一ミリグラムで象ぞうを昏こん睡すいさせる《睡すい眠みん蒟こん蒻にやく》なだけはある」

　牙きばを剝むき、いい顔を少年へと向けます。

「あぁ、はぁ……」

　織人様としては『あの《こんにゃく壁》に眠ねむり薬ぐすり的てきなモノを』という提てい案あんをしてはみたものの、作戦決行後の光景を見てみると、なんというかとても『卑ひ怯きようくさい』気がしてしまい……。

「気にするな。『鼠ねずみ罠わな』の要よう領りようなのだ。……それよりもだ、織人」

「な、なんですか？」

「どうだろうか。これを〝砂すな御み門かど流りゆう《蒟蒻術じゆつ》、其その九百九十九号《織人こんにゃくの術》〟と名付けたいと思うのだが」

「……レキさんのそういうネーミングセンスは、最悪に近いです」

「そんな言い方ってヒドイ！」

　尻しつ尾ぽの毛までを逆さか立だてて愕がく然ぜんとするレキ。そんな小狐を肩かたに乗せた織人様の、

　背はい後ごからでございます。




「……──けれど、ここより先には、もう行かせないっ」




　振ふり返かえれば眼がん前ぜん。と、言っても、差さし支つかえはないと思われます。

　たった一メートルも離はなれていない場所に、




　まるで夜中に江戸を襲おそった大火に照らされた夜空の如ごとき色合い、曼まん珠じゆ沙しや華げを咲かせた着物に赤あか紫むらさきの腰こし帯おび。頭部からは黒猫耳、腰からは二ふた股またに分かれた尻尾を生やす、〝妖よう怪かい・猫ねこ又また〟が、忽こつ然ぜんと姿すがたを現していて──

　慌あわてて身体を反転させた織人様が見たのは、そんな彼女が、着物の裾すそを片かた手てでそっとたくし上げている姿すがたでございます。



「……なッ!?」

〝猫ねこ又また〟の、足た袋びに包まれた右足が、リノリウムの床ゆかをそっと、サッカーボールを蹴けり上あげるように見えた、次の一いつ拍ぱく。

「ふばぁッ!?」

　織おり人と様は避よける間もなく後方へと吹き飛ばされてしまうのでありました。

　少年は己おのれの両りよう脚あしが地面より離はなれる直前、『視し界かいが曇った』と認にん識しきいたしました。その正体はおそらく廊ろう下かに溜たまっていた砂すな埃ぼこり。それはまるで風の強い日に校庭に起こる突とつ風ぷうを何百倍にも強めたかの如ごとき、固い埃ほこり混まじりの烈れつ風ぷうだったのでございます。

　少年と一いつ緒しよに飛ばされ、なおかつ織人様の下した敷じきになってしまっていたレキが「うぅぬ……っ！」と、自由を求めて這はい出だし、

「の、野の上がみ、さん……？」

　遅おくれて上半身を起こすのは織人様。

〝猫又〟は、絡からまって螺ら旋せんを形づくる二本のしっぽを目の前で揺ゆらしながら、こちらを見下ろします。

「──……なんで邪じや魔まするの？」

　……そうそう、言いい忘わすれておりましたが、織おり人と様と式しき神がみのレキには、校舎内に侵しん入にゆうする際さいに取り決めた方針が、二つありました。




【方針一つ目】どこかに囚とらわれている初はつ雪き様を一いつ刻こくも早く見つけ出し、速すみやかに脱だつ出しゆつする。

【方針二つ目】前ぜん項こうを完かん遂すいするために、〝猫ねこ又また〟に見つからないよう最さい大だい限げんの努力を払はらう。




　なぜならば、織人様にも式神狐ぎつねにも、〝妖よう怪かい・猫又〟を退しりぞける力など無いからでございます。

　従したがってこの展てん開かい。ハッキリ言って、結けつ構こう最悪なのでございます。
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　──校舎と校舎を繫つなぐ『渡わたり廊ろう下か』の付け根部分は、夏休み明けなどに、生徒が作った優秀な貯ちよ金きん箱ばこなどが展てん示じされたりする、ちょっとした広いスペースになっております。

　この特とく殊しゆな空間が織おり人と様にとって吉と出るか凶きようと出るかは、ともかく。そこが、初はつ雪き様を助けにやって来た少年が、〝妖よう怪かい・猫ねこ又また〟に発見された舞ぶ台たいでありました。

「は、初雪さんは──」

　意い識しきのチャンネルが、ようやく眼がん前ぜんの『予想しえた最悪の展開』に追いついた織人様は、

「初雪さんは、いったい、どこに、いるんですか？」

　それでも立ち上がり、廊下を塞ふさぐ黒猫耳の〝猫又〟へと向かい合います。

「……──」

　少年に無言を返すのは、妖怪に魅み入いられたクラスメイト、野の上がみ綾あや様。

　そう、

　ネコ耳としっぽを付け、江戸の大火を映すかのような赤黒い和服をお召めしになってはいますが、彼女はどこからどう見ても、野上綾様でございました。

　少年は改めて息を飲みます。〝河かつ童ぱ〟に取とり憑つかれた一いち之の瀬せカスミ様に続き、何な故ぜ、野上綾様までもが〝妖怪〟に……？

「キサマの《ナワバリ》は把は握あくした。もう逃にげられはしないぞ」

　織人様の足元では、威い嚇かくするようにレキも身を構かまえます。

　しかし〝猫又〟は、気にした風も無く、なおも表情を変えず、

「……──鼠ねずみは、その味を覚えたみたい」

　ぽそりと零こぼせば。

「なにッ!?」

　式しき神がみ狐ぎつねは、己おのが身に走る異い変へんに気が付くのであります。




『……ちゅぅ』




「鼠、風ふ情ぜいが……」

　こんにゃくギツネの斜ななめ後うしろにいたのは、唯ゆい一いつ、軀からだが小さくて、一枚目のこんにゃく壁かべでお腹なかが一杯になってしまっていたため、《眠ねむりこんにゃく壁》を食べるコトができなかった、あの、織人様が最初に目もく撃げきした子ネズミでございました。

「……《隠おん行ぎよう》だと!?」

　ゆっくり廊ろう下かへと、倒たおれ込こむこんにゃくギツネ。

「ど、どうしたんですかレキさんッ!!」

　式神狐は苦く渋じゆうの表情を浮うかべ、

「お腹なかの〝こんにゃく〟を齧かじられて、力がでないよ……！」

「え、ぇえええッッ!?　ちょ、ちょっと、予よ備びの〝こんにゃく〟とかはないんですか!?」

「屋や敷しきに帰らなければ、作りたてのこんにゃくは無い。ああ、これが食品系ヒーローの定さだめなのか……!!」

「食品系ヒーロー!?」

　織おり人と様は〈しっしっし!!〉と、なおもレキのお腹を齧ろうとする子ネズミを追おっ払ぱらい、弱り切った式神狐を抱だき抱かかえたらいいのか、慰なぐさめるために頭を撫なでたらよいのか、そういえば狐ってどう扱あつかえばいいのか解わからないっていうか、キツネってネコ科なの？　イヌ科なの？　などと大だい混こん乱らん。

「……っ？」

　そんなおり、しゃがむ織人様の視し界かいに、影かげが差し、

　彼が顔を上げれば、そこには〝妖よう怪かい・猫ねこ又また〟に魅み入いられたクラスメイト、今日の昼休みにはニンテンドーＤＳをこなしながら『ＵＮＯ』もプレイするという荒あら技わざを披ひ露ろうしていた、今は黒猫耳付き〝猫又〟状じよう態たいの野の上がみ綾あや様が、こちらを覗のぞき込こんでいて。




「……──なぶって殺しても、いーい？」




　彼女はか弱い獲え物ものを見つめる猫の瞳ひとみそのものな眼まな差ざしを、少年に向けているのでございます。

「もしかして、まだあの時の『百二枚取り』のコトを、根に持ってる……？」

「逃にげろ織人！」

　麻ま酔すいにかけられたように〝猫又〟と見つめ合ってしまっていた織人様は、足元より聞こえた式神狐の声に、〈はっ〉と我に返り、

「で、でも……!!」

　タタラを踏ふめば、その足首に〈がぶり！〉と牙きばを立てられてるのです。

「うぎゃあおああッ!?　な、なにすんですかレキさーん!?」

「お前は今でも遥はる奈な原ばら家けの客人！　招まねいた初はつ雪き様の名めい誉よのタメにも、傷きずつけさせるわけにはいかぬ！　早くここから立ち去れッ！」

「というかレキさんが一番その客人に嚙かみついてるじゃないですか!!　それに動けないレキさんを置いていけません！」「いいから早く行け馬鹿者!!」というコンビのやり取りに、

　両耳と二ふた股またの尻しつ尾ぽだけを〈ぴこぴこ〉反はん応のうさせていた〝猫又・野上綾〟様は、

「……──逃がさないんだから」

　赤いレースに縁ふち取どられた襟えりのスキマより懐かい剣けんの如ごとく一いち条じよう、暗赤色の大おお振ぶりな扇おうぎを抜ぬくのでございます。手首のスナップで〈ぱんっ〉と扇を広げた彼女は、狐に脅おどされ、それが恐こわくてなんだか逃にげ腰ごしになっている織人様へと、下か方ほうから掬すくい上あげるようにして振ふるいます。

　すると、

「うわぁッ！」

　足元より迫せまり来た疾しつ風ぷう、咄とつ嗟さに目を閉じる少年。そしてとっさに両りよう腕うでで頭部を庇かばった織人様は、その渦うず巻まいた旋せん風ぷうの中に場ば違ちがいなモノ、

「!?」

　草むらの匂においを感じるコトに戸と惑まどいを覚えるのです。

「……──それがなにか、わかっちゃう？」

　止む風に乗って届とどく〝猫ねこ又また〟の声に、目を見開く織人様。

「なッ!?　こ、これって……!!」

　まず、目に飛び込んで来たのは、成人式に振ふり袖そでの女性が首に巻まくもこもこしたファーのようなもの。色は薄うす緑みどりで、『へぁっ？』と気が付けば、それは全身に広がっているのです。さて、これはいったいなんなのか、織人様の口から解わかりやすく説明してもらいましょう。

「ちょ、待ってなにこれ!!　なにが起こっているのか全然よくわからない!!　もしかしてコレ、黴かび!?」

「わ！　こっちに来るな織人！（助けを求めてくる織人様から逃げようとするレキ）」

「……──それ、ねこじゃらし」

「へ？　あ、……ねこ、じゃらし!?」

〝猫ねこ又また〟に言われて見てみれば、身体中から颯さつ爽そうと生えていたのは細くて柔やわらくて長い、緑色したモコモコの針状毛の集合物体。もしこれを俯ふ瞰かんから眺ながめてみたならば、確たしかに今の織人様は『猫大好きねこじゃらし』的な『着ぐるみ』をすっぽりと被かぶったかと見まごう高校二年生男子に見えなくもありません。

「でもこれが、いったい……？」

　多少動うごき辛づらいですが、冬服を厚手に着込んだくらいで動きは制限されていません。このまま逃げてしまえるような気がするのですが──

「……──おいでおいで」

　戸と惑まどう織人様を、そう、〝猫又〟が手に持った扇で〈くいっ〉と招まねいた時でした。

「え、な……っ！」

　まるで机のクリップが磁じ石しやくに吸い付くみたいに、〈ひゅるり〉と織人様は野の上がみ様へと宙を飛んで引き寄せられ、

「ぐぅッ!?」

　そして少年は、〝猫ねこ又また〟の持つ扇が金きん属ぞく製せいであったコトを、交こう錯さくの瞬しゆん間かんに胴どうに打ち込まれた一いち撃げきにより、知るのです。

「……──ほら、立って立って」

〝猫又〟は無茶を言います。重たい不意の打だ撃げきをミゾオチに食らった織おり人と様が、スグに立てるわけがないのです。

「……──まだまだ終わりじゃないよ？」

　しかし、膝ひざをついた織人様の身体は、本人の意い志しとは無関係に、扇に操あやつられるように引き上げられ、またもや打ちよう擲ちやく。勢いきおいで吹き飛んだ少年が描えがく放ほう物ぶつ線せん。その物理法ほう則そくを、〝猫又〟は扇をスナップさせることによりねじ曲げて、織人様を招まねき寄よせるのでございます。

「おのれ、このままでは……ッ!!」

　一部始し終じゆうを見ていたレキは、四し肢しに力を込めようとしては、崩くずれ落おち、細長い顎あごを床ゆかに打うち付けていました。やはり胴どうのこんにゃくを齧かじられてしまっていては本来の力を出すことはできないようなのです。式しき神がみは焦あせります。このままでは本当に、織人様はあの和服の妖よう怪かいによって、猫が鼠ねずみをなぶり骨ほねを砕くだいて食べやすくするように、なぶり殺されてしまうのは確実であり。

「……──ねぇ、ねこじゃらしになれた気分はどう？」

「なんか、違ちがいませんかこれ……。ねこじゃらしが猫に向かって行くんじゃなくて、猫がじゃらしの方にじゃれてくるんじゃ、なかったでしたっけ」

「……──、……ちがくないもん」

「ぐはぁッ！」

　混こん乱らんの中、織人様は今、全身から立ち上る草むら的な匂においが、初めてではなく、これで二度目だと思おもい至いたります。

　それでは、一度目とは。

「（最初、野の上がみさんが現れた時、足元からの突とつ風ぷう……）」

　鼠ねずみの大たい群ぐんを始末した直後。〝猫又〟が脚あしでかけてきたのは砂などではなく、ねこじゃらしの種だったのだと織人様は直ちよつ覚かくするのです。そして同時に、

「（初めから野上さんは僕達を逃にがす気なんか、なかった）」

　自分をなぶる〝猫又〟の周しゆう到とうさに気が付き、戦せん慄りつを覚えるのであります。

　けれども、

「……──その目、諦あきらめないの？」

　幾いく度ど目めか。

　織人様を目の前に立ち上がらせた〝猫又・野上綾〟様は、少年の目が、いくら打うち据すえても諦めを見せないコトに、苛いら立だちを覚えたのでございましょうか。

「……──確たしかあなた、あの〝陰おん陽みよう師じ〟がどこにいるか、尋たずねたと思うけど」

　彼女は、そう切り出すのでございます。

「ぁぐっ」

　口の中を切っていた少年は、同意の返事をしようとした瞬しゆん間かんに、痛いたみに声を途と切ぎれさせます。

「……──あの陰陽師なら」

　けれど、それだけで織おり人と様の意が伝わったのでありましょうか。

「……──あそこだよ？」

〝猫ねこ又また〟は織人様を床ゆかに転ころがし、彼の視し線せんの方向へと扇おうぎを〈ぱしっ〉と広げるのであります。

　すると、呼こ応おうするのは夜の一角。まるで閉じられていた目ま蓋ぶたが開くように、おおよそ六十五インチ相当の液えき晶しようテレビサイズほどもある猫の目型の空間が展てん開かいされのです。

「初はつ雪き……さん」

　そこには（やはり、予想通りに）バスタオルをカラダに巻まき、両りよう腕うでを黒くろ手て套ぶくろに包んだだけの等身大な初雪様が映し出されていました。どうやら彼女はフェンスに囲まれた場所に──まるで、虫かごに閉じ込められた蝶ちようのように、と言ったら詩的すぎますが──閉じ込められているのでございます。




「お、織人さん!?」




　どうやら映像は双そう方ほう向こうのようでありました。

　監かん禁きんされていた初雪様も目もく撃げきしてしまうのです。織人様が校舎内にて、〝妖よう怪かい・猫又〟によって、下腹部こそ盛もり上あがってはいませんでしたが北海道は阿あ寒かん湖この緑色のマスコットに、なんだかすごく毛を伸ばした感じの面おも白しろい着ぐるみを着せられた上、存じゆう分ぶんにいたぶられている、そんな場面を。

「も、もうやめてください野の上がみさん!!」

　初雪様は目の前に突とつ如じよ現れた凄せい惨さんな光景に、思わずクラスメイトの名前を叫さけんでしまいます。

　その瞬しゆん間かん、

「……──っ」

　織人様は偶ぐう然せん、目もく撃げきしてしまいます。

「（今、野上さんは、顔を赤らめた……!?）」

　確かに〝猫又〟の表情、頰ほおに朱しゆが差したように見えたのでございます。

　しかも、

「……──お話し、しちゃった……！」

〝猫又〟は、ぽつっと呟つぶやくのであります。

「……──遥はる奈な原ばらさんが、わたしの名前を、呼よんでくれたんだ……」




　──何な故ぜ、〝妖怪・猫又〟に魅み入いられた野上綾あや様は、初雪様を攫さらったのか──




「（その理由って、もしかしたら──）」

　去きよ来らいする閃ひらめきはしかし、次に起こったそれ以上の出来事によって、織おり人と様の中で意味を完成させないまま、消しよう滅めつしてしまいます。

「に、逃にげてください織人さん!!」

　見れば、猫の目型の映えい像ぞうが瞳ひとみを閉じるように消えつつあり、向こう側の初はつ雪き様がそうはさせまいと一いつ生しよう懸けん命めいに画面に手を当てているのですが、その、カラダに巻まいたバスタオルが、かなり危あやうい角度で、どんどんズレ始めていて。

「ぁああああっ!!　……見えなく、なっちゃった……」

　途と絶ぜつしてしまった初雪様との通信。

　にもかかわらず、織人様の顔には、なぜか希望の光が見て取れるのはなぜでありましょう。それは彼女のバスタオルがかなりギリギリな位い置ちまでずれたのを目撃したからでは決してなく、先ほどの猫目テレビ通信により、彼が重要な情報を手に入れたからでございました。




　初雪様の現在地。




　織人様には、その見当がついてしまったのであります。

「だからここを……、この〝猫ねこ又また〟さえ切きり抜ぬけるコトができさえすれば……！」

　こうなったら、イチか、バチか。

　彼はポケットを探さぐり、今もなんだか〈ぽうっ〉と上の空な〝猫又〟の隙すきを見てクラウチングスタート、脱だつ兎との如ごとく背せを向け〈すたこらさっさ〉と廊ろう下かを走り始めるのであります。

「……──無む駄だなのが、わからないなんて」

　もちろん、そのような織人様の無む謀ぼうな脱だつ出しゆつに気が付かない野の上がみ綾あや様ではございません。彼女は〈すっ〉と構かまえた扇おうぎをひるがえし、

「今だッ！」

「……──ぇ？」

　完かん璧ぺきなタイミング。それは今まで〝猫又〟の為なすがままになっていた織人様が自らの身体で覚えた間合いでございました。〝猫又〟が扇により発生させた強い磁じ力りよくのようなエネルギーに、織人様は、自らの脚力きやくりよくを合わせて、乗るのです。

　妖よう怪かいの予よ測そくを超える軌き道どうで迫せまってくる織人様。少年はさらに刹せつ那なの空中散歩の途と上じようにおいて、

「これで……っ!!」

　妖怪少女の顔がん面めんへと放り投げたのは、複数の《実》。

　次の瞬しゆん間かん、織人様自身は鉄てつ扇せんの一いち撃げきで〈ばこん！〉とはじき飛ばされましたが、それを縫ぬうようにして少年の放った《弾つぶて》は〈ぽこぽこ〉と〝猫又〟のおでこや頰ほおに命中するのです。

「どうだぁっ!?」

〈ごろごろ〉と廊下を転ころがる織おり人と様。その様よう子すを見ていた式しき神がみのレキは、『とうとう織人がおかしくなった！』と、彼を哀あわれに思いました。が、




「……──ふぁ」




　その光景は、黒い仔こ猫ねこがあどけない好こう奇き心しんで目についたビー玉へと飛びつく様を、見ているようでございました。

〝猫ねこ又また〟は織人様が投とう擲てきし、廊下に転がった木の実を追うように、両りよう腕うでをまさしく猫の手にして、〈ころり〉と寝ねそべってしまうのです。

「織人、おまえはいったい、なにをした……？」

　滑すべり込こむようにして式しき神がみ狐ぎつねのトコロにやってきた少年へと、レキは尋たずねてしまいます。

「ほ、本当は、僕の家にいる猫のお土産みやげにしようと思っていたんですが……」

　そう、織人様は急に〈もじもじ〉し始めて。

「きちんと説明してもらえないか」

　床ゆかに横たわっていた身体を織人様に抱だきかかえられながら、レキが催さい促そくすれば、彼はようやく口を割ります。

「ええと、初はつ雪きさんの家の庭に、あったんです、マタタビモクテンリヨウが……」

「……ま、マタタビが!?」

「すいません！　黙だまって採とってきてしまって！」

　白はく状じようしながら走る少年を、レキは彼の腕の中で〈ぽかん〉と見上げるのでございました。
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　重たい鉄てつ扉ぴを押おし開ひらき、北校舎の屋おく上じようへと現れた織おり人と様。

　少年は既すでにその出いで立たちを、〝猫ねこ又また〟の呪のろい的てきな『ねこじゃらしの着ぐるみ』から、制服の下に『薄うすいこんにゃくを貼はり薬ぐすりよろしくぺたぺたしまくった』、というモノにチェンジしており、

「初はつ雪きさん!!」

　そんな、式しき神がみ狐ぎつねが残力を注そそいで施ほどこした《キュアこんにゃくの術じゆつ》のおかげなのしょうか。妖よう怪かいからのダメージから解かい放ほうされた彼は、ついに、攫さらわれた同級生を見つけ出すのであります。

「ご無事だったのですね織人さん!!」

　黒くろ髪かみの少女が閉じ込められていたのは、フェンスで作られた檻おりの中でございました。本来ならばこの屋上スペース外周を囲むように取り付けらているハズのフェンスは無む惨ざんにも引きちぎられており、今や少女を捕とらえておく巨大な鳥とり籠かごとして機き能のうしているのであります。

　そして初雪様は、息を切らして駆かけ寄よって来た少年へとフェンス越しににじり寄り、

「お、お怪け我がは、痛いたむ所はございませんか!?」

「それは僕のセリフですっ！　初雪さんこそ、〝猫又〟になにかされませんでした!?」

「はい、私は全然平気です。でも本当に織人さん、お身体の具合はよろしいのですか？　だってあの時、あのような──」

　彼女は、猫目テレビが映し出した織人様の姿すがたを言っているのでございましょう。そう、確たしかに彼は校舎内で〝猫又〟の妖よう術じゆつにより手て酷ひどくやられていたのです。初雪様の脳のう裏りには、まさにその当時の様よう子すが浮うかんでいて、

「──あのような恥はずかしい格かつ好こうをさせられて！　あれは一体なんだったのですか!?」

「いや！　あの時の僕の格好はどうでもよくないですかッ!?　というか、初雪さんの今の格好の方がやばいです！」

「はぁぅっ!?（バスタオル一枚のカラダを黒くろ手て套ぶくろで包んだ両手で抱だきしめ隠かくす初雪様）」

「とりあえずここから一いつ刻こくも早く逃にげましょう！　ちょっと下がっててください！」

　織人様は重なり合ったフェンスとフェンスの僅わずかなスキマへと無理矢理に身体をねじ込み、自分を挟はさみ込こんでいるのになおも閉まって来ようとするエレベーターの扉とびらを手足と背せ中なか、つまりは全身で押し返す要よう領りようで強ごう引いんに「んぎぃぃいいっ！」と、こじ開けます。とは言いつつも、人の手では思うように加工できないからこそのフェンスでございます。ようやく作り出した裂さけ目めは、織人様が『つっかえ棒ぼう』になってやっと人一人分が通れるスペース。しかし初雪様一人ならこれだけで十分でなものでございまして。

「さあ、行きましょう！」

　そうして織おり人と様が、囚とらわれの黒くろ髪かみ少女へと手を差し伸べた、その瞬しゆん間かん、




　初はつ雪き様は〈びくり！〉と、後ずさり。




「あ……」

　織人様が伸ばした腕うでは、行き場を失っております。

　触れてしまったら思考が漏洩してしまうからこそ逃げ出した初雪様でございます。

　条件反はん射しやとはいえ、その身を引いてしまった初雪様の心によぎり、そして通り過ぎずに彼女の全身をも支配したその感情は、紛まぎれもなく、まだ〝黒手套〟という防ぼう御ぎよ手しゆ段だんを持たず、ただただ人との接せつ触しよくを恐おそれていた幼少時代に培つちかう事となってしまった心の傷きず。残ざん滓しとはいえ、今の彼女を作り上げて来た、それは『根本』でございました。




　──そう、鉄てつ網こうの繭まゆ玉だま内部にて果たされた二人の邂かい逅こうは、ここからが本当の正しよう念ねん場ば。




　先ほどまでここにあった雰ふん囲い気きは、既すでに消しよう滅めつしていると、お互たがいが悟さとっていました。

　二人の立たち位い置ちは、あの露ろ天てん風ぶ呂ろでの最後のシーンにまで、巻まき戻もどっていたのでございます。

「…………ずっと」

　星空の下に生まれた沈ちん黙もくを、最初に破ったのは、織人様。

「ずっと言い出せなくて、ごめん」

　彼は全身の力を緩ゆるめ、〈ぎゅむぎゅむ〉とたわんで戻ってくるフェンスに軽く挟はさまれつつ、距きよ離りを取ってしまったクラスメイトへと、

「初雪さんの考えてるコトが、伝わっちゃてたこと……」

　目を伏ふせ、紡つむぎます。

「確たしかに、大たい変へんだと思う。……自分の考えてるコトが、他人に伝わっちゃうなんて」

　初雪様は一いつ層そう顔を赤らめます。さらにはこのような場所でバスタオル一枚にて男子の前に立っているという事実が、より彼女を〈もじもじ〉させてしまっていて。

　それでも、織人様は続けます。

「実じつ際さいに僕は、初雪さんの身になれないから、初雪さんは『他人ひと事ごとだと思って』って、感じちゃうかもしれないし、いきなりナニを言い出すんだって、思うだろうけど……」

　思い切って、少年は心の内を告つげるのです。




「僕が前にいた学校にね、一人、親友がいたんだ」




　ぽつりぽつりと話し始める転校生の少年を、初はつ雪き様はおずおずと、見つめます。

「中学校からの付き合いで、その人とは、すごい気が合って、高校も同じトコロに進んだんだけど……」

　織おり人と様は後ろ頭を搔かきながら、

「ある日、ほんの些さ細さいなコトで、すれ違ちがって、ケンカして。……まだ、仲直りできてなくて、……これから先、また逢あえるかどうかも、わからない」

　自分の言葉を押おしとどめようと固く強こわばってしまう喉のど。緊きん張ちようで痛いたいくらいに力がこもった首くび筋すじと肩かたを、織人様は力ずくで稼か働どうさせ、初雪様に伝えるのです。

「実は僕、すごい口べたで」

　そして少年は一つ深呼吸、前置きし、

「気持ちを言葉に、どうしても上う手まく乗せられなくて──」

　彼はそこで、唇くちびるの端はしをいったん結び、それから、

「でも、あの時ちゃんと気持ちを伝えられていたら、転校してきた今でも、あいつとは親友でいられたのかなって……」

　止めていた息をそっと吐はくように、続けます。

「僕は時々思うんだ。想いはきちんと伝えた方が──伝えられたほうが──いいんじゃないかって」

　初雪様は身動き一つしないまま、少年の言葉に耳を傾かたむけていました。その瞳ひとみは、彼から逸そらされるコトはありません。

「あいつはもう、今は僕のコトなんか忘わすれちゃって、もしかしたら嫌きらってさえいるかもしれない。……今でも僕は後こう悔かいしてる。なんであの時、きちんと想いを伝えなかったんだろうって」

　一いつ見けんなにも考えてはいなさそうな少年が持つ、それはたった一つの、消す事の出来ない悔かい恨こんの記き憶おく。

「僕はもう、そうやって友達とすれ違いたくない。二度と同じコトは繰くり返かえしたくない」

『転校生』の、誓ちかいにも似にた途と切ぎれ途切れの告白は、あるいは淡たん々たんと続くようにも、今にも感情の融ゆう点てんを越えるようにも、聞こえて。

「初雪さん。僕はあなたと、せっかく友達になれた初雪さんと、このまま思いを伝えないまますれ違ってしまうなんて出来ない」

「……友達？」

「……だから、言うよ」

　──《自分の考えているコトが他人に伝わってしまう》という《能のう力りよく》を、常つねに黒くろ手て套ぶくろによって制せい御ぎよしている初雪様は、その時、いつの間にか織人様の視し線せんが、まっすぐに、自分へと注がれているコトに気が付きます。

「僕は──」

　それが織おり人と様の言葉でした。




「──僕は、初はつ雪きさんみたいに頑がん張ばっている人が、好きなんだと思う」




　そしてもう一度、少年は初雪様へと手を差し出すのでございます。

　やがて、

「ありがとう、織人さん……」

　バスタオルの少女は〈こくり〉と頷うなずき、そろりそろりと、織人様へと〝黒くろ手て套ぶくろ〟に包まれた指先を伸ばすのです。

　そして、お互いの腕うでが触ふれ合あおうとした寸前で。

〈ずぐんっ！〉という轟ごう音おんと衝しよう撃げきが、

　二人の指先はおろか、両者の身体をも弾はじき飛とばすのでございます。

「きゃっ！」「うおわぁあッ!?」という叫さけびと共にお互たがいが後方へ転ころがり、顔を上げれば目の前の状況じようきように啞あ然ぜんとするのです。

　フェンスの檻おりは今や乱らん暴ぼうな子供が開かい封ふうしたプレゼント包ほう装そうそっくりに裂さけ散ちっており、その中心、屋おく上じようのセメントに突つき立たっていたのは巨きよ大だいな鉄板。──いいえ、それは羽根部分だけで初雪様の全身がゆうゆう隠かくれてしまうくらいの大きさを持った、

「あれは、〝猫ねこ又また〟の鉄てつ扇せん……ッ!?」

　呻うめく織人様、そして初雪様両者の頭ず上じようより、その時。




「……──よくも」




　見上げる先にあった屋上出入り口。給きゆう水すい塔とうの上より零こぼされた〝妖よう怪かい〟の怨えん嗟さでございます。

「……──遥はる奈な原ばらさんを」

「それは僕のセリフです!!」という既き視し感かんのある叫さけびを織人様が放てなかったのは、少年の視し界かいから既すでに赤黒和服にネコの耳、二ふた股またに分かれたしっぽを持つ妖怪の姿すがたが消えていたからで、

　一方その時、

　初雪様が目もく撃げきしていたものは、夜そのものの中から出現した細い腕が、織人様の首に巻まきついていくという光景でありました。

　あまりのコトに、咄とつ嗟さの声が出なかった少女の前方、およそ五メートル先で、

「あぐぅッ!?」

　少年はカエルが握にぎりつぶされるに似にた音を喉のどから漏もらし、

「……──捕つかまえた」

〝猫又・野の上がみ綾あや〟様はそのまま、転校生・織人様の首根を締しめ上あげているのです。

　なおかつ、

「……──あの《実》は、ここ？」

　黒くろ猫ねこ少女の手のひらは、少年が穿はく制服ズボンのポケットの中をまさぐり始めるものですから、「ちょ、あッ!?　そ、そこは違ちがいますっ!!　離はなしてくださいぃぃ！」と、織おり人と様はもがき苦しむハメになり。

「……──じゃあ、こっち？」

「そっちでもありませんッ!!　って、あ、あれ？　野の上がみさん、まさか……」

　同時に織人様は気が付きます。背はい後ごから羽は交がい締じめにしてくる野上綾あや様の体温。特に少年の隣となりにある彼女の顔などは、異い常じような程ほどに熱を帯おびており、

「マタタビに、酔よっぱらってる!?」

　明らかに〝猫又〟は顔は赤く上じよう気きさせているという事実。

「ぐ、う、うぅわぁッ!!」

　そして、いつの間にか、残りのマタタビを探さがし当あてられていた織人様は、実に頰ほおずりしつつ、前方に初はつ雪き様を発見した野上綾様に『……──もう用は無いし』とばかりに軽々背はい後ごへと放り捨てられてしまうのです。

「織人さん!!」

　セメント塗ぬりの屋おく上じようを〈ごろごろ〉と転ころがる織人様を追いかけるため走り出そうとする初雪様。しかし、そんな彼女の視し界かいを遮さえぎるように〝猫又・野上綾〟はゆっくりと歩み寄り、

「……──遊ぼう、遥はる奈な原ばらさんっ」

「の、野上さん……？」

　戸と惑まどうのは初雪様。無理もありません。妖よう怪かいから『遊ぼう』と言われたら、それはイコール黄泉よもつ比ひ良ら坂さかを転ころげるような禁きん忌き的てき状じよう況きようへの誘さそいを意味していそうなものです。だというのに、今の〝猫又〟からは、本当にただ、愛いとしいモノにじゃれついてしまいたいという感情が全面バリバリに放ほう射しやされているのでございますから。

　一方、セメントの地面に横転したまま、クラスメイトの女子二人が作り出す情景を目もく撃げきしていた織人様は、その時とうとう、自分の予想が命中していたコトを確信するのです。




　野上綾様は、クラスメイトの遥奈原初雪様に、憧あこがれに近い感情を抱いているのだと。




　故ゆえに彼女は初雪様を攫さらい、しかし、あまり人とのコミュニケーションが得意ではない野上綾様はそれ以上のコトが……いいえ、順序が逆ぎやくでございました。〝猫又である野上綾〟様は、憧れのクラスメイトである初雪様とどう接せつしていいのかが解わからずに、力ちから任まかせに彼女を攫ってしまい、そうして自分の手元に連れてきたはいいものの、それからどうしたら良いのかが解らないまま現在に至いたるという状況だったのでございます。

　フラッシュバックするのは昼休みの光景。クラスメイト達に冷やかされていた野の上がみ綾あや様。

　ですが今や、状況じようきようは変わってしまいました。

　織おり人と様が遥はる奈な原ばら邸ていより失しつ敬けいしてきたマタタビによる『酩めい酊てい』によって、〝野上綾〟様が抑おさえていた感情、言葉に出来なかった想いである「一いつ緒しよに遊びたい」という意思伝達がここにきてついに果たされたのでございます。この状況のみを抽出ちゆうしゆつして考えれば、ある意味において『奥おく手てな少女があこがれの同級生に話しかけた』という当出来事は、ハッキリ言って喜ばしくも微ほほ笑えましいエピソードでございます。

　けれども同時に、織人様は知っているのです。

　今の彼女は〝妖よう怪かい・猫ねこ又また〟。

　いくら野上綾様の気持ちは『一緒に遊びたい』であっても、妖怪のカラダと能のう力りよく、その性さがは、相手を容よう赦しやなく、なぶり、いたぶってしまうトコロにございます。既すでにそれを体たい験けんしている織人様の精せい神しんに、〈どっ〉と、汗あせが流れ落ちます。

（このままだと、あんな姿すがたのままな初雪さんが、〝猫又〟に……！）

　ひるがえって、そのような背景を、一切知り得ない初雪様。

　彼女はただ単に、妖怪が自分の命を狙ねらっているとしか思えなくて当然の状況にあり、

「……──にゃっ！」

「ひゃぁ！」

　避よけるタイミングすら与あたえられませんでした。バスタオル一枚の初雪様は舌したなめずりしながら飛びかかってきた〝猫又〟によって、仰あお向むけに組くみ敷しかれてしまうのです。

「初雪さんッ!!」

　少年は立ち上がろうと身を起こしますが、今度は織人様自身が、腹部を齧かじられてしまった〝こんにゃく狐ぎつね〟よろしく、がくりと地面に膝ひざをついてしまうのです。

「な、なんで……」

　屋おく上じように倒たおれ込こむ少年の手足は小こ刻きざみに震ふるえておりました。自分の意い志しが四し肢しに伝わらないという恐きよう怖ふを飲み込む織人様。疲ひ労ろうとダメージの蓄ちく積せきが、式神レキに施ほどこされた術じゆつをも上回ったとしか考えられません。

「くそっ！　くそぉ……！」

　頰ほおを固い地面に擦こすりつけたまま少年は吠ほえます。

「噓うそでもいいから今動けぇぇッ!!」

　そして織人様は文字通り地面を転ころがりのたうって、初雪様へと這はい寄よるのでございます。

　なぜなら、

「や、やめて、ください……」

　肩かたを押おさえ付つけた〝猫又〟は、ゆっくりと、初雪様の首くび筋すじへと口を近づけつつあり。

「（まさか、初雪さんの喉のど元もとを嚙かみ千ち切ぎるッ!?）」

　最悪の想そう像ぞうが織おり人と様の胸むねを直ちよく撃げきし、彼の息は時間を止めようとするかの如ごとく固まります。

　しかし願いはただの願い。

　届とどくハズもなく、〝猫ねこ又また〟の赤い口は、初はつ雪き様の白い喉のどに食らいつき、

「（そんな……ッ!!）」

　思わず織人様が目を背そむけてしまった、その瞬しゆん間かん。




「ゃぁうんっ！」




「へっ!?」

　初雪様の奇き妙みような悲鳴に、顔を上げてしまう織人様。

「はぅっ、や、やぁっ！」

　見れば〝猫又〟にフォールされているバスタオルの少女は〈ぴくぴく〉とカラダを震ふるわせていて、

「……──にゃぁっ」

「ぃや、やめて……くださいっ、くすぐったいですっ！」

「ま、まさか、初雪さんは、〝猫又〟に」

　ゆっくりと上下しているのは黒猫の耳。そう、野の上がみ綾あや様は初雪様の胸むな元もと上うえに顔を埋うめたまま、

「舐なめられている……!?」

　ぺろりぺろぺろと舌したで首くび筋すじ、今や鎖さ骨こつの辺あたりまで舌を這はわせているのです。

「やめて、くださぃ、野上さ、ぁ、ああんっ！」

「な……なんで……」

　そして、あっけに取られている織人様の耳元で、

「まずいぞ織人！」

　突とつ如じよ響ひびいたのは、重低音の管楽器的音声でございました。

「び、びっくりしたぁ!?　も、もう大だい丈じよう夫ぶなんですかレキさん!?」

〈ぎょっ〉と身をひるませた織人様は、戦線から一いつ旦たん離り脱だつした式しき神がみ狐ぎつねの鼻先から尻しつ尾ぽの末までをしげしげと眺ながめつつ尋たずねます。

「もちろんだとも、ご覧の通り新しいこんにゃくを学食から失しつ敬けいしてきた！　それよりも今はお嬢様だ！」

「だと思います！」

　織人様も身をひねり戻もどします。今もなお初雪様は〝猫又〟に組み伏せられたまま、妖よう怪かいの赤い舌でくすぐられるように胸元を舐め上げられており、違ちがう意味で禁きん忌き的てきな二人の同級生に織人様は近づいていいのかすらわからない状況じようきようにあるのです。

「よく聞け、〝猫又〟は、ああして初雪様の《霊れい力りよく》を吸い上げているのだ」

「え……？　あれって、ただじゃれついてるだけじゃないんですか!?」

　驚おどろく織おり人と様に式しき神がみ狐ぎつねは続けます。

「あのままではいずれお嬢様の《霊れい力りよく》は枯こ渇かつし、それとは逆ぎやくに〝猫ねこ又また〟は力を得てしまう」

「確たしかに、そう言えば初はつ雪きさんのカラダからは、どんどん力が抜ぬけているような……」

「もし初雪様の《霊力》を〝猫又〟に全て奪うばわれてしまったら、あの〝妖よう怪かい〟を抑おさえる手立てなど無いに等しい」

「じゃ、じゃあどうすれば……！」

　そしてレキは、『見た目の展てん開かい』と『本質の重大さ』のギャップをようやく飛び越えられた織人様に告つげるのです。

「我々に出来る方法は一つ。あれしかない……」

「ま、まさか、あれって!!」

「うむ。前にも言っただろう、御嬢様の《霊力》の根源は、その《妄もう想そう力りよく》にあると」

「い、いや、待ってください!!」

　少年は途と端たんに狼ろう狽ばいいたします。もちろんでございます。レキのセリフをそのまま鵜う吞のみにするならば、一いち之の瀬せカスミ様戦の最後に行なわれた、あの《儀ぎ式しき》が、今ここで再さい現げんされるというコトで。

「無理です！　初雪さんがせっかく心を開いてくれのに！　今のタイミングで《それ》はだめですょおお!!」

　織人様は今まで動けなかったのが噓うそのように脱だつ兎との如ごとく、その場から逃にげ出だします。が、

「問答無用!!　砂すな御み門かど流りゆう《蒟こん蒻にやく術じゆつ》！　其その十七号ッ！　《傀かい儡らい政せい権けんの術》！」

『うわぁあああああッ!?』

　身体中に張はってあった薄うすいこんにゃくが〈どくん！〉と、脈みやく動どうしたかと思えば、あっという間に繫つながり合あい、なにかを養よう成せいするギプスチックに織人様の行動の自由を奪います。

『だからなんで僕なんですか！　レキさんが自分でやればいいですよね!?』

『前にも言ったろう。我は、万が一にも、御嬢様に嫌きらわれたくない』

『なんて卑ひ怯きような式神なんだ！』

　しかし、もはや織人様の叫さけびも、彼の心中だけのもの。声せい帯たいから瞬まばたきまで今や式神狐の制せい御ぎよ下かにあるのです。

『でも、この状況じようきようで近づくんですか!?』

『なので、これを使う！』

　式神狐が両手でどこよりか取り出したのは、コップの形をした二つのこんにゃくの外側底てい部ぶを長い糸こんにゃくで繫いだ物体で、

『名付けて《糸こんにゃく電話》！』

『もうなんでもありですね!?』

　既すでに全身を這はうこんにゃくにより抵てい抗こうできない身である織おり人と様のセリフに対して『糸こんにゃくの部分を〈ぴんっ〉と張はらないと声が上う手まく伝わらないからな！』と、よく解わからない解かい説せつで返す小動物。操あやつられている織人様のボディーはその間にも、初はつ雪き様の方向へと《糸こんにゃく電話》を「えいやー」と投とう擲てき。すると〈ぺとん〉と上手い具合にコップ型こんにゃくは妖よう怪かいに囚とらわれた少女の首元付近に転ころがります。

『よし、〝猫ねこ又また〟には気付かれていないな』

『というか、なんで僕等は扉とびらの陰かげに身を隠かくすんですか!?　糸が繫つながっているからバレバレですよ!?』『平気だ！』なにが平気なのかよく解りませんが、少年のボディを意のままにする隻せき眼がんの式しき神がみ狐ぎつねは〈こほん〉と織人様に咳せき払ばらいをさせ、

「初雪さん」

《糸こんにゃく電話》による通信を始めるのです。

「な、なんですか？　織人さんっ！　どこにいるのですか!?」

　突とつ然ぜんの声に驚おどろいたのは初雪様です。咄とつ嗟さに首を傾かたむければ、耳元に妙みような糸電話が転ころがっていて、

「僕は今、学校の宿直室にいるんですが……」

『ちょっとレキさん、なんで宿直室とか噓うそをつくんですか!?』と、織人様はレキに意気込みますが、

「こ、この屋おく上じようには、いらっしゃらないの、ですか……？」

　やおら手を伸ばし、耳元のコップを摑つかんで引き寄せて咄嗟に尋たずねてくる初雪様。




　その声に含ふくまれていたのは、確たしかな安堵でございました。




『（ど、どうして……）』

　織人様は初雪様の反はん応のうに戸と惑まどいますが、すぐに合が点てんがゆくのです。そうなのでございます。妖よう怪かいに組み伏せられ、なおかつ為なす術すべもなく舌したで肌はだを舐なめられているという状況じようきようというのは、できれば男子に見られたくない光景。

『（というコトは、レキさんは初雪さんのコトを考えて……!?）』

　少年が考えているその間にも、式神の操る少年のボディは「はい、ちょっと気になることがありまして」と《糸こんにゃく電話》に返し、

「そ、そうですか……」

　答える初雪様の声は少々くぐもっていますが、やはり、彼女からは深い安心にも似にた感情が読み取れるのです。

　そして同時に、

　織人様は、初雪様が〝猫又〟の舌のくすぐったい感かん覚かくに、思わず出てしまいそうになる声を必死にこらえて、努めて平へい常じよう時じの声を出そうとしているコトにも気がつくのです。

　ああ、なんと健けな気げな。どうやら初はつ雪き様は、今の自分の状況じようきようを織おり人と様にどうしても知られたくないようなのです。それが証しよう拠こに、

「初雪さん、声の調子がおかしいですが、どうかされたんですか？」

　という織人様の問いにも、

「い、いえ！　私は、な、なにも……。そ、それよりも、ぅぅ……っ、お、織人さんのっ、ぅっ、き、気になる、こと、とは……？」

　初雪様はそうやって、思わず出てしまいそうになる声を押し殺して答えるのでありました。

　織人様を操あやつるレキは続けます。

「それはそうと、初雪さん」

「は……はぃっ」

「〝妖よう怪かい〟は、カメラに写らないそうですね」

「と、突とつ然ぜん、どう、されたの、ですか……？」

　織人様はなにを言いたいのでございましょう。初雪様は胸むな元もとの〝猫ねこ又また〟を刺し激げきしないように、そっとこんにゃくのコップを握にぎりしめ、

「その、カメラに……な、なにか、問題っ、でも……？」

　息も絶たえ絶だえに尋たずねます。

「わかりませんか？」

　少年は、芝しば居いがかった大おお仰ぎようなタメを用いて初雪様に告つげるのです。




「今僕が見ているこのモニターには、屋上にいる初雪さん、あなたしか写っていないんです」




「っ!!」




「……──んにゃ？」と、〝猫又〟突とつ如じよ律りつ動どうした初雪のカラダに首をかしげ、それからなにごともなかったかのように、続けていた行為を再開するのです。

「鮮せん明めいには写っていません。しかし、この録画は、見る人が見たら解わかってしまうでしょう」

「そ、そ、そんな……ぁっ！」

　驚きよう愕がくに瞳ひとみを見開いてしまっている初雪様。彼女はそれがどういう意味を持つのか、完全に理り解かいします。だというのに、それをあえて言語かするのが、織人様なのでございます。

『ヒドイですよレキさん！』

『我もやりたくてやっているわけではないっ！』

　言い訳する〝こんにゃくギツネ〟のこんにゃくを引きちぎるコトもできない織人様。

　そして、それが、始まってしまうのです。

「も、もし、今の、これが──」

　初はつ雪き様は、すがるようにこんにゃくのコップを〈がしっ〉と黒くろ手て套ぶくろに包まれた両りよう腕うでで摑つかみ、

「──このような姿すがたをっ、が、学校の関係者の、だ、誰だれかに、知られてしまったら……っ、わ、私の家が、学校の近くなのをっ、よ、良いことに……、毎晩、一人でこのような……ぅぅっ、徘はい徊かい行こう為いを、しているとっ、お、思われても、しかたが、ありません……っ!!」

『うおわぁあっ!!　ちょっと、レキさん！　《こんにゃく糸電話》越しにも伝わってきてるんですけど!?　すごい鮮せん明めいに初雪さんの妄もう想そうがッ!!』

『なんだと!?　ぬぅううっ！　やはり我には見えない！』

『知りませんそんなの!!　というか、レキさん!?　あなたは初雪さんのコトを思って姿を隠かくしたんじゃなくて、〝猫ねこ又また〟にああいうコトをされている状況じようきようで初雪さんを追いつめるコトで、さらなるパワーアップを計ったんですね!?　レキさんはどれだけアサッテの方角に思し慮りよ深ぶかいんですか!!』

『これはしかたのないコトだった！』

　ここに来て仲間割れを始める一人と一匹を余よ所そに、初雪様の妄想は止とどまることを知りません。

「そ……っ、それ、ばかりか、これから何度も〝妖よう怪かい・猫又〟さんに攫さらわれて……、ひぃぅっ、い、いろいろな……か、監かん視しカメラにぃっ、う、写る、ようなコトがあったら……そのコトを元に、み、みんなから、指し摘てきされて……つ、ついには、夜ばかりではなく、昼間もっ。そう……バスタオル一枚で、登校させられてしまうコトに……っっ」

『ああ、もう、なんで初雪さんは、こんなコトばかり……!!（織おり人と様）』

『どんなこと!?　ねえどんなことなの!?　織人ってば!!（式しき神がみのレキ）』

　流れ込み続ける妄想に堪たえるコトができないのは、少年だけではありません。

「そ、そんなの、もう……」

　既すでに、初雪様のカラダを中心に、薄うす桃ももの色しき彩さいを持つ百ひやく雷らいが轟ごう音おんの華はなを咲かせており、

「もう、耐たえられません……っ！」

『ひぃぐぅうううっ!?』

　既にそれは妄想の暴ぼう力りよくでありました。心身共に逃にげることも出来ない織人様。および、

「っはぁぁあァ……っ!!」

　初雪様は同時に背せを仰のけ反ぞらせ、《臨りん界かい》を迎えてしまうのでございます。

「……──にゃぁうッ!?」

　タイミング的にはほぼ同どう瞬しゆん。

〝猫又〟は初雪様の内部から爆ばく発はつ的てきに高まった《霊れい力りよく》にはじき飛ばされ、空中でくるくると回転して屋おく上じようへと四し肢しをついて着地するのであります。

「はぁ……、はぁ……」

　息の整わぬ初雪様はその時、既に巫み女こ装しよう束ぞくでございました。

　織人様が運んできた包みを開かい封ふうし、そこにあった装束に身を包むという見事な早着替えなのであります。

　そして、

「お望み通り、遊んでさしあげます」

　手にした輪りん宝ぽうの一角より〈ゆらゆら〉と氷の刀とう剣けんを伸ばす初はつ雪き様。

「……──うん、もっとしよう？」

　膝ひざを床ゆかに付けたまま、喜びに瞳ひとみを見開いて〝陰おん陽みよう師じ〟を見上げる〝妖よう怪かい・猫ねこ又また〟。




　式しき神がみ狐ぎつねの術じゆつからも解かい放ほうされた織おり人と様が扉とびらの陰かげから姿すがたを現したと同時に、二人の少女は交こう錯さくいたします。




　お互たがいがまるで舞まうように。

　初雪様が持つ雪せつ花かの如ごとき輪宝刀と、野の上がみ綾あや様が手にする大おお振ぶりの鉄てつ扇せんが一合二合と交差する度たび、二人の得え物ものからは火ひ花ばなと氷ひ花ばなが舞い散り、その息づかいと相まって、囲いの無い屋おく上じようを戦場音楽で満たします。

〝河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ様〟との時とは違ちがい、互いに無言。

　それはカスミ様と綾様が持っているキャラの違いでもありますが、やがて、次し第だいに〝猫又〟の表情に、これまでにない焦あせりが、浮うかび上あがるのでございます

　初雪様の《霊れい力りよく》を舐なめ取とった〝妖怪・猫又〟。

　数段に上がっているハズの彼女の攻こう撃げきが、輪宝刀と打ち合わせる度に、大きく弾はじかれ始はじめているのです。

　その時になって〝猫又〟は、ようやく目の前の陰陽師が、内側より溢あふれ出だし、スターダストの如ごとく視し覚かく化かすらしている《霊力》を放出しながら戦っているコト──その途と方ほうもないパワーの差に──気が付くのでございます。

「……──っッ!!」

　冷水をぶっかけられたように一いつ瞬しゆんで『酩めい酊てい』状じよう態たいから覚かく醒せいする〝妖怪・猫又〟。

「……──ここは、ひとまず……」

　逃とう走そうを決心した彼女は、あの結けつ界かいの張はり巡めぐらされた遥はる奈な原ばら邸ていにさえ忍しのび込こんだ《猫又の隠おん行ぎよう》を行使するコトを選びます。

　しかし、

「もう逃にがしません！」

　赤黒い着物を纏まとった妖怪が自分から不自然に距きよ離りを取り、傍かたわらに一ひと際きわ濃こい《闇やみ夜よ》を召しよう喚かんしようとした瞬しゆん間かん、

　初雪様は輪宝刀を〈りんっ〉と鳴らして振ふり下おろし、そこより放たれたオーロラの如きヴェールで〈びゅるり〉と〝猫又〟の《闇夜》を吹ふき払はらうのであります。

「……──そ、そんな……」

　すると、闇やみの中に薄うすれかかっていた〝猫ねこ又また〟の和服は、まるで星ほし屑くずをまぶしたようにキラキラと浮うかび上あがってしまい、まるでエレクトロニカルパレード・ドリームライツの電でん飾しよく状じよう態たいになってしまうのでございます。

「調ちよう伏ふくさせて、いただきます」

　星屑の如ごとき《霊れい力りよく》を纏まといながら雪せつ花かの霊れい刀とう──輪りん宝ぼうの剣けん──を下げ段だんに構かまえる陰おん陽みよう師じ。

「……──い、ぃいにゃぁああっ!!」

　その時、〝猫又〟の瞳ひとみは完全なる修しゆ羅らの輝かがやきに満たされておりました。

　マタタビによって現れた意い識しきが〝野の上がみ綾あや〟様に眠ねむった願望の現れであったのならば、今再ふたたび覚かく醒せいしたのは〝妖よう怪かい・猫又〟が持つ完全なる闘とう争そうの本ほん能のうであります。

「（……──そ、そんなの……）」

　彼女は〝陰陽師〟に対し、刹せつ那なの間感じてしまった恐きよう怖ふを全て理り不ふ尽じんなまでの怒いかりに変へん換かん、意い志しを一つに凝縮ぎようしゆくするのです。

「（……──あり得ないっっ!!）」

　戦法の一つである《隠おん行ぎよう》が使えないのならば、正攻法で〝陰陽師〟を打ち破る他ありません。つまりは肉にく弾だん戦せん。開いた鉄てつ扇せんの先せん端たんより〈じゃきり〉とカギヅメが生はえ揃そろいました。

　今より放つは、持てる力を全てを『破は壊かい』につぎ込んだ〝妖怪・猫又〟の一いち撃げきでございます。〝陰陽師〟がどう防ふせごうと、必ずその脚あしは止まるハズ。その瞬しゆん間かん、力ずくで再ふたたび組くみ伏ふせ、

「（……──今度こそ、そのそっ首を搔かき切きってやる……っ！）」

〝猫又〟は地を砕くだき蹴けり、初雪様へと猛もう接せつ近きんいたします。




「全て、見えています」




　初雪様は鉄扇を剣で絡からめ取とるようにはじき飛ばし、そのまま大きく踏ふみ込こんで相手の懐ふところの中へと侵しん入にゆう。同時に脚を踏ふみ換かえ、〝陰陽師〟は回り込むようにして〝猫又〟の和服の帯おびに手を掛かけて、勢いきおいのままそれを強く引くのです。

「うにゃぁぁああああッッ!?」

　それは独こ楽ま回しを見るようでございました。紫むらさき色いろの帯を解とかれくるくる回転し、遠えん心しん力りよくで赤黒の着物はどこかに飛び、今や野上綾様が身に付けていたものは、黒ネコ耳と二ふた股またのしっぽ、そして細帯も無い紅べに色いろの襦じゆ袢ばんと白い足た袋びのみ。




「……──っ!!」




　目を回し、その場に崩くずれ落おちる〝妖怪・猫又〟。

　じゃれつき、遊ぶコトが猫の性さがならば、その力の差を見み極きわめる行動も、また猫の本ほん能のう。

　鉄てつ扇せんも失い、深しん紅くの襦じゆ袢ばん姿すがたな〝猫ねこ又また〟は、目の前に展てん開かいされている、圧あつ倒とう的てきな力の差に、

「の、野の上がみさん……？（屋おく上じようの端はしで膝ひざをついていた織おり人と様）」

　その場に〈こてん〉と腰こしを落とし寝ね転ころがり「……──にゃうにゃう」と、お腹なかを見せて、無条件降こう伏ふくなので、ありました……。
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　──翌日の『吝やぶ華さか高校』。二年Ｇ組は、朝の光景でございます。

「わ、なに!?　教室ん中、超湿布くさい！」

　しましまスパッツのクラスメイト・一いち之の瀬せカスミ様は扉とびらをくぐりしな、眉まゆ根ねを寄せて声をあげてしまうです。

「あぅ……っ」

　それを聞き、思わず呻うめいてしまうのが、既すでに窓まど際ぎわの席に着いている織おり人と様なのでありました。

「な？　森もり口ぐち。俺の言ったとおりだろ？」

　なぜか得意そうな同級生・今日も奇き妙みようなネクタイを締しめている二に岡おか弦げん様に、織人様は『とほほ』とうなだれます。既に周囲に数名のクラスメイトを集めてしまっている転校生・織人様の姿は、近くで見れば見るほど悲ひ惨さんの一言に尽きました。

　彼の全身は、服の下に湿しつ布ぷを貼はりまくっているコトを差し引いても、妙みような具合に腫はれ上あがっているのがわかります。しかも、そのにおいは、すれ違ちがう者が皆みな振ふり返かえる程ほどの絶ぜつ妙みよう極きわまる漢かん方ぽう風ふう味みをもって構こう成せいされており、絶ひつ筆ぜつに尽つくしがたいフェロモン成分を周囲に振ふりまき続けてございまして、

「マジでマジでそんなにスゴイの!?　なぁにもうちょっと私にもかがせてかがせてっ！　……ぐふぅっ!?　マジだコレすごいにーおーいーのぁぁっ!!」

　初登場・首にギプス、左手が石せつ膏こうで固められ、おまけに松まつ葉ば杖づえをついているのに誰だれよりもハイテンションなツインテール娘、クラスメイトの上うえ草ぐさ千ち春はる様におかれましては、治ち療りよう具ぐだらけな同族の親しみからか、わざわざ織おり人と様の至し近きんまで近寄ってその湿しつ布ぷ薬やくの匂においを確たしかめる始末。

「というか、そんな近くに行かなくてもすごいんだけど。隅すみっこからでも森口くんが教室にいるのがわかる」

　千春様の背はい後ごで、どうやらそれを確かめてきたらしい朝あさ倉くら裕ゆ理り様がこぼします。

「しっかし、なんだか凄すごく漢方薬だよなぁその湿布。いったいどこのメーカーのなんだ？」

　織人様はそんな二に岡おか弦げん様の問いに、

「ええと、近所の接せつ骨こつ院いんで、貰もらった湿布で……」

　と、ごにょる他ありません。──昨夜、レキに張り付けられたこんにゃくは、恐おそろしいコトにただ単に痛いたみと疲ひ労ろうを麻ま痺ひさせるだけのシロモノだったらしく、遥はる奈な原ばら邸ていに帰り着き、術じゆつを解かい除じよされた途と端たんその場に倒たおれ込こんだ織人様はそのまま朝まで意い識しきを失い、目め覚ざめて見れば見知らぬベッドの上で、金きん髪ぱつ巫み女こに秘ひ伝でんの膏こう薬やくを張はり付つけられていたという次し第だいなのであります。そして両親にすら打ち明けられないこの顚てん末まつを、クラスメイトになにも誤ご解かいされること無く正確に伝えられると思う程ほど、自分の能のう力りよくを信用していない織人様でございます。

「でもさ、たぶん今日、クラスで居い眠ねむりするヒトは減へるんじゃないかな」

　においに関して慰なぐさめなのかよくわからないフォローをいれてくれるのはちょっとぽっちゃり系なのに、なんだかカッコイイ露つゆ木き倫りん太た様。

「じゃさ、常つねにちょっと窓まど開けて外の空気を循じゆん環かん……って、あ、だめだ。森口くん窓まど際ぎわだから、風下が教室内部になってるじゃんねー」

　ガウン的に改造した女子用制服を羽は織おり、その下にはプロレスのスーツを着込んでしまっている長は谷せ部べ涼りよう様は腕うでを組んで頭をひねったりしております。

　このように、クラスメイト達は湿布男な織人様をどうにかしようといろいろな提てい案あんをしてくれるのですが、まあ、根本的な解決としては、少年がでっかいジップロックに入って授業受けるくらいしかありません。

「……──ねぇ、なにをやったらそうなるの？」

　野の上がみ綾あや様などは、やや諦あきらめ気ぎ味みに、ハンカチで口と鼻を覆おおいながらＰＳＰを操あやつりつつ、心しん底そこケゲンそうに織人様へと声をかけてくるのですが、しかし、これまた、

「いや、昨日の夜、学校で、ネコ耳を生やした和服姿すがたの野上さんにねこじゃらしの着ぐるみを着せられて、鉄てつ扇せんでしこたまひっぱたかれたからなんです」

　と、正直なところは、とてもではないですが、言えず。

「ああ、ええ、まあ、ちょっと、坂道で転ころんで、あちこちぶつけちゃいまして……」

　と、またもやもごもごするしか織おり人と様が選べる選せん択たく肢しは残っていないのでございます。

　そこへ、

「おはよう、ございます」

　折良く登校して来たのは織人様の隣となりの席、黒くろ手て套ぶくろで両りよう腕うでを覆おおった我等が初はつ雪き御嬢様でございます。

「今日一日大変だね、遥はる奈な原ばらさん」

　苦笑気ぎ味みの一いち之の瀬せカスミ様は織人様の前の席であり、つまりはお互たがい、ほぼにおいの爆ばく心しん地ち。

　初雪様はそんなしましまスパッツなクラスメイトの言葉に、織人様へと視し線せんを向けたまま、「ど、どうされたのですか!?　その湿しつ布ぷは！」とも言えず（もちろん、そうなってしまった事じ情じようは彼女が一番よく解わかっているので）、とっさに、顔を赤くして、俯うつむいて、

「は、はい……」

　と、席に座すわり込こんでしまうのです。

　そんな初雪様の様よう子すが織人様の話題にピリオドを打った形になるのでしょうか。ふいに上がった「というか露つゆ木き！　授業中の心配よか今問題なのは昨日出た宿題をやってきたかどうかだろ！　確たしかあれ朝イチで提てい出しゆつじゃね？（二に岡おか弦げん様）」「俺はやってあるよ？（露木倫りん太た様）」「まじで見せて!?」というやり取りから、クラスのムードと話題は、まもなく始まるショートホームルーム時に提出予定の課か題だい、やがては「夜のテレビが面おも白しろかったのが原げん因いんだ！」「うるせぇ黙だまれ！」とそれぞれの夜の過ごし方へと変化していくのです。

「……ふぅ」

　そのような風景を横目に、織人様はなんとかクラスメイト達が自分のコトから離はなれたコトに、そっと息をつきます。




　そして、そんなヒトトキ的な安あん堵どの中にいた少年の制服の裾すそを、〈くいっ〉とひっぱる生徒が、一人。




「織人さん……」

　椅い子すに座ったままカラダをこちらに向けて、頰ほおを上じよう気きさせたままな隣の席の少女。その指先は、己の《能のう力りよく》を包つつみ隠かくす黒手套に覆われておりました。

「初雪、さん」

　騒さわがしい朝の教室内にて、その空間だけがエアポケットのようにひと目を引いておらず。

　二人はこの場が、

　昨夜の屋おく上じようの続きだと、

　悟さとるのです。

「……私は、あなたを信じます」

　少年も、小さく首を縦たてにして。

「僕も約束する。このコトは絶ぜつ対たいに他人に言ったりはしないって」

　初はつ雪き様が差し出してきた右の手のひらを、そっと握にぎりしめるのです。

「ほら、伝わってきてる」

「うん……」

　今、織おり人と様に流れ込んで来ている〝映像ビジヨン〟は、目の前の少女とまったく同じ微ほほ笑えみを浮うかべた初雪様でございます。

　──そのような二人の慎つつましやかなやり取りが交わされているのと、ちょうど同じくらいのタイミングで、

「はい、みんな席に着いて……って、湿しつ布ぷくさい！」

　教室に入ってきた奥おく山やま先生が吐と血けつ！

「ま、待ってください！　先生はにおいでもそうなっちゃうんですか!?　今日やっぱり僕、学校を休めば良かった……！（立ち上がる織人様）」

　二年Ｇ組の生徒達は一いつ斉せいに先生へと駆かけ寄よります。

　一方、介かい抱ほうに行きたくても、近づいただけで症状しようじようを悪化させるコトが解わかっているのでナニもできない織人様。

　やがて、彼女は騒そう然ぜんとする教室内で、森もり口ぐち織人という少年が放つ危き険けん性せいを強く感じ取ったのでしょうか。〈とことこ〉と初雪様のトコロまでやって来くるのは、ＰＳＰから顔を上げ、意を決するように頰ほおを赤らめた野の上がみ綾あや様でございました。

「……──あのね、もしあれだったら、今日、席を代わっても、いいよ？」

　その、教室に一いつ瞬しゆんだけ出現した会話の隙すき間まを縫ぬうようにして響ひびいた野上綾様のセリフは、周囲のクラスメイト以上に、初雪様の脳のう回路もスパークさせてしまいました。

　しかし、織人様だけが、その本当の理由に感づいている少年だけが、

「じゃ、じゃあ！　僕が、変わってあげるよ!!」

　野上綾様に向かって立ち上がるのです。

「なんでだよぅっ!!」

　と、すかさず入ったのは二に岡おか弦げん様のツッコミ。笑わらい転ころげて松まつ葉ば杖づえを床ゆかに取り落としてしまう上うえ草ぐさ千ち春はる様。思わず顔を逸そらして噴ふき出だしてしまう朝あさ倉くら裕ゆ理り様。織人様の机と野上綾様の机は、既すでに「よしきたぁッ！」と、ノリの良い男子生徒数人が動かし初めている始末。

「（あとで、初雪さんには説明してあげなくちゃ）」

　そそくさと自分の椅い子すを持ち上げて移い動どうする織人様も、笑みを浮かべてしまいます。

「（なんて言うだろう。実は、みんなが初雪さんと友達になりたがってるって、知ったら）」

　しかし、クラスは既すでに、それどころではなかったのでございます。




　なぜなら野の上がみ綾あや様がやった以上に、信じられない光景が教室内に出現していたのですから。




「──って、え!?　ちょ、は、初はつ雪きさん!?　なんで僕についてきてるんですか！　それじゃあ席替えした意味がないですよね!?　それと、すいません、今は、今だけは手を離はなしてくださいッ！　なんだか妄もう想そうがどんどん変な方向に走り始めています！　そ、そんなコト僕はしません！　だ、だめですそれ以上考えたら！　お願いです！　後ご生しようですからその手を……手を、離してくださいぃぃ……っ!!」




　───それは一学期も第三週目に入った、とある朝の出来事。

　転校生・森もり口ぐち織おり人と様の新高校生活は、まだまだ始まったばかりにございます……。







　　　あとがき劇場




マイクＯＮ




一いち之の瀬せ「どうもー、初しよっ端ぱなからアレだけどココからは本ほん編ぺんを読み終わった流れで〝あとがき〟を読む正せい統とう派はのヒト向けの展てん開かいになだれ込むので、覚かく悟ごをしてね……？　一之瀬カスミです」

野の上がみ「……──野上、綾あやでーす」

一之瀬「はい、この『森もり口ぐち織おり人との陰おん陽みよう道どう』は、おかゆまさきの二シリーズ目な作品となってるんだけどー、でも、なんでそのヒロインの遥はる奈な原ばらさんを差し置いて、いちクラスメイトなわたし達二人が、ここに？」

野上「……──最初は遥奈原さんがこの席に座すわっていたらしいの。でも、なんでか解わかんないけど、彼女だとちっともあとがきが先に進まなかったから、こういう役回りになったんだって」

一之瀬「そなの？　遥奈原さんだったらこういうの、スッゴク適てき任にんだと思うんだけどなぁ……なんでかな。まあいいや」

野上「……──、……………」

一之瀬「って、なぁに綾、その『ここにいるのがカスミじゃなくて遥奈原さんのほうが良かった』的な瞳ひとみは！」

野上「……──そ、そんなコト思って、な、ないもん……！」

一之瀬「ハイハイ、いーわよ、続けるよ。まあ、でね、今作は新シリーズ一巻目なワケじゃない？　そこんトコロの心しん境きようっていうの？　イキゴミ的なのを作者に聞いてみたんだけどさ」

野上「……──なんて言ってたの？」

一之瀬「えとねー、ぶつぶつ言ってたのをわたしになりにまとめてみたんだけど。どうやらね、『前作の〝ドクロちゃん〟はインパクトがあったので、それで手にとってくれた読者の方が多かったと思うんだけど、逆ぎやくを言えばそのインパクトが強すぎて手に取らなかった人も多いと思うので、今回は、前作を読んだ人も楽しめて、そうじゃなかった人にも面おも白しろいと感じてもらえるモノを作ろうと頑がん張ばった』らしいんだー。ねえ綾、これ、どう思う？」

野上「……──どうも思わないよ」

一之瀬「なんでだよ!!　なんか思えよ！」

野上「……──興きよう味み無いんだもん」

一之瀬「有れ！　興味有あれ!!　あんたこの本の後半めっちゃ出で張ばってるじゃん!!」

野上「……──でも、その時って、ずっと意い識しきなかったし？」

一之瀬「そ、そうなの!?」

野上「……──カスミは、あったの？　意識」

一之瀬「んー、無かった。本編ではまるまる忘わすれてるし。てかさ、よくよく読んでみると、私がなんで妖よう怪かい化かしたかが、本ほん編ぺんに描えがかれてないんですけど！」

野の上がみ「……──入れるところが無かったって言ってたのを、小耳に挟はさんだ覚おぼえがあるよ？」

一いち之の瀬せ「本当に!?　そういうのはちゃんと計算して調節しながら書けよ作者！」

野上「……──それを求めるのはちょっと酷だと思うの」

一之瀬「じゃあ、やめちゃえ小説家なんて!!」

野上「……──じゃあ、その理由、ここで言っちゃえば？」

一之瀬「へ!?　こ、ここで？　あとがきで？　私の妖怪化の理由を？　それって……最悪の展てん開かいじゃない？」

野上「……──あはは、なにをいまさら」

一之瀬「あははって……、ま、まあいいや。じゃあ言うよ？　あのね？　わたし、水泳部じゃない？　……え？　それも本編で描かれてない!?　ふざけんな作者！　……まあ、それでね、専用の水着とかってあるのよ、競きよう泳えい用ようのヤツ。それをあの日、忘わすれちゃっててさ。しかも二日連続で。サイアクなコトに前日も間ま違ちがえてスク水持ってちゃってて、で、あの日も忘れてて。で、どうなったかって言うと、濡ぬれた同じスク水を二日間着用したっていう負ふの感情が、あの残ざん虐ぎやくな〝河かつ童ぱ〟という妖怪を……!!」

野上「……──それは書かなくてよかったと思うの」

一之瀬「なんで!?　描こうよこういう細さい部ぶも！　細部に神は宿るんじゃないの!?　だからあとがきが混こん沌とんとするんだよー！」

野上「……──というワケで紙し面めんも尽つきてきたから、今日のあとがきはここら辺でお開きにしよ」

一之瀬「これで!?　まだ他に言わなきゃいけないコトとかありそうだけど！　〝ドクロちゃん〟よりは刊かん行こうペース早くなりそうだとか！」

野上「……──いい加か減げんな情報は出さないの。じゃあ、みなさんと『森もり口ぐち織おり人との陰おん陽みよう道どう』二巻でまた会えたらいいな」

一之瀬「納なつ得とくはできない……！　でも、そういうコトなら、今回はこの辺で、また次巻！」




マイクＯＦＦ







おかゆまさき

『超音波めがね洗浄機』を無印良品のカタログで発見。試しに「超音波めがね洗浄機、今度買おうかな―」と独り言を言ってみたら、それが超楽しくてメモ帳にも『超音波めがね洗浄機！　超音波めがね洗浄機！』と書き殴ったのですが、それが何故そんなに面白かったのか、今となっては僕にもサッパリわからないのです。
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とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
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